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　　　はじめに




　はじめまして。本書の著者、田中天たなか・たかしです。

　この度は、本書を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　本書『戦国ラグナロク』には、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のプレイ風景を読み物仕立てに編集したもの……すなわち〝リプレイ〟が二編収録されています。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略称で、30年以上も前にアメリカで生まれ、以来、世界各地で愛されてきた遊戯です。

　ＰＣや家庭用ゲーム機で『ウィザードリィ』『ザ・ブラックオニキス』『ドラゴンクエスト』『ファイナルファンタジー』『テイルズオブシリーズ』、オンラインでは『ウルティマオンライン』『ラグナロクオンライン』等々、ＲＰＧに慣れ親しんだ方も多くいらっしゃることでしょう。

　ＴＲＰＧは、それらのコンピュータＲＰＧと同じく、プレイヤーがキャラクターを操り、架空の世界での冒険を楽しむ遊びです。参加者のひとりはＧＭ（ゲームマスター）という司会進行役となり、他のプレイヤーに様々なシナリオを提供し、互いに会話をしながら進めていくことになります。

　この遊びは、パソコンやゲーム機を必要としません。すべては、ゲームごとに定められたルールと、参加者同士のコミュニケーションによって進行するのです。

　……と、通り一遍の説明をいたしましたが、これだけではＴＲＰＧがどのような遊びなのか理解できる方は少ないことと思われます。

　このトンデモなく楽しい遊びの欠点は、「説明しづらいこと」であると申しても過言ではないでしょう。

　しかし、業界の先人たちはＴＲＰＧのために素晴しい説明手段を生み出してくれました。

　それが、リプレイです。

　リプレイは、読むだけでＴＲＰＧがどのような遊びであるかがわかり、実際に遊ぶ際の参考になり、しかも小説を読む楽しみも併せ持っています。




　先に申し上げたように、本書には連続したストーリーのリプレイが二本収録されています。内容を大まかに述べますと、「戦国時代にタイムスリップした女子高生が、西洋の神々の力を宿した戦国武将たちと戦いを繰り広げるトンデモ時代劇」です。

　荒唐無稽ですって？

　ええ、もちろん!!

　私は、そんな荒唐無稽な物語が大好きなのです。

　他のフィクションを例に挙げると、『魔界転てん生しよう』『妖刀伝』『戦国自衛隊』『心霊呪殺師・太郎丸』『戦国無双』『戦国ＢＡＳＡＲＡ』……等々、戦国時代を舞台にした作品は、枚挙に暇がありません。

　歴史物風味の物語ではありますが、歴史的知識はほとんど必要としておりません。日本人ならば誰もが好きな（断言！）、荒唐無稽なチャンバラアクションですので、肩の力を抜き、気楽にお読みくださいませ！

　───願わくば本書が、あなたの心に潤いをもたらすものでありますように。












本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。




















　　　PREPLAY




　──時は戦国。

　織お田だ信のぶ長ながが天下に威い名めいを轟とどろかせ、後に「安土あづち桃もも山やま」と呼よばれることになる時代。

　日本の歴史において、中世が終わり近世が始まる……そんな頃ころ。

　覇は道どうを歩む信長の陰かげで、怪あやしげな集しゆう団だんが暗あん躍やくしていた。

　奴やつらの名は魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐん。

　南なん蛮ばんの神々の力を揮ふるい、世に破は壊かいと混こん沌とんをもたらす天てん魔ま外げ道どう。

　対するは、たったひとりの〝現げん代だい人じん〟、そして奇き妙みような縁えんで結ばれた仲間たち。

　史書に記されなかった異い形ぎようの戦国絵え巻まきが、今、紐ひも解とかれる！




　さて、セッション収しゆう録ろく当日。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社会議室に、五人の男女が集結していた。

　ひとりはＧゲームＭマスターを務つとめる、この田中天たなか・たかし。

　残る四人は、今回のリプレイに参加してくれるプレイヤーたち。彼かれらは、先ほどより和わ気き藹あい々あいとゲーム談だん義ぎに花を咲さかせている。

　それではまず、各プレイヤーを紹しよう介かいしよう。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下：矢野）

『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のデザイナー。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社に所しよ属ぞくし、『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』『同・アライブ』等の傑けつ作さくリプレイシリーズを執しつ筆ぴつし、次々と世に放ちまくっている、ＴＲＰＧ界の王子様。合言葉は、「クレバー＆エレガント＆絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい限げん界かいギリギリクライマックスバトル」。

　拙せつ著ちよ『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』シリーズでは、英国情じよう報ほう部ぶの少年エージェント、フィン・ブースロイドとして活かつ躍やくしてくれた。




▼細野君郎ほその・きみお（以下：細野）

　俺おれと矢野の共通の友人。ボケとツッコミを自じ在ざいに使いこなし、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社のイベントではしばしばＧＭとして招まねかれ、その豪ごう腕わんを揮ふるっている。。

　前ぜん述じゆつの『トワイライト』シリーズでは〝ノストラダムスの予言書〟を持つ怪かい人じんギヨーム・ド・ノートルダムとして参加、セッションを大いに盛もり上あげてくれた。

　俺は常つね々づね矢野氏に「あなたに細野サンのナニがわかるの!?　あたしの方がカレとのつきあいは長いンだからネッ！」とハンカチを嚙かみ締しめ涙なみだながらに詰つめ寄よるが漏もれなく黙もく殺さつ＆細野氏からも無言の冷れい視し線せんをいただけるという放置プレイをエンジョイしたりしなかったり。




　さて、矢野および細野の両名は、過か去こに俺が執筆したリプレイに幾いく度ども参加してくれた、いわば〝お馴な染じみ〟のメンツだ。

　しかし、これから紹介する二名とは、以前より面めん識しきこそあれ、リプレイの場において同席するのは初めてである。




▼中村知博なかむら・ともひろ（以下：やにお）

　トーキョーＮ◎ＶＡやエンゼルギアの記事をメインに手がけるフリーライター。煙草たばこ（＝ヤニ）を好むことから、「やにお」という珍ちん妙みようかつ印象的なアダ名を持つ。

　二〇〇八年十月に発売された『ＤＸ２』のサプリメント『ハートレス・メモリー』では、全五話からなるキャンペーンシナリオのコンセプトワークおよびメインライターを務つとめた。

　様々なゲームのデータに精せい通つうしており、なおかつ、ＧＭとプレイヤーのいずれをやらせてもハイレベルに面白いという凄すごい奴。その技わざのキレ味に、俺は内心で密ひそかに嫉しつ妬とする。




▼水野暁子みずの・あきこ（以下：水野）

　今回の紅こう一いつ点てん。俺、矢野、細野、やにおと共通のゲーム仲間で、〝ＰＣ①力〟……すなわち、主人公キャラをやり遂とげる力量は仲間内でも定てい評ひようが高い。それを見み込こんで、今回は『戦国ラグナロク』のＰＣ①をお願いすることにした。

　他作品も含ふくめ、リプレイへの参加はこれが初めてとなるが、参加を快こころよく承しよう諾だくしてくれた。

　愉ゆ快かいな状じよう況きように遭そう遇ぐうすると、机つくえに突つっ伏ぷし肩かたを震ふるわせるようにして笑う。それが「多ければ多いほどセッションが面白い」という目安になるナイスなリアクションなのだが、時折、笑い過すぎで呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいりかけたりする。今回予定している、「巻まき込こまれ型主人公」にはうってつけの人材といえよう。




田中天（以下：ＧＭ）：そんじゃ、今日はよろしくお願いします。

一同：よろしくー！

水野：（緊張した様子で）よ、よろしくお願いします。

ＧＭ：なんか緊張してるみたいですねぇ。ＰＣ①指名されたから？

細野：おお、そういえば水野さんがＰＣ①という話だっけ。頑張れよー。

水野：は、はい、頑張ります。今日のセッション、すごい楽しみでした！　……けど、上手くＰＣ①ができるかどうか不安で。

ＧＭ：大丈夫大丈夫。肩の力抜いて、気楽に戦国時代を楽しんでくださいな。

水野：……は？　戦国？

ＧＭ：そう、日本の戦国時代。今日の舞台。

一同：なんだそりゃっ！（笑）

水野：あの、あたし、普通のダブルクロスだとばかり思っていたんですけどーっ!?

やにお：俺もだよ！

細野：あまりにも予想外だ……。




　通つう常じようの『ＤＸ２』は、現代社会を舞台に、〝レネゲイド・ウィルス〟に感かん染せんした異い能のう力りよく者しやたちの戦いと葛かつ藤とうを楽しむゲームである。ＰＣたちは、自分の大切な〝日にち常じよう〟を守るため、レネゲイドの力を悪用する者たちや、己おのれの中に潜ひそむ〝力への誘ゆう惑わく〟などと戦うことになる。

　だが、『ＤＸ２』には、ＰＣたちが置かれた環かん境きようを規き定ていした〝ステージ〟という概がい念ねんがある。このステージを変へん更こうすることで、ルールやデータはそのままに、様々な世界での物語を楽しむことができるのだ。

　これまでに、平安時代を舞台とした伝でん奇き風ステージや、一九三〇年代に悪のナチスを相手に戦う冒ぼう険けん活かつ劇げきステージなど、多数のステージが発表されている。

　そして今回、日本の戦国時代で暴あばれてもらおうと思い立ち、まったく新しいオリジナルステージを考案したのである。




ＧＭ：舞台は日本。時代は一五八〇年前後……つまり、織お田だ信長が「天てん下か布ふ武ぶじゃー！」とブイブイ言わせてた頃です。

細野：戦国時代……いや、もう安土桃山時代か。

ＧＭ：厳げん密みつにはね。けれど、語感やわかり易やすさを重じゆう視しして、〝戦国〟という言葉で表ひよう現げんした。

矢野：いいんじゃないかな。わかり易やすいのはいいことだ。

やにお：織田信長って名を聞いたら、〝戦国〟や〝乱らん世せい〟って言葉が頭に思おもい浮うかぶもんな。

水野：ええと、その頃のことをあんまり知らなくても大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：うん、大丈夫大丈夫。ゲームや大たい河がドラマで得た程てい度どの知ち識しきで十分。そもそも、〝史実に基もとづいたリアルな戦国物〟とはかけ離はなれたステージなんで。

矢野：じゃあ、ステージ解かい説せつしてくれれい。

ＧＭ：うむ。軽く説明するとだな……。




◆ステージ名：ジパング

◆解説：時は戦国。遠く南なん蛮ばんから渡わたって来た者たちの中には、人ならぬモノも混まざっていた。その正体は、忘わすれ去さられた古代の神々。彼らは魔ま界かい十字軍を名乗り、神しん秘ぴの国・日本ジパングの覇は者しやたる織田信長に急きゆう接せつ近きん。互たがいに手を組み悪事を企たくらんでいる。




ＧＭ：つまり、〝第六天魔王〟織田信長と外国の神々が夢ゆめのコラボレーション！

やにお：の、信長と外国の神々が夢のコラボレーションだとーッ!?

ＧＭ：どうだ、いかにも強そうだろう！

矢野：勝かち誇ほこるな！（笑）

ＧＭ：いや、まあ具体的に言うとね、鉄てつ砲ぽうの名手である雑さい賀か孫六と、ギリシャ神話の狩しゆ猟りよう神アルテミスがコラボって〝アルテミス孫六〟となって登場したりとかする世界。

一同：バカだーッ！（爆ばく笑しよう）

水野：ア、アルテミス孫六……！（[image: ]早速、突っ伏して笑っている）

やにお：じゃあ、〝独どく眼がん竜りゆう〟伊だ達て政まさ宗むねなんかは、文字通りファーヴニルとかイルルヤンカシュとかの神話に登場するドラゴンと合体しちゃってたりするわけか。

ＧＭ：うむ、そういうのもアリだ。

細野：なんというバカバカしさ……こういうの大好き（笑）。

ＧＭ：なお、敵てきは信長＆外国の神々。ＰＣは、日本を悪の野望から守る為ために立ち向かうオーヴァード、ということになります。

水野：レネゲイド・ウィルスは存そん在ざいしてるんですね？

ＧＭ：基き本ほんステージと異ことなり、レネゲイド・ウィルスという概念は認にん知ちされていないが、存在はしている。陰おん陽みよう師じや妖よう怪かいといった、魔ま法ほう的な力を持つ者はオーヴァードという扱あつかいだ。

やにお：剣けん豪ごうや忍にん者じやでもいいのん？

ＧＭ：もちろん。高名な武ぶ芸げい者や、歴史に名を残す忍者の中には、オーヴァードも混ざっていたということになるね。例えば「宮みや本もと武蔵むさしはオーヴァードだった」ってのもＯＫ。

やにお：おー。それじゃあ俺、忍者やりたいわ。イイ感じのキャラをピピッと思いついた。

ＧＭ：まぁ、まずはハンドアウトを説明するまで待て（笑）。なお、ＴＶゲームだと『戦国ＢＡＳＡＲＡ』の世界が一番近いかな。いや、あれは西洋の神々とか関係ないけど。

やにお：伊達政宗が「ヒアウィゴー！」って英語で叫さけんだり、城しろが変形して動き出したりする世界か（笑）。

ＧＭ：そうそう。あとは『魔界転生』や、一連の破は天てん荒こうな忍にん法ぽう小説もモチーフになってます。まぁ、歴史のことは難むずかしく考えず、気楽に戦国日本での大だい活かつ劇げきを楽しんでくださいな。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それじゃあハンドアウトを読み上げよう。まずはＰＣ①から。事前に説明した通り、これは水野さんにお願いした枠わくです。

水野：はい、了りよう解かいです。




▼ＰＣ①用ハンドアウト

　ロイス：南方勇太みなかた・ゆうた　　　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：隔かく意い

　カヴァー／ワークス：高校生／指定なし




一同：高校生っ!?

ＧＭ：うん。ＰＣ①は現代に生きる平へい凡ぼんな高校生だ。




　ごく平凡な学生であるキミの生活に、最近、ちょっとした変化が起きた。

　遠方に住む母方の叔母おばさんが病気で入院したため、しばらくの間、10歳さいになる息子の勇太をキミの家で預あずかることになったのだ。

　生意気な勇太には手を焼くことも多いが、概おおむね平和で幸せな日々といってよいだろう。

　しかし、それは唐とう突とつに終わりを告げる。

　突とつ如じよとして目の前に出しゆつ現げんした〝穴あな〟に、キミと勇太は一いつ緒しよに引ひきずり込こまれたのだ！




ＧＭ：つーわけで、ＰＣ①は現代から過去へタイムスリップすることになる。

細野：トンデモ時じ代だい劇げきに、さらにタイムスリップ物の要よう素そも加わったぞ（笑）。

水野：戦国でＰＣ①と聞いて、てっきり若わか武む者しやとか忍者なのかなと思ってました。

ＧＭ：真面目な話をすると、歴史物やるときって、現代人がいると面白さが増ますんだわ。

やにお：〝その後の歴史を知ってる現代人〟って、驚おどろき役やツッコミに最さい適てきだもんな。

ＧＭ：当時の日本人だと、西洋の神が登場しても、知識がないからツッコめないんだよ。

やにお：おおっ、そりゃそうだ。

ＧＭ：さっきの例で言うと、「俺はアルテミス孫六！」と名乗っても、当時の人間だと、「そうですか。少し変わった響きの名字ですね」だけで済んでしまう（笑）。

水野：アルテミスとか言われても、西洋の神だってわかりませんもんねー。

ＧＭ：で、ＰＣ①は大事な従弟いとこと一緒に戦国時代へとご招しよう待たいされます。

水野：勇太君、ヒロインっぽそうな感じがする（笑）。

ＧＭ：そう考えてもらってＯＫよ。……んで、さらにＰＣ①にはＤロイスという形で特とく殊しゆな設定が追加される。指定されるＤロイスは〝秘密兵器トイボツクス〟だ。




　説明しつつ、ＧＭは何なん枚まいかの紙し片へんを提てい示じした。

　そこには、様々なデータが記されていた。




ＧＭ：秘密兵器で取得できるアイテムは、こちらでオリジナルのデータを用意してある。白兵用の刀、射しや撃げき用の弓、ＲＣ用の装そう飾しよく品ひん、以上三つね。

矢野：わざわざオリジナルアイテムを作ったんか。

ＧＭ：ああ。この秘密兵器はシナリオと密みつ接せつに関わってるもんでね。まぁ、どれを選ぶかは戦せん闘とうスタイルの好みで決めてくれてかまわないよ。




▼ＰＣ②用ハンドアウト

　ロイス：ＰＣ①　　　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：憤ふん懣まん

　カヴァー／ワークス：大だい妖よう怪かい／物ものの怪け

　キミは、その名を日ノ本に轟とどろかす大妖怪だ。

　世に仇あだなす大だい魔ま縁えんと畏おそれられ、或あるいは悪あつ鬼きを喰くらう守しゆ護ご神しんと崇あがめられたこともある。

　だが、キミはキミ自身のことをよく知らない。

　曖あい昧まいな記き憶おくのまま好き勝手に生きているが、心の奥おく底そこでは何かを探さがし求もとめているのだ。

　その心の隙すきが油ゆ断だんを生んだのか、つい先日、ドジを踏ふんだ。

　この国では見たこともない術じゆつを使う奴により、巨きよ岩がんの下に封ふう印いんされてしまったのだ。

　どうにか封印から逃のがれようとする君は、ＰＣ①という奴に出会った。

　この戦せん乱らんの世ではついぞ見かけぬ小こ奇ぎ麗れいな姿すがたをしている。

　喰くえばさぞかし旨うまかろうが、まずはこいつに封印を解とかせよう。




ＧＭ：つーわけで、ＰＣ②は封印されてる大妖怪で、ＰＣ①に封印を解といてもらうことになる。『西遊記』の孫そん悟ご空くうみたいな感じだね。

細野：（嬉き々きとした表ひよう情じようで）妖怪！　しかも強い！

水野：細野さん、嬉うれしそう（笑）。

細野：うんうん！　こういうアウトサイダーキャラのハンドアウト、大好き！

ＧＭ：喜んでくれてありがとう（笑）。こいつのシナリオロイスがＰＣ①となってるのは、ＰＣ①と深く関わっていくことを想定しているのでよろしく。

やにお：妖怪というからには、「天てん狗ぐ」とか「かまいたち」みたいに実じつ在ざい……っつーと変だけど、伝でん承しようにあるような妖怪にした方がいいの？

ＧＭ：その必要はない。自分で好きなようにオリジナルの設定を作ってくれ。さっきは具体的な作品名を挙げたけど、もちろん、それらのイメージに囚とらわれる必要はないからね。




▼ＰＣ③用ハンドアウト

　ロイス：ＰＣ②　　　感かん情じよう　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　カヴァー／ワークス：退魔師し／修しゆ験げん者じやまたは陰陽師

　近年、〝魔ま性しようのモノ〟が数多く跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし、戦乱の世は混こん迷めいを深める一方だ。

　その裏うらでは、かの有名な大妖怪ＰＣ②が糸を引いている……と、キミは考えている。

　探たん索さくの末、キミは伊い勢せの神宮にて巫女みこより、とある神しん宝ぽうを授さずかった。

　その神宝を用いてＰＣ②を倒たおせば、〝魔性のモノ〟の活動も沈ちん静せい化かするに違ちがいない。




ＧＭ：そしてお次はＰＣ②を敵と追い求める退魔師です。用語について一いち応おう補ほ足そくしておくと、「退魔」という言葉はＳＦ作家の豊田有恒とよだ・ありつね先生が著ちよ作さくの中で用いた造ぞう語ごが始まりだ。

一同：へー。

矢野：「ＰＣ②が糸を引いている……と、キミは考えている」って、あるけど、これ、要するにＰＣ③の思おもい込こみなんだよな？（笑）

ＧＭ：その通り。実は諸しよ悪あくの根こん源げんは魔界十字軍なのだが、海外の神々である彼らの存在は、ほとんど知られていないのだ。

矢野：なるほど。ＰＣ③は諸悪の根源はＰＣ②だと勘違いしてるんだな。

ＧＭ：そういうこと。




▼ＰＣ④用ハンドアウト

　ロイス：勘かん助すけ三さん世せい　　　感情：Ｐ連帯感／Ｎ不安

　カヴァー／ワークス：忍者／忍者Ａ～Ｃ

　キミは特定の主を持たない〝はぐれ忍〟だ。

　旅の相あい棒ぼうは、かの武たけ田だ信しん玄げんに仕えた軍ぐん師し・山本勘助……の孫を自じ称しようする小こ娘むすめがひとり。

　キミも彼かの女じよも、「真に仕えるに足る主を求めている」という点で意気投合したのだ。

　そんな折、キミの師し匠しようである伊い賀が忍軍頭とう領りよう・百地三太夫が姿を現あらわした。

　天てん正しよう伊賀の乱で命を落としたはずの師匠は、キミにひとつの願いを託たくした。

　その願いとは、ＰＣ①という人物を助けて欲ほしいというものだった。




やにお：忍者！　忍者！

ＧＭ：落ち着け！（笑）　……そして最後のＰＣ④は忍者です。

細野：ジパングの忍者は、全員オーヴァードなの？

ＧＭ：うんにゃ。諜ちよう報ほうや暗殺といった忍者の技ぎ術じゆつを身につけた者は皆みな、忍者。その中のごく一ひと握にぎりの選ばれた者だけが、秘ひ伝でんの丸薬や、特殊な訓練によってオーヴァードとなる。

細野：ふむふむ。

ＧＭ：道具と技術さえあれば誰だれでもできる技が〝忍にん術じゆつ〟で、オーヴァードだけに可か能のうな超ちよう人じん技が〝忍法〟って感じかな。で、ＰＣはみんな、その忍法を使える忍者。

矢野：山本勘助、〝三代目〟じゃなくて〝三世〟なんだ。ルパンかよ（笑）。

ＧＭ：呼よびやすいでしょ。……なお、年ねん齢れい的てきには勇太と大差ない子こ供どもで、性格は明るくて素直。語ご尾びに「ッス」とつけて喋しやべり、祖そ父ふを真似まねして伊達眼がん帯たいをつけてる。

水野：あう、勘助カワイイ。

細野：なんでだろう、〝役立たず臭しゆう〟がプンプンする（笑）。

やにお：〝天正伊賀の乱〟って、史実でも起こったことだよね。

ＧＭ：うん。織田信長の軍ぐん勢ぜいにより伊賀が壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けた戦役だ。その後も、伊賀忍者は見つかり次第、殺されたらしい。

水野：伊賀と関わりがあるＰＣ④も、織田軍に見つかると危き険けん？

ＧＭ：それはもう、とっても（笑）。なお、里が壊かい滅めつしてるんで、ＰＣ④は所属に縛しばられないフリーランスの忍ということになる。

やにお：（ルールブックのワークス表を眺ながめながら）なぁ、どこのステージにも〝忍者〟ってワークスはないよね。どうすりゃええんかのう。

ＧＭ：うん。〝忍者Ａ～Ｃ〟については、基き本ほん的てきに〝ＵＧチルドレンＡ～Ｃ〟のデータを流用する。ただし、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉は〈情報：魔界〉に書き換かわります。

一同：魔界!?（笑）

ＧＭ：ジパングステージでよく用いられる情報技ぎ能のうと思ってくれ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：さて、それじゃあハンドアウトを各人に選んでもらおうかな。

細野：妖怪！

やにお：忍者！

水野：早っ！（笑）

ＧＭ：おまえら、欲よく望ぼうはわかるがもっと他の参加者と話し合え（笑）。

細野＆やにお：は、スミマセヌ。

ＧＭ：……さて、そんなわけで水野さん。

水野：はい、ありがたくＰＣ①を務つとめさせてもらいます。勇太ゲーット！

ＧＭ：ナニがゲットか！（笑）　で、他の人は……。

細野：妖怪やりたいからＰＣ②。

やにお：忍者やりたいからＰＣ④。

矢野：そして俺がＰＣ③の退魔師。

ＧＭ：ん、実にスムーズだったね。じゃあ、キャラクター作成に移うつろう。まず、ＰＣ①は現代の高校生なので、普ふ段だんの『ＤＸ２』と作り方は同じ。

水野：はい、わかりました。

ＧＭ：んで、他の三人も基本的な流れは変わらない。ライフパスと、ＰＣ②およびＰＣ③のワークスについては『アルターライン』収録の『平安京物ものの怪け録』を流用してくれ。

ＧＭ：なお、年代は天正十年……つまり一五八二年だ。本ほん能のう寺じの変が起こる年だね。

矢野：歴史の流れはどうなってるの？

ＧＭ：基本的に、我われ々われが知ってる歴史と同じものとする。織田家がブイブイ言わしてるが、乱世なのは変わらない。戦での成り上がりを求めて武ぶ人じんは少しでも有望な主を求め、裏では忍者が情じよう報ほう戦せんを繰くり広ひろげている。かと思えば、海外との貿ぼう易えきも盛さかんで、各地で商業都市が栄え、茶の湯に代表される文化の華はなも咲さき誇ほこっている。

やにお：歴史上の人物をＰＣにしてもいいの？　例えば宮本武蔵とか、天あま草くさ四し郎ろうとか。

ＧＭ：武蔵はまだ生まれてないし、天草四郎が生まれるのは江え戸ど時代だ！（笑）　……それはともかく、有名人をＰＣにするのももちろんＯＫだ。

やにお：おお、それはありがたい。

ＧＭ：織田信長と、その一いつ党とうは敵として登場する可か能のう性せいが高いので、事前に相談してね。

やにお：ほいほい、了解した。

ＧＭ：Ｄロイスについては、既すでに決定しているＰＣ①以外は、各人ひとつまで取っても構かまわないよ。ただし、ステージ専せん用ようのものと、ＵＧＮやＦＨ専用のものはダメ。




　以上のような質しつ疑ぎ応おう答とうを経へて、およそ二時間が経けい過か。互たがいの戦闘スタイルやシンドロームの擦すり合あわせ等を経て、四人は自分の納なつ得とくの行くＰＣデータを完成させた。







織田信長　一五三四～一五八二　教科書でも御馴染み、戦国日本の革命児。古今、様々なフィクションで好んで取り上げられてきた人物である。

安土桃山時代　織田信長と、その後継である豊臣秀吉が日本の統治に大きな影響を及ぼした時代。

第六天魔王　他化自在天という世界にあり、仏教に敵対する天魔。信長は、好んでこの異名を自らに用いた。

戦国ＢＡＳＡＲＡ　戦国武将たちの超人的な戦いを描いたアクションゲーム。英語を話したり空を飛んだりビームを放ったり城が動き出したりと、好き放題やっている。

魔界転生　山田風太郎が執筆した小説および、その映画の名。邪悪な技によって魔人として蘇った武芸者たちと、柳生十兵衛が壮絶な戦いを繰り広げる。

Ｄロイス　ディスクリプト・ロイスの略。ＰＣ固有の特殊な設定を表す。

ワークス：物の怪　ＤＸ２のステージのひとつ〝平安京物怪録〟に収録されたワークス。文字通り妖怪を表す。

大魔縁　仏法に仇なす存在や、人に害を及ぼす悪天狗などの総称。歴史上の人物では、無念の最期を遂げた崇徳上皇が「日本の大魔縁とならん」と言い残したとされている。

山本勘助　武田信玄に仕えたという伝説的な軍師。二〇〇七年の大河ドラマ『風林火山』の主役。

天正伊賀の乱　一五七九年から一五八一年にかけて発生した、織田軍と伊賀との大規模な戦い。
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▼ＰＣ①：天野真弓あまの・まゆみ　プレイヤー：水野暁子

水野（以下：真弓）：名前は天野真弓。十六歳のノーマル女子高生です。

ＧＭ：ノーマル（笑）。確たしかに、まだオーヴァードですらないもんなぁ。

真弓：外見的には、運動好きなのでひきしまった感じです。髪かみは長めで、学校で先生に怒おこられない程度の明るい茶色に染そめてます。学校の制せい服ふくはセーラー服かな。

ＧＭ：ふむふむ。本当にノーマルだ（笑）。……Ｄロイスの武ぶ器きは何にした？

真弓：弓です。実家は旧い屋や敷しきで、弓道場があることにしました。小さい頃は祖父を先生として弓きゆう術じゆつを習っていたという設定。

やにお：きっと、〝真弓〟という名前はお祖父じいちゃんがつけたんだろうなぁ。

真弓：ええ、そういう設定です。実際には、Ｄロイスのアイテムで、この弓を選んだからなんですけど（笑）。




・ＰＣ①用Ｄロイス：秘密兵器／トキジクの弓

　トキジクの弓という特殊なアイテムを入手する。このアイテムには秘密が隠かくされており、シナリオの進行に応おうじ、記されたデータ以外の特殊な効こう果かを発はつ揮きすることがある。




種別：射撃武器　　　購こう入にゆう：不ふ可か

固定：[image: ]　　　　　　技能：〈射撃〉

攻こう撃げき力りよく：＋７　　　　防ぼう御ぎよ力りよく：[image: ]

装そう甲こう値ち：[image: ]　　　　　隠いん匿とく：不可

解説：不思議な力を秘ひめた和弓。弦げんに指を添そえると、矢が自動的に出現する。オーヴァード、およびジャームに命中した場合、以い降こうこのシーンの間に対象が行なうすべての判はん定ていに-3個このダイスペナルティを与あたえる。




やにお：おお、強いな。攻こう撃げき力はまぁまぁ、しかも相手にずっとペナルティってのがデカい。

細野：ＰＣ①が弓使いか。なんか新しん鮮せんだね。

ＧＭ：なお、オープニング開始時は、まだＰＣ①はこの弓を持っておらず、そもそもオーヴァードですらないという扱いです。

真弓：はい、わかりました。それで、経けい験けん表の結果が〝死別〟と〝勝利〟。祖父と幼よう少しよう期きに〝死別〟し、その後も練習を続けてインターハイで〝勝利〟したということで。

ＧＭ：おお、それは綺き麗れいな流れだ。

真弓：で、相談なんですがＧＭ。亡なくなった祖父にロイスを取ったんですが、まだまだ心の中で師と仰あおいでいるのでタイタスにせずロイスのままでもいいですか？

ＧＭ：（ちょっと考えて）うん、それは構かまわないんじゃないかな。

真弓：わーい。ちなみに、性せい格かくはお祖父ちゃんのスパルタな教育の賜たま物もので、心身ともに年ねん齢れいの割わりにタフです。戦国時代に放り出されても、めげずに頑がん張ば……れるといいなぁ（笑）。

ＧＭ：ん、期待してますわよ（笑）。

細野：シンドロームは何にしたん？

真弓：覚醒したら、モルフェウス／ノイマンになります。虚こ空くうから光ひかり輝かがやく矢を練成して、〝トキジクの弓〟に番つがえて戦う予定。

ＧＭ：ＯＫ、いい感じだ。あと、勇太とはお互いをなんて呼び合ってる？

真弓：んーと……そうですね、〝真弓〟と呼よび捨すてにされてることにします。

矢野：お。生意気な感じですね。

細野：十歳の小学生男子だからなぁ。まさに生意気盛ざかり。

真弓：もっとも、あたしも〝勇太〟と呼び捨てにしてますが。

ＧＭ：つまり、六歳年下のお子様と対等に付き合っている、と。

真弓：も、もちろん年上の余よ裕ゆうは忘わすれません。大人の女として！（笑）




▼ＰＣ②：イクフサ　プレイヤー：細野君郎

細野（以下：イクフサ）：名前はカタカナで〝イクフサ〟。姿は闇やみのように黒い毛に覆おおわれた巨きよ大だいな狼おおかみで、左ひだり眼めが燃もえ上あがるように赤い。とても大きくて立りつ派ぱな尻尾しつぽが幾いくつも生えている。これが〝幾イク房フサ〟という名の由来。

ＧＭ：完全に目で見てわかる〝バケモノ〟なのね。

イクフサ：ああ。シンドロームはキュマイラのピュア。戦うときは、相手が弱ければ素す手で、戦い甲斐がいのある強きよう敵てきなら《銘めい無き刃やいば》を使って腕うでから剣けんを出現させてブン殴なぐる。

ＧＭ：〝戦い甲斐〟というからには、争いを好んでる？

イクフサ：自由が好きで、喧けん嘩かが大好き。そんな暴あばれ者もの。人間は弱っちいので、わざわざ苛いじめたりはしない。喧嘩の相手は専もつぱら妖怪どもだ。

真弓：人の姿は取れるんですか？

イクフサ：一応、人里に下りるときは人間形けい態たいを取る。見た目はワイルドな感じの青年だけど、隠かくし切れない異い形ぎようが三つある。

ＧＭ：ほう。どんなのかな。

イクフサ：まず、赤い左眼。これは目を瞑つぶってごまかしてる。次に、長い犬歯。これはマフラーっぽい長くて赤い布ぬので口元を覆おおい隠かくしている。

矢野：石川賢けんの漫まん画がに出てきそうな格かつ好こうだ（笑）。

イクフサ：で、右みぎ腕うではバケモノのまんまなので、人前では懐ふところ手でにして隠してる。

ＧＭ：どんなに化けても、どこかに変な部分がでちゃうわけだな。

イクフサ：そういうこと。Ｄロイスはピュアブリード専用の〝超ちよう血けつ統とう〟を取った。濃こくて純じゆん粋すいなキュマイラの力を秘めた肉体、ということで。

ＧＭ：それは攻撃力が文字通り化物なみになるな……恐おそろしい。

イクフサ：んで、少し考えたんだが、ハンドアウトを見る限り、こいつって割とフリーダムというかちょっと悪そうな感じじゃない？

真弓：ＰＣ①のことも、利用しようとしてますしねー。

イクフサ：実際、シナリオ中でも簡単に馴れ合わず、単独行動とかした方がそれっぽくなると思うんだよ。……その方向でやってもいいかな？

ＧＭ：ある程度は想定してたし、俺としてはかまわんよ。刺激になって面白そうだ。

真弓：いきなりこちらに襲い掛かってきたりしないんでしたらＯＫです（笑）。

イクフサ：しないしない。……多分。

真弓：多分ーっ!?（笑）

ＧＭ：さて、ほかに特とく徴ちよう的てきな設定はあるかな？

イクフサ：記憶が曖昧なことを示しめすロイスとして、〝面おも影かげの君きみ〟というのを設定してみた。

真弓：あ、なんかイイ響ひびきですね。

イクフサ：時たま脳のう裡りにフラッシュバックするんだけど、顔は逆ぎやつ光こうでよくわからない。おそらく女じよ性せい。で、その人のことを思い出すと、胸むねの辺りが奇き妙みように温かくなる。

ＧＭ：ほほー、それはいい感じのロイスだな。

やにお：さすがキミくん、上手いねぇ。

イクフサ：ぐふふ、そうじゃろうそうじゃろう。……そうそう、一いち人にん称しようは〝ワシ〟ね。基本、偉えらそう、かつ乱らん暴ぼうに喋しやべるんでヨロシク～。




▼ＰＣ③：山住浄ノ進やまずみ・じようのしん　プレイヤー：矢野俊策

矢野（以下：浄ノ進）：名前は山住浄ノ進。病弱な兄ちゃんです。年齢は二十四歳。実家は〝山の神〟に仕える一族で、跡あと取とり息子として生まれたんだけど、幼よう少しよう期に神かみ隠かくしに遭あいました。

ＧＭ：神隠し。いいね、実に伝奇っぽい。

浄ノ進：その時を境さかいになぜか生命力全ぜん般ぱんが弱まってしまい、家を継つぐ資し格かくなしと断だんじられ、放り出されたという次第。なお、その病弱っぷりは、ことあるごとに血を吐はくほど。

イクフサ：「ことあるごとに」って（笑）。

浄ノ進：急に立ち上がったりすると吐と血けつ。熱いもの食べると喀かつ血けつ。びっくりすると喀血。朝も喀血、昼も喀血、夜も喀血。

ＧＭ：病弱すぎだろっ！（笑）

やにお：それじゃ旅なんかできねぇぇぇっ！

浄ノ進：いや、本人は慣なれてるんで、いたって問題なく。

ＧＭ：なんで死なないんだ……？

浄ノ進：（他人事のように）さぁ？（笑）

真弓：山の神様に精せい気きを喰くわれちゃったんですかねぇ

浄ノ進：自分でもそこら辺のことはよく決めてないんだけど、多分そんな感じ。で、術や怪かい異いには幼少の頃から慣なれ親したしんでたんで、虚きよ弱じやくながらに修しゆ験げん者じやとして頑がん張ばってみた。

ＧＭ：いわゆる退魔師になったんだな。

浄ノ進：そうそう。とはいえ、実は自分自身は直ちよく接せつ戦わない。シンドロームはブラックドッグ／ブラム＝ストーカーで、《血の従じゆう者しや》で現あらわれた従者に戦わせる。

やにお：従者はどんな姿？

浄ノ進：いつも小さい子供ほどの顔の無い人形を抱かかえてて、それに自分の血を振ふりかけると動き出すという演えん出しゆつ。基き本ほん形けいは人間だけど、状況に応じて姿は千差万別。

やにお：おー、人形使いか。

浄ノ進：そしてＤロイスは従者使いに便利なブラム＝ストーカー専用の〝黄昏たそがれの支し配はい者しや〟。セットアップでさっと従者を作成する。

ＧＭ：ふむふむ。んで、性格は？

浄ノ進：基本的に「ですます」口調で喋る物もの腰ごし柔やわらかな奴。




▼ＰＣ④：霧隠才蔵きりがくれ・さいぞう　プレイヤー：中村知博

やにお（以下：才蔵）：さてドン尻じりに控ひかえしは、その名も高き伊賀忍者・霧隠才蔵！

イクフサ：来たーッ！　有名人そのものキャラだ！（笑）

浄ノ進：霧隠才蔵って、ホントに才蔵そのものなの!?

才蔵：ふっふっふっ、しかも〝実は女だった〟設定付きじゃよ。十三歳の小娘にして、その業前は〝伊賀最強〟との呼よび声ごえも高き天才美少女忍者！

浄ノ進：そのパターンで来たか！（笑）

才蔵：トンデモ時代劇で有名人女体化は王道ですよ。俺は、その王道を行く！

真弓：ち、ちからづよい……（笑）。

浄ノ進：で、その伊賀最強がいたのに里は滅ほろびたのか（笑）。

才蔵：うっかり里を留る守すにしている隙に織田信長によって攻せめ滅ほろぼされてしまったのだ。

ＧＭ：〝うっかり〟かよ！

才蔵：いいんだよ！　ちょっとドジな方が可愛かわいいだろ！

ＧＭ：それは〝ちょっと〟どころじゃない。可愛さの為に故こ郷きようを滅ほろぼすな（笑）。

才蔵：まぁ、そのこともあって、信長に復ふく讐しゆうしたいとは考えている。けど、ひとりでは無理なので、有望そうな主君を探さがして旅している最中だ。

ＧＭ：シンドロームは？

才蔵：オルクス／サラマンダー。〝霧隠〟の名が示すとおり、霧の領りよう域いきを展てん開かいして戦うよ。

イクフサ：霧使いか。かっこいいじゃないか。

才蔵：背せ中なかにスゲェでっかいヒョウタンを背せ負おってて、そっから霧が煙けむりのようにわき上がってくるという演出を考えてる。

真弓：で、その霧が武器になるんですね。

才蔵：うんにゃ。攻撃手しゆ段だんは……ない（[image: ]超ちよう爽さわやかな笑顔）。

一同：…………は？

真弓：え、ちょっと……ええっ？

才蔵：なにしろ、攻撃系けいエフェクトはひとつも取ってない。

ＧＭ：それでどうやって戦うんだ、才蔵っ。〝伊賀最強〟じゃなかったのか!?

才蔵：防ぼう御ぎよと支し援えんに特化してるんだよ。具体的には、敵の攻撃を《氷ひよう壁へき》で潰つぶす。そして、仲間が与えるダメージを《力の法ほう則そく》で上じよう昇しようさせる。

イクフサ：（感心したように）あー、そりゃ強いわ。味方にすると頼たのもしい。

ＧＭ：なるほど！　そういう手もあるよな。

才蔵：《氷壁》の成せい功こう率りつを上げるため、Ｄロイス〝伝でん承しよう者しや〟を取って〈ＲＣ〉を選せん択たくした。これで伊賀忍術を極めたということで。

ＧＭ：なるほどなるほど。

才蔵：一人称は〝才蔵〟。自分のことを自分の名前で呼ぶ。実力に見合った自信家で、とにかくいらんところでカッコつけたがる。

ＧＭ：お、なんだかバカっぽいぞ（笑）。

才蔵：バカではない！　台詞の語尾は〝ござる〟。《アニマルテイマー》で〝佐さ助すけ〟という名のチビ猿ざるを連れている。これが後の猿さる飛とび佐助。

一同：猿かっ！（爆笑）





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：互いのキャラを把は握あくしたところで、各人の関係を決めよう。ＰＣ①から②、②から③、③から④、④から①という順番でＰＣ間ロイスを決定し、感情を決めてくれ。




・真弓[image: ]イクフサ

ＧＭ：真弓とイクフサは、真弓が戦国時代にタイムスリップしてから出会うことになる。だから、ここでは最初に出会った時の感情を決めるものと考えてくださいな。

真弓：イクフサ、外見は怖こわそうなんですよね？

イクフサ：うむ！　だから、感情は恐きよう怖ふ／絶ぜつ望ぼうとかでいいよ。

ＧＭ：どっちもネガティブ感情、つか〝絶望〟なんて項こう目もくはねぇ！（笑）

真弓：んー……せっかく自分で〝打たれ強い〟と決めたことだし、ポジティブは〝好奇心〟、ネガティブは〝脅きよう威い〟で。この妖怪は危険だけど、なんか面白そうだなぁって。




・イクフサ[image: ]浄ノ進

イクフサ：自分を倒たおしに来る退魔師に対する感情かぁ。どうしたもんかな。

浄ノ進：ちょっと考えたんだけど、これまで何度か戦ってることにしない？　で、浄ノ進はその度に負けるんだけど、懲こりずに何度も挑いどんでいるっていう。

イクフサ：負けまくってるのか。まぁ、こっちはそれでいいけど。

浄ノ進：それでは、今のところ五百十二戦五百十二敗ということで。

ＧＭ：多過ぎだよっ！（爆笑）

イクフサ：それでも、いまだに五体満足で生いき永ながらえてるってのは、逆ぎやくにスゴいな（笑）。

浄ノ進：基本的に戦うのは従者だから。従者を壊こわされると、さっさと撤てつ退たいする。

イクフサ：なるほど。……じゃあ、ネガティブ感情は〝食しよく傷しよう〟だ。ちょっとウンザリ。でも、諦あきらめない根こん性じようは評ひよう価かしてるので、ポジティブは〝感服〟。




・浄ノ進[image: ]才蔵

浄ノ進：以前、成り行きで協力し合って妖怪を倒したことがあることにしない？

才蔵：それは絡からみ易やすくてよいね。賛さん成せい賛成。

浄ノ進：そのとき、とても頼たよりになったので、ポジティブは〝尊そん敬けい〟としておこう。

才蔵：（満足げに）うんうん。

浄ノ進：……しかし、所しよ詮せんは忍者。要するにスパイだ。

才蔵：お？（笑）

浄ノ進：よって、完全に気にしてはいないということを表すため、ネガティブは〝不信感〟に決定。敬けい意いを払はらえど、警けい戒かいは怠おこたらない。




・才蔵[image: ]真弓

ＧＭ：最後は才蔵から真弓に対するロイスだけど、これもまだ会ったことがないので、第一印象でお願いします。

才蔵：ふむふむ。ハンドアウトを見る限かぎり、小娘のお守りを任まかされるのだな。

真弓：才蔵の方が年下なのにー（笑）。

才蔵：（意にも介かいさず）いやいや、忍者として人生経験は才蔵の方が豊ほう富ふだし（笑）。ま、師匠からの頼たのみでもあるので、とりあえずポジティブは〝庇護〟にしておこう。

真弓：年下の子供に守られるとは（笑）。

才蔵：んで、出会ってみたら自分とさして変わらない年とし頃ごろの娘だし、素す性じようが知れないんで、内心では〝不安〟のネガティブ感情を抱いだいているってことにしようと思う。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それではＰＣ間ロイスも決まったので、さっそくプレイを始めよう。なお、シナリオ情報技能は〈情報：ジパング〉を１レベルさしあげよう。

真弓：あたしもですか？

ＧＭ：おっと、真弓は知る筈もないな。……では、真弓だけは〈情報：Ｋ市〉ということで。

真弓：わーい、あたし、Ｋ市について詳しいよ。シナリオ中は役に立たないだろうけど！（笑）

ＧＭ：では、諸々決まったのでプレイを開始しよう。よろしくお願いします。

一同：よろしくー！







石川賢　漫画家（故人）。代表作は『ゲッターロボ』『極道兵器』『超護流符伝ハルカ』など。

《アニマルテイマー》　オルクスのエフェクト。動物を使役する。

猿飛佐助　真田十勇士の一。霧隠才蔵とは良きライバル。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆「戦国ラグナロク、開かい幕まくす」の段だん


Master Scene






　世は戦国。

　西洋の暦こよみでは一五八二年。

　時は、まさに世紀末であった。




ＧＭ：最初は、戦国時代のマスターシーンから始まる。




　暗く湿しめった岩室。

　天てん井じようには、無数の蝙蝠こうもりが群むれ集つどっている。

　ゆらゆらと揺ゆらめく蠟ろう燭そくの灯が照らし出すのは、ひとりの老人。

　彼かれの名は百地三太夫ももち・さんだゆう。

　伊い賀が忍にん軍の頭とう領りようとして知られた男である。

　今、彼の額ひたいには玉のような汗あせが浮うかび、口から紡つむがれるは呪じゆ詛その言葉。

「第六天てん魔ま王おうよ……貴き様さまに滅ほろぼされし伊賀の恨うらみ、忘わすれまいぞ！　美しき日ノ本を滅ぼさんとする貴様の野望……必ずや打うち砕くだいてくれようぞ。第六天魔王、いやさ織田信長おだ・のぶながッ!!」

　カッと見開かれた百地三太夫の瞳ひとみに浮うかぶは、強く激はげしい決意の色。




才さい蔵ぞう：ほほう！　信長は日本を滅ほろぼそうとしてるんか。

イクフサ：うん、まさに正せい統とう派は・悪の信長だ（笑）。




　百地が裂れつ帛ぱくの気合と共に、印形を結んだ両手を前へと突つき出だす。

　その瞬しゆん間かん、眼がん前ぜんの空間に〝穴あな〟が穿うがたれた。

「往ゆけいっ！」

　号令一下、天井に控ひかえていた蝙蝠の群むれが〝穴〟の中へと飛とび込こんでゆく。




一同：おおおっ!?

イクフサ：こりゃなんかの忍にん法ぽうか？

ＧＭ：いかにも。百地三太夫は声高らかに叫さけぶ。すなわち──




「伊賀忍法究極奥おう義ぎ〝時とき滑すべり〟[image: ]」

　大音声が岩室を……否いや、〝穴〟に繫つながるすべての時空を震ふるわせる。

　秘ひ中ちゆうの秘とされる伊賀忍法の奥義が、今、その封ふうを解とかれたのだ。




イクフサ：ときすべりぃっ？

浄じようノ進しん：時を滑すべる……タイムスリップ？

真弓：（頷うなずきながら）ああ、これであたしが戦国時代に呼よばれるのね。

ＧＭ：……だがしかし。直後、百地の顔色が一変する。「むぅっ!?　こ、これは……」

一同：…………？

ＧＭ：（悲ひ痛つうな叫さけび声ごえで）「ししし、しまったぁぁぁっ!!」

真弓：ナンか失敗してるーッ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：と、いうところでマスターシーンは終しゆう了りようでございます。

真弓：ううう、なんか不安……。







◆Opening 02◆「女子高生 BEYOND THE TIME」の段


Scene Player ─── 真弓






　──現げん代だい、東京近きん郊こうＫ市。

　早朝六時。

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいの一角に、古風な屋や敷しきがある。

　その敷しき地ち内ないに設もうけられた弓道場に、清せい冽れつな音が鳴なり響ひびいている。

　天野真弓が、今日も〝日課〟をこなしているのだ。




ＧＭ：それでは最初のシーンプレイヤーは真弓。なお、このシーンではまだ侵しん食しよく率りつを上じよう昇しようさせる必要はありません。

真弓：えっ？　あ、そうか。まだ〝覚かく醒せい〟してないんだっけ。

ＧＭ：そういうこと。今は朝で、通学前の平和なひとときを過すごしているところから始まる。

真弓：じゃあ、あたしは毎朝早起きして、自じ宅たくの道場で弓の練習をしていることにします。えいっえいっ（弓を撃うつ仕草）。

ＧＭ：ＯＫ。君の放った矢は、いずれも吸すい込こまれるように稽けい古こ用の巻まき藁わらに突つき立ってゆく。練習がひと段だん落らくすると、背はい後ごからパチパチパチと小さな手で拍はく手しゆする音が聞こえてくる。

真弓：あ、勇太かな。振ふり返かえってみます。

ＧＭ：では視し線せんの先にやんちゃそうな顔をした勇太が立っている。歳としからしても小こ柄がらで、顔立ちは可愛かわいらしいけど、まとった雰ふん囲い気きは生意気そうだ。

真弓：ふむふむ。……勇太も練習してみる？　お姉さんが教えてあげるよー。

ＧＭ：「あっははは。やめとくよー。オレにはちょっとムズカシソーだし」

真弓：あたしは勇太くらいのときには、お祖父じいさんから弓を習ってたけどなぁ。

ＧＭ：「真弓は真面目だからなぁ。オレはそういうめんどいのって無理！」

真弓：ニヤァ～と微笑ほほえみながら……じゃあ、なんで勇太は毎朝早起きしてまで人の練習を見ているのよ？

一同：おおっ。

浄ノ進：（スポーツの実じつ況きようのような口調で）勇太、いきなり核かく心しんを突つかれました（笑）。

ＧＭ：毎朝見てたのか（笑）。じゃあ、面白いんでそういうことにしよう。彼は、ちょっとドギマギしてから、そっぽを向いてぶっきらぼうな口調で呟つぶやく。「見てる分には面白いし。……なんか文もん句くあンのかよ」

真弓：別に文句はないけどね～。タオルで汗を拭ふきながら、そのまま道場から家の中に戻もどろうとします。

ＧＭ：んじゃ勇太もトコトコと後を着いてこうとする。

真弓：……これからシャワー浴びて制せい服ふくに着き替がえるつもりなんだけど、一いつ緒しよに入りたいの？

ＧＭ：勇太は顔を真っ赤にして、「ンなわけあるかバカッ！」

真弓：あはは、いい子だ（笑）。




　憎にくまれ口ぐちを叩たたき、駆かけ去る勇太。

　その背せを見送る真弓の頰ほおには、穏おだやかな微笑み。

　少し騒さわがしいけれど、平へい穏おんで幸福な日にち常じようの一コマだ。

　だが、今日、この日。

　天野真弓という少女の運命は大きく変わろうとしていた……。




ＧＭ：さて。君が身み支じ度たくを整え、家族や勇太と一緒に朝食も済すませた後。今から登校という頃ころ、勇太がランドセルも持たずに声をかけてくる。

真弓：どうかしたの？

ＧＭ：「なぁなぁ。いい天気だし、学校行くより、どっか遊びに行こうぜ」

真弓：へぇ？　サボりー？　ちょっと小学生、そんなコトしてると不良になるよ。

ＧＭ：「だってさー、学校行ってもあんま面白くねーし」

真弓：（心配そうに）……勇太、もしかして小学校にお友達いないの？

一同：…………。

ＧＭ：（さっと目を逸そらす）

真弓：図星？

ＧＭ：「違ぇって！　小学校なんて子こ供どもっぽい所になんか行ってられっかよ！」

一同：子供だろっ！（笑）

イクフサ：転校したてで、学校に馴な染じめてないのかぁ。

浄ノ進：でも、自分から打うち解とけていくのはちょっと恥はずかしい、と。

才蔵：ああ、そういう年とし頃ごろはあるよね～。

ＧＭ：「なンだよこの家はッ！　なんで四方八方から哀あわれみの念波が飛んでくるンだよッ！　しかも全部当たりだよッ!!」（爆笑）

真弓：（涙なみだを拭ぬぐうような仕草）うう、勇太……頑がん張ばるんだよ。

ＧＭ：「ビッグなオレには小学校なんて似に合あわないの！　それに……」

真弓：それに？

ＧＭ：勇太は、そっぽを向いて少し頰を赤らめながらボソッと呟く。「それに、真弓と遊んでやるの、キライじゃねーし。つか、結けつ構こう楽しいし」

真弓：（眩まぶしい笑顔で）そっかぁ。勇太は、あたしのことが大好きなんだネ！

ＧＭ：「ちっ、違ぇーよ！　単に暇ひまだからだよ！」

真弓：いいわよォー。大人の女じよ性せいの魅み力りよくに憧あこがれなさぁい？（笑）

ＧＭ：君がそうあしらっていると、勇太は余よ裕ゆうぶった調子で意地悪そうな笑みを浮うかべる。「な～に言ってンだか。カレシもいない癖くせによー」

真弓：……いないなんて言ったことあるかな？

ＧＭ：（驚おどろいた声で）「いるのかッ!?」（爆笑）

イクフサ：なんてからかい甲斐がいのある小こ僧ぞうだ（笑）。

真弓：冗じよう談だん冗談。ま、女子校だから、なかなかねー。

ＧＭ：ああ、女子校だったんだ。ではそれを聞いた勇太はほっと胸むねを撫なで下おろしながら呟く。「まぁ、真弓みてーなガサツなオンナに簡かん単たんにカレシができるはずないもんな」

真弓：ガサツ？　じゃあ、ちょっとムッとした顔になってデコピン！（笑）

ＧＭ：「痛ッ！」

真弓：……あんたみたいなヒネた男の子に彼かの女じよができるとも思えないけどね！

ＧＭ：「オ、オレはまだ十歳さいだ！　無む限げんの未来がある！」（爆笑）

浄ノ進：そんなこと言う十歳がいるかっ！（笑）

真弓：ふーむ。じゃあ、ちょっと困こまったような顔をする。……でもさ、勇太。やっぱり、友達はちゃんと作った方がいいよ？

ＧＭ：「な、なんだよ。オセッキョーかよ」

真弓：そんなんじゃないよ。ただ、勇太には、ちゃんとした大人になって欲ほしいから。

ＧＭ：勇太は、ちょっと考えながらも首をかしげる。「ちゃんとした大人？　よくわかンねーし。オレ、学校なんか行かなくても平気だし」

真弓：そうじゃなくて。自分で考えて〝行かない〟っていうのを選ぶなら、まだいいの。でも、今の勇太は、怖こわくて逃にげてるだけでしょう？

ＧＭ：「やっぱセッキョーじゃんか！　……えらそーに言ってるけど、真弓は逃げるとかしたりしないのかよぅ」

真弓：うっ。そう切り返されると……（笑）。

ＧＭ：「ほら、真弓も面めん倒どうなことは放っておいてさ。どっか遊びに行こうぜー」

真弓：ここは年上として模も範はんにならなきゃ。手をひしっと摑つかんで、勇太の目を見ます。

ＧＭ：ちょっと怯ひるんだ表ひよう情じようになるな。「こ、今度はなんだよ」

真弓：じゃあ、約束するよ。

ＧＭ：「約束ぅ？」

真弓：あたし、苦しいことから簡単に逃げたりしない。だから、勇太にも約束して欲しいの。

ＧＭ：勇太は君の言葉と真しん剣けんな表情にしばらく戸と惑まどうが、やがてこくりと頷うなずく。「まだ、よく意味はわかんねーけど……わかったよ。約束、する」

真弓：うん、それじゃあ指切りねー。といって、強引に指切りさせます。噓うそついたら針はり千せん本ぼんだからね。

[image: ]

ＧＭ：「この女、ホントに針飲ませそうだよなー……」

真弓：それじゃ、まずはお互たがい真面目に学校に通わないとね！　そう言って、素す早ばやくランドセルを持ってきて無理矢理背せ負おわせます（笑）。

ＧＭ：「痛いたい、痛いってば！　わかったよ、自分で背負うから！」と、そのようにして平和な時間が過すぎていくわけだが……。

真弓：よしよし、このままシーンを切れば平和なまま物語が終わりますね！

ＧＭ：終わるわけねぇ！（笑）　君たちが玄げん関かんへ行くと、奇き妙みようなモノに出くわす。

真弓：なんですか？

ＧＭ：どこから入はいり込こんだのか、玄関付近の天井に蝙蝠が一匹ぴきぶら下がっている。

真弓：蝙蝠？　う、なんかヤな予感が……。

ＧＭ：蝙蝠は君たちを睨にらみ、低く耳みみ障ざわりな音で言葉を発する。「見ツケタゾ……」

真弓：喋しやべった!?




　驚きよう愕がくする間こそあれ、蝙蝠は甲かん高だかい鳴き声を上げた。

　瞬間、蝙蝠の身体は崩くずれ、黒い染しみへと変じた。

　その染みは瞬またたく間まに広がり、空間に巨きよ大だいな〝穴〟を穿うがつ。




ＧＭ：ここで〝穴〟を中心に《ワーディング》が使用される。キミの意い識しきは朦もう朧ろうとし、徐じよ々じよに空白になってゆく。

真弓：こ、これは何事？

ＧＭ：ちなみに、ルール的には、この蝙蝠は《ハンドリング》で登場させた《アニマルテイマー》で得た動物だ。

才蔵：オープニング１で出た百地三太夫の仕業か!?

ＧＭ：そうかもね。そして、その〝穴〟は君たちの身体を飲のみ込こんでゆく。

真弓：ゆ、勇太はっ!?

ＧＭ：君と同じく、勇太もまた〝穴〟に飲み込まれようとしている。だが、君はもう指一本動かすことすらできない……。

真弓：くぅっ！

ＧＭ：ここで蝙蝠を通じて、エグザイルの《妖あやかしの招まねき》と《ジャイアントグロウス》、そしてオルクスの《形なき剣けん》が使用される。対象は、言うまでもなく君たちだ。

一同：おおっ！

浄ノ進：（感心したように）ああ、ちゃんとルールに則のつとってるねぇ。

真弓：感心してる場合じゃないよ！　さっきのシーンで、お爺じいさんが「しまったー！」とか言ってたし！（笑）

ＧＭ：さぁ、お待たせしました。女子高生一名様、戦国時代へ御ご招しよう待たい！

真弓：勇太ぁー！




　暗あん黒こく洞どうが、少女と少年を飲み込んでゆく。

　少女は少年の名を叫さけび、少年は少女へと懸けん命めいに手を伸のばそうとする。

　だが、その甲か斐いなく彼らの意識は途と切ぎれてしまう。

　かくして天野真弓と南方勇太は、現げん世せより忽こつ然ぜんと消失した……。







《ワーディング》　一般エフェクト。非オーヴァードを無力化する。

《ハンドリング》　オルクスのエフェクト。支配下にある動物のみをシーンに登場させる。

《妖の招き》　エグザイルのエフェクト。遠距離の対象を自分の元へ引き寄せる。

《ジャイアントグロウス》　エグザイルのエフェクト。攻撃の対象を範囲に拡大する。

《形なき剣》　オルクスのエフェクト。武器の形を変えて相手を翻弄する。











◆Opening 03◆「天才忍にん者じや、主求めて彷ほう徨こうす」の段


Scene Player ─── 才蔵






　再ふたたび、戦国の世。

　東海道を上る、ふたつの人ひと影かげがあった。

　ひとりは霧隠才蔵きりがくれ・さいぞう。伊賀忍軍最強の忍者。

　ひとりは山本勘かん助すけ。伝説の軍ぐん師し・山本勘助の孫を名乗る人物。

　傍はた目めには、いずれも年とし端はも往ゆかぬ少女にしか見えないだろう。

　才蔵の肩かたには、小さな猿さる。名を佐さ助すけと言った。




ＧＭ：次のオープニングは才蔵だ。

才蔵：ほいほい。

ＧＭ：理想の主を求めて旅する君たちだが、今のところ、これといって収しゆう穫かくはない。勘助は、「才蔵殿どの、仕えるに足る主というものはなかなかいないッスねぇ」とボヤいている。

才蔵：まったくでござる。昔の大名は、もっと、こう、デカかったでござる。最近の若わかい連中は小こ粒つぶでいかん。……と、自分も子供のくせに若わか者もの批ひ判はん（笑）。

ＧＭ：勘助は目をキラキラさせながら訊たずねる。「おお、さすが才蔵殿どの。昔の英えい雄ゆう豪ごう傑けつをよくご存ぞん知じなんスね！」

才蔵：あ、う……うん。そりゃもう、でかかった！

浄ノ進：説明になってねぇ！（笑）

才蔵：ええとだな、まず、体たい格かくだけでも今の二倍はあったでござる！

イクフサ：適てき当とう言うなコノヤロー！（笑）

ＧＭ：「二倍！　すげぇッス！　で、それからそれから？」

才蔵：それから……ええい、うるさいなお前は！　佐助、こいつの頭を叩たたけ！

ＧＭ：佐助は勘助に飛とび移うつり、彼女の頭をペシペシ叩たたく。「痛い、痛いッス佐助殿！」

イクフサ：何やってんだお前ら（笑）。

才蔵：むぅ……（小首を傾かしげて考かんがえ込こむ）。

ＧＭ：どうした？

才蔵：……おかしい。俺おれ、もっと賢かしこくてハードで格かつ好こいい忍者をやるつもりだったんだが。これでは、お猿の佐助も合わせて三馬ば鹿かでござるっ。

ＧＭ：知らねぇよっ！（笑）

才蔵：兎とも角かく、キリッと真面目な顔になって呟つぶやこう。どこぞにおらんものかなぁ。この才蔵のハートに響ひびくような人物が……ハート？

ＧＭ：「おっ才蔵殿、それは南なん蛮ばんの言葉ッスね！」（笑）

才蔵：う、うむ。その通り。ともかく、ハートに響く人物がおれば、この霧隠才蔵の忍しのびの技わざを存ぞん分ぶんに揮ふるうことができように。

ＧＭ：勘助は「さすれば、この勘助も祖そ父ふより受うけ継ついだ軍ぐん略りやくを存分に活かせるッス！」と鼻息を荒あらくし、佐助は「ウキャウキャ」と同意するかのように吼ほえる。

才蔵：うおお～、やっぱ三馬鹿でござる！（笑）

ＧＭ：そのとき。どこからともなく蝙蝠の群れが飛来する。

才蔵：むむっ？　（ハンドアウトを確かく認にんして）隠かくし持もったクナイに手をかけようとするけど、それが師し匠しようの使う蝙蝠であることに気づいて手を止める。

ＧＭ：うむ。君たちの眼前で蝙蝠は群むれ集つどい、溶とけ合あい、やがてひとりの老人の姿すがたを形作る。それは、全身を朱あけに染そめ、息も絶たえ絶だえの百地三太夫ももち・さんだゆうその人だ。

才蔵：驚おどろきに目を見み張はりつつ、片かた膝ひざをついて敬けい意いを表そう。師匠、貴方あなたは天正伊賀の乱らんで亡なくなられたはずでは!?

ＧＭ：「信長に復ふく讐しゆうを遂とげるまでは死んでも死にきれぬ」だが、その顔色は極めて悪い。

才蔵：しかし、そのお怪我けがは……。

ＧＭ：「構かまうな。それより、お主にひとつ頼たのみごとがある」

才蔵：頼みごと、でござるか？

ＧＭ：「うむ。天野真弓という人物を見つけ出し、助け出して欲しいのだ」

才蔵：……聞き覚えの無い名でござるな。

ＧＭ：「その名を知る者は、〝この世〟には少ない。……だが、その者の力が、織田信長を討つ為に必要不可欠なのだ！」

才蔵：信長を討つ!?　そ、それはまことでござるか？

ＧＭ：「いかにも。しかし、今一歩のところで、奴ら……〝魔界十字軍〟の横槍を受けた」

才蔵：魔界十字軍とは一体……。

ＧＭ：「南蛮の神、すなわち蕃神デウスを味方につけた魔人の群れよ。信長は、そやつらを従えておる」

才蔵：うむむ。俄かには信じがたい話でござるが……。

ＧＭ：三太夫は、死相の濃い顔に苦笑を浮かべる。「信じようと信じまいと……このままでは、日ノ本は……滅びる！」

才蔵：ゲゲェーッ!?　……あ、いや、才蔵はこんな下品な驚き方しない。今のは勘助の言葉ということで（笑）。

ＧＭ：まぁいいだろう。三太夫は言葉を続ける。「よいな、才蔵よ。天野真弓を救い、お仕えするのだ。そして、この日ノ本を……救え！」

才蔵：御ぎよ意い。……ここは、今は真弓のことは男だと勘かん違ちがいしておこう。立りつ派ぱな名前なんで、武ぶ人じんの名であってもおかしくないし。

真弓：あ、それは面白いですね。

ＧＭ：「その者こそ、我わが秘ひ奥おう義ぎ〝時滑り〟にて遥はるか未来より呼よび寄よせた最後の希望……」

才蔵：…………。

ＧＭ：「そして、この世でただひとりの存そん在ざい……すなわち……女子高生」

一同：女子高生!!（爆笑）

才蔵：おい師匠！　それが、シリアスな面していう単語か!?（笑）

ＧＭ：だが、君の訴うつたえはもはや師匠の耳には届とどいていない（笑）。「おお、妻つまよ、子よ、孫よ、伊賀の同輩はらからよ……今、ゆくぞ……」

才蔵：師匠、待って待って！　せめて、どこへ行けばいいのかぐらい教えて！

ＧＭ：（軽い口調で）「ああ、忘わすれてた。諏す訪わに行くといいよ」（笑）

才蔵：（やはり軽い口調で）ありがと。じゃあ、もう逝いっていいよ（爆笑）。

イクフサ：なんというフランクなやりとりだ。

真弓：う……ぷぷっ……（[image: ]突つっ伏ぷして笑ってる）

ＧＭ：（少し真面目な声で）「ではさらばだ才蔵。そなたは、我わが弟子の中で最も優すぐれた忍びであったぞ」

才蔵：はっ。ありがたきお言葉。……いずれまた、お会いしましょう。

ＧＭ：不意に三太夫の身体は崩れ、後には蝙蝠の羽や毛だけが残される。そしてそれも、風に吹ふき散ちらされて消えてゆく……。

一同：…………。

才蔵：……さて、いつまでも師匠の死を悲しんではいられない。

ＧＭ：切きり替かえ早いなオイ！（笑）

才蔵：忍者に感かん傷しようは不要。さて、勘助。〝じょしこうせい〟とは何でござろうか？

浄ノ進：知るわけねー（笑）。

ＧＭ：いいや。勘助はすらすらと答えるよ。「あい！　大陸に伝わる『水すい滸こ伝でん』なる書によれば、英雄豪傑は皆みな、己おのれの運命を表す〝魔星〟を持っているそうです」

才蔵：うさんくせぇ！　だが、ここはおとなしく聞いておこう。

ＧＭ：「魔星は数多くあれど、中でも最強なのが〝序じよ死し公こう星せい〟。冥府にありて死の序はじまりを司る公こう爵しやくであるとか……」

才蔵：（わざとらしく驚いて）なんと！　そのように恐おそろしげなふたつ名であったか！

ＧＭ：「あい、それはもう！　ですから、その〝序死公星〟天野真弓殿も、さぞかし勇ましいもののふに違ちがいないッス！」

才蔵：ふーむ。天野真弓、か。聞いたことのない武ぶ将しようではあるが、知ち略りやくか、武ぶ勇ゆうか、はたまた人じん徳とくに秀ひいでているのであろう。我が師が身命を賭としてまで求めしことから、それは明白。

ＧＭ：「どうやら運が開けて参りましたな才蔵殿！」勘助は嬉うれしそうに君の顔を仰あおぎ見みる。

才蔵：うむ。確たしかに確かに！　これは立身出世の予感！

ＧＭ：そして佐助もウッキーと飛び回って喜ぶのであった。

真弓：（超ちよう嬉うれしそうに）可愛かわいい、やっぱ、この子たち可愛い！

才蔵：何やら誰だれかに褒ほめられたような気がする（笑）。さぁ、諏訪へ急ぐぞ！




　師との悲しい別れもそこそこに、出世の予感に胸を高鳴らせる才蔵一行。

　その足取りも意い気き揚よう々よう、夕陽を背に歩き出すのであった。




浄ノ進：……逆ぎやくじゃん！　夕陽を背にしたら東に行っちゃうだろ！

才蔵：おおっ！（爆笑）




　もとい。

　慌あわてて引き返し、信州は諏訪を目指す才蔵たちであった。







蕃神　本来は〝ばんしん〟と読む。外国の神を指す言葉。

水滸伝　一〇八人の英雄・好漢が、腐敗役人を相手に立ち向かう物語。

序死公星　そんな星はない。











◆Opening 04◆「退魔師、神かん宝だからを賜たまわる」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　伊い勢せ、内ない宮くう。

　天あま照てらす大おお御み神かみを祀まつる清せい浄じようなる地。

　その神楽かぐら殿でんを訪おとずれていた山住浄ノ進は……いきなり死にかけていた。

　咳せきには血が混まざり、顔色は限かぎりなく青白い。

　枕まくら元もとには、美しい巫女みこがひとり、困こん惑わく顔がおで座ざしている。




ＧＭ：さぁ浄ノ進のオープニングだよ。

浄ノ進：あいよ。侵蝕率上昇は……（ダイスを振ふる）１か。もうちょっと多くていいのに。……んで、〝トキジクの弓〟ってのをもらえるんだよね？

ＧＭ：うむ。場所は伊勢神宮の神楽殿。ここで君は、神宝である弓を授さずかることになる。

浄ノ進：じゃあ長旅の疲つかれから、神楽殿に通された瞬間、血を吐はいてブッ倒たおれます。

ＧＭ：いきなりかっ！（笑）　……じゃあ、巫女が慌てて寝ね床どこを敷しき、そのままの状じよう態たいで話を進めることになった。

真弓：なんだかすごい光景（笑）。

浄ノ進：ごほごほ、すみません。どうやら長旅の疲れが出たようで……。

ＧＭ：巫女は薬湯を勧すすめつつ、君をいたわってくれる。「乱らん世せいの上、近ちか頃ごろは魔ま性しようのモノも増ふえています。さぞやお辛つらい旅だったのでしょうね」

浄ノ進：いやはや面目ない。長いこと歩あるき詰づめでしたからな。

ＧＭ：「まぁ、それはそれは」

浄ノ進：（独ひとり言ごとのように）まさか半日〝も〟歩くことになるとは……。

ＧＭ：たった半日かよ！（笑）「……今、何かおっしゃいましたか？」

浄ノ進：いえ、別に。……それより、この社に大だい妖よう怪かいイクフサを倒たおす神弓があると聞きき及および、まかり越こしました。

ＧＭ：「ええ、既すでに用意してございます。山住浄ノ進様」

浄ノ進：（虚きよをつかれた様子で）え？

ＧＭ：巫女は、右みぎ脇わきに置いていた細長い桐きり箱ばこを前にやり、蓋ふたを取る。中には、漆しつ黒こくに輝かがやく美しい大おお弓ゆみが一ひと張はり。

浄ノ進：大弓。でかいのか。

ＧＭ：うん。現代でもよく見かけるような、二メートル強の奴だ。心なしか、弓の周囲が淡あわく清らかな光に包まれているように見える。

浄ノ進：これは……なんと美しい。

ＧＭ：「トキジクの弓、すなわち〝時に非あらざる弓〟です。弦げんはたゆまず、弓ゆ幹がらは折れず、その歳を経へること幾いく星せい霜そう……と伝えられております」

浄ノ進：おお！　それはまさに神の弓！　これならば、五百度以上も苦く汁じゆうを舐なめさせられた憎にくき怪かい物ぶつ・イクフサにも打ち勝てましょう！（笑）

ＧＭ：君が弓幹に手を伸のばすと、触ふれた指先から全身に軽い電流のような衝しよう撃げきが走る。

浄ノ進：じゃあ、そのショックで喀かつ血けつする。げふっ、ごほごほごほっ……くっ、無念……。

ＧＭ：「山住様、いきなり死なないでくださいまし！　ていうか、清らかなるべき神楽殿で死なれては困こまりますっ！」

浄ノ進：し、失礼いたしました……。ですが、大だい丈じよう夫ぶ。まだ死ぬわけには……参りませぬ。げふっげふっ。

ＧＭ：巫女は君を案じるような表情を浮かべつつ、神弓を血で汚けがされぬようにささっと引ひっ込こめる。

浄ノ進：ご安心めされよ。この時の為ために用意した物がございます。といって、それまで枕元に置いていた人形を抱だき寄よせて、口元から拭ぬぐった血を塗ぬりつける。




　真白い無面目に、血が一滴てき。

　するとどうしたことか、筆走るが如ごとくに血は動き、童子の顔を描えがき出だしてゆく。

　顔を得た人形はひとりでに立ち上がり、巫女の前へと進み出て頭を下げた。




浄ノ進：……と、これが私わたしの業わざでございます。《血の従じゆう者しや》の演えん出しゆつね。

一同：おおー。

真弓：（感心したように）これはカッコいいですねー。

浄ノ進：今はＨＰ決める必要ないだろうから、侵蝕率だけ上げておくよ。

ＧＭ：ん、了りよう解かい。

浄ノ進：さて、それでは巫女殿、その人形めに弓をお渡わたしくださいませ。

ＧＭ：巫女は感心しつつ、人形にそっと弓を渡わたす。「なんと不思議な……これほどの霊れい力りよくをお持ちの方なら、安心して弓をお任まかせできますわ」

浄ノ進：……しかし、私のような行きずりの修しゆ験げん者じや風ふ情ぜいに、なぜ、このような神弓を渡されるのですか？　しかも貴女は、私の来らい訪ほうを知っておられたかのようではありませんか。

ＧＭ：君の言葉に、巫女はそっと微笑ほほえむ。「厳おごそかなる山の神を奉ほうじる山住家の方が、修験者風情などとご謙けん遜そんなさらないでくださいまし」

浄ノ進：……私は家を追われた身です。ちょっと顔を硬かたくして呟く。

ＧＭ：「けれど、御ご神しん託たくは、あなたの名を指して下されたのですよ」

浄ノ進：神しん託たく……ですか？

ＧＭ：「はい。山住浄ノ進というお方にトキジクの弓を委ゆだねることが、この神州を覆おおう暗雲を打うち払はらうことに繫がるのだと」

浄ノ進：なんと、そのような御ご神しん託たくが。

ＧＭ：「ええ。伊勢の宮にて下された託たく宣せんです。万に一つの間ま違ちがいもございませんよ」

浄ノ進：……承しよう知ちいたしました。トキジクの弓、確かにお預あずかりいたします。必ずや、この弓にて悪しき者どもを撃うち滅ほろぼして見せましょう。

ＧＭ：さて、肝かん心じん要かなめのトキジクの弓なのだが……なぜか矢が見当たらない。

浄ノ進：おや？　巫女殿、矢がないようですが……。

ＧＭ：「矢ですか？　ございません」（きっぱり）

浄ノ進：ええっ？　ど、どうしろと。買えと？（笑）

ＧＭ：「必要無いのです。伝でん承しようによれば、この弓を持つ者は、人の手による矢がなくとも魔を打ち祓はらう……とのことです」

浄ノ進：いわゆる〝鳴めい弦げん〟のように、弦を打ち鳴らせということでしょうか？

ＧＭ：「さて、そこまでは。わたくしどもが関われるのはここまでです。これより先は、山住様ご自身でお決めくださいませ」

浄ノ進：わかりました。……それでは、そろそろ出立するといたしましょう。色々とお世話になりました。

ＧＭ：「外に神しん馬めを用意してあります。どうぞお役立てください」……君の固定化した馬は、ここで手に入ったってことでいいかな？

浄ノ進：うん、演出的にもカッコイイな。じゃあ、それで。

ＧＭ：「では、最後の託宣をお伝えします。……あなたが赴おもむくべきは諏訪。その地での出会いは、あなたの運命を大きく変えることでしょう」

浄ノ進：運命……。お言葉、肝に銘じておきます。

ＧＭ：「御ご武ぶ運うん、お祈いのり申し上げております」巫女は床ゆかに手を着き、深々と頭を垂たれる。

浄ノ進：（頭を下げる）それでは、おさらば。……起き上がって勢いきおいよく歩き出すけど、足元がまだふらついてるので、弓を杖つえ代わりによろよろ歩いていく（笑）。




　足取りも頼たよりなく去り往ゆく浄ノ進。

　その背を見送る巫女は、不安そうに呟つぶやいた。

「〝あの方に弓を委ねる〟ことが神意。……けれど、託宣のどこにも、あの方が〝弓を使うことができる〟なんて文もん言ごんはなかったのよねぇ」

　もちろん、その呟つぶやきが浄ノ進の耳に届とどくことはないのであった。







伊勢神宮　三重県伊勢市にある神社。その歴史は古く、日本神道において極めて重要な位置を占める。











◆Opening 05◆「大妖、魔人と相あい見まみえる」の段


Scene Player ─── イクフサ






　諏訪。

　古来より神々との縁えん深き場所。

　諏す訪わ湖こを囲む山さん嶺れいの、人も通わぬ奥の奥。

　そこに鎮ちん座ざする巨大な岩がん塊かいの下に、大妖よう怪かいイクフサは封ふうじられていた。




ＧＭ：お待たせしました。イクフサのオープニングだよ。

イクフサ：おうおう、待ってました。……で、封ふう印いんされているンだっけか。

ＧＭ：うむ。何故なぜそうなってしまったのか、いきさつを回想するところから始めよう。それは、半年ほど前のこと──




　大妖怪イクフサは自由気ままに生きていた。

　疾しつ風ぷうの如くに野山を駆かけ巡めぐり、腹はらが減へっては熊くまや猪いのししを喰くらう。

　時折、脳のう裡りに去来するのは〝面おも影かげの君きみ〟。

　胸の中に、よくわからないモヤモヤが溜たまる。

　そんなとき、彼は決まって妖怪どもを殴なぐり倒たおして気を紛まぎらわすのが常つねであった。




ＧＭ：そんな風に暮くらしていたある日、君が奇妙な男と出会うところから物語は始まる。

イクフサ：ワシは妖怪どもの骸むくろを積み重ねた上に座すわり、血ち塗まみれの姿で風景を眺ながめてる。で、妖怪の腕うでをガリガリ齧かじりながらぼやく。けっ。不味い肉だぜ。

ＧＭ：そうしていると、何者かが茂しげみを搔かき分わけ近づいて来る音が聞こえる。

イクフサ：誰だぁ？　ワシの食事を邪じや魔まする奴は容よう赦しやせんぞ。

ＧＭ：……しかし、引き返すこともなく、その気配の主は茂みを割わって姿を現あらわす。そこには、質しつ素そな南なん蛮ばん風ふうの貫かん頭とう衣いを着、フードを目深に被った男がひとり立っていた。

イクフサ：何だテメェは？　けったいな服だが……南なん蛮ばん人じんか？

ＧＭ：フードの下で目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、その口元に笑みを浮かべる。（低く轟とどろくような声で）「妖怪。貴様がイクフサか？」

イクフサ：おうよ。ワシこそが日ノ本に名を轟とどろかせる大妖怪イクフサ様よ！

ＧＭ：「フッ。見たところ、ただの獣けものといったところだな」と、明らかに侮ぶ蔑べつの声音。

イクフサ：ほぉう。ワシを〝ただの獣〟だと？　（低い声で）弱っちい人間風情、見み逃のがしてやろうと思っておったが……許ゆるせんなぁ。

ＧＭ：「人間？　愚おろかな。私は人間や妖あやかしなど足元にも及およばぬ存在ぞ！」叫ぶと同時に、男の放つ殺気がとてつもなく大きくなっていく！

イクフサ：な、なンじゃあ!?

ＧＭ：「神！」

イクフサ：神ぃ？

浄ノ進：すごく力強く、トンデモない言葉を断だん言げんしたぞ（笑）。

ＧＭ：「我こそは神の力を手に入れた者。イクフサよ、日ノ本の大だい魔ま縁えんとまで畏おそれられた貴様の力、南蛮の蕃神デウスと比くらべてどれほどの物か見極めてくれよう！」

イクフサ：〝でうす〟じゃとぉっ!?

ＧＭ：男は何処どこからともなく西洋風の剣を抜ぬき放ち、襲おそい掛かかって来る！

イクフサ：（嬉しそうに）面白ぇ。売られた喧けん嘩かは幾いくらでも買ってやらぁっ!!




　ふたつの影が跳ちよう躍やくし、空中で交こう錯さくする！

　轟ごうッ！

　颶ぐ風ふう逆さか巻まき、地は砕くだけ、木々は薙なぎ倒たおされる。

　それはまさに人を超こえた者どもの闘とう争そうであった。




ＧＭ：着地した男がゆっくりと呟く。（死にそうな声で）「……み、見事」

一同：弱ぇぇぇーッ！（爆笑）

才蔵：え、イクフサ勝っちゃうの？

浄ノ進：どうみてもやられる流れだったのに。

イクフサ：ワシもそう思ってた。だが、ここはいい気にならせてもらおう。……おいおい、この程てい度どで終わりかぁ？　ワシは満足しとらんぞぉ！

ＧＭ：「大妖イクフサ。やはり貴様は我ら魔界十字軍最大の敵てきと呼よぶに相応ふさわしい」

イクフサ：魔界……十字軍だとぉ？

ＧＭ：「イクフサ、貴様には少々おとなしくしていてもらうぞ」彼は君が聞いたこともない異い国こくの呪じゆ文もんらしきものを唱え始める。

イクフサ：おや、まだ隠かくし玉があるのか？

ＧＭ：うむ。君が身み構がまえた瞬間、彼の右みぎ腕うでは縄なわの束と化す。そして、その縄はするすると伸のびて君の身体にまとわりつき始める。

イクフサ：ふン！　こんな縄如ごとき、ワシの力で引きちぎってやるわ！　完全に舐なめ切った風に振ふり払はらおうとしてみる。

ＧＭ：だが、縄はどんどん深く食くい込こみ、君の力を絶ぜつ妙みように分散させるように縛しばり上あげてゆく。「無む駄だだ。これは魔ま縄じようドラウプニル。貴様のような魔ま物ものを縛しばる為に作り出された神具アーテイフアクトよ！」

真弓：ドラウプニル？　それって、確か北ほく欧おう神話の……。

浄ノ進：魔ま狼ろうフェンリルを縛しばった縄ですな。

イクフサ：（身をよじりながら）クソッ、力が入らん！

ＧＭ：「無駄だ！　神の奇き跡せきに抗あらがうことなど不ふ可か能のう！」

イクフサ：神の奇跡だぁぁ？　魔界十字軍、貴様ら一体、何者じゃあっ！

ＧＭ：「我らは海の外より渡来せし古の神々。人も、妖あやかしも、いずれは皆、我らの軍門に降くだるであろう。日ノ本はすべて我らの物じゃ！」

イクフサ：戯たわ言ごとを言いやがる。

ＧＭ：だが、時とき既すでに遅おそし。男の哄こう笑しようと共に、縄はどんどん長さを増ましてゆく。やがて自ら巨大な球きゆう状じように巻まき上あがると、君を押おし潰つぶす！

イクフサ：ぐわぁぁぁぁっ！

ＧＭ：そして、縄の塊かたまりは見る見るうちに硬かたい岩と化す。「さらばだ。冷たい岩の下、永久とわに封印されるがよい」

イクフサ：テメェ、汚ぇぞっ！　離はなしやがれっ！

ＧＭ：だが、男は君を一いち瞥べつすることも無く、虚こ空くうに溶とけ去るかのように姿を消す。

イクフサ：クソッタレが……魔界十字軍、決して、決して許さねぇぞぉぉぉっ！




　それから季節が巡めぐり……およそ半年。

　風が、夏の香かおりを運んでくる時期になった。

　岩塊の下でイクフサは生きていた。




ＧＭ：……そして現げん在ざいに至いたる。

イクフサ：ワシ、三日に一度は「フンハー！」と全力でもがいては、今日もダメだぁ……と、ガッカリする日々を過ごしている。

真弓：なんか可愛いなぁ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、半年におよぶ努力の甲斐あってか、縄はほんの少しだけ緩ゆるみ始めている。

イクフサ：おっ！　もう少し、か？

ＧＭ：だが、岩の外側に面した場所にある結び目がどうしても解とけない。要するに、誰か外部の人間の協力が必要な状じよう況きようだと思ってくれ。

イクフサ：なるほどなるほど。了解した。……誰か通りかかンねぇかなぁ。

ＧＭ：そのとき、君は徐々に近づいて来る足音を聞きつける。

イクフサ：おっ？　誰かは知らねぇがいいところに来やがった！

ＧＭ：救い主の到とう来らいを期待するイクフサであった……というところで、このシーンは終了だ。







◆Opening 06◆「女子高生、大妖と邂かい逅こうす」の段


Scene Player ─── 真弓






　暗黒の渦うずに飲み込まれ、どれだけ時が立ったのだろうか？

　真弓が意識を取とり戻もどしたとき、周囲の様相は一変していた。




ＧＭ：さて。オープニング最後のシーンは、再び真弓だ。なお、ここからは普ふ通つうに侵蝕率が上昇していくのでよろしく。

真弓：はーい。（ダイスを振る）……う、７点も上昇。レネゲイドみなぎってきた（笑）。

ＧＭ：うむ。意識を取り戻した君は、自分がどことも知れぬ森の中にいることを知る。

真弓：森？　事じ情じようがまったく飲のみ込こめないんで、辺りをきょろきょろ見回してみます。

ＧＭ：空からは木こ漏もれ日びが降ふり注そそいでおり、雨上がりなのかじめじめとしている。やや蒸むし暑あつい。辺りを見る限かぎり、山の中のようにも思える。

真弓：（はっと思い出したように）……勇太は!?　辺りをきょろきょろと見回してみる！

ＧＭ：周囲に勇太の姿は無いよ。

真弓：（心細そうに）おーい、ゆ～た～。

ＧＭ：だが、返事はない。そのとき、突とつ如じよとして周囲の風景が、ぐにゃりと歪ゆがみ始める！




　その歪みから、次々と現あらわれる無数の人影。

　いずれも、古めかしい具足をまとっている。

　だが、その肌はだは死人のように蒼あお白じろく、瞳には精せい気きがない。

　そして、最後に南蛮風の服をまとった大おお柄がらな男が姿を現した。

　目深に被ったフードの下には、ぞっとするほど冷たい輝かがやきがふたつ、炯けい々けいと灯っている。




真弓：え、え？　これ、映えい画がの撮さつ影えい……ですか？

ＧＭ：フードの男は、その質しつ問もんには答えず、鋭するどい眼がん光こうを君に向け、呟く。「……よぅ。お前さんが天野真弓だな」

真弓：名前知られてるっ!?

ＧＭ：「ああ、知ってるとも。……怯おびえてるのかい？」口調こそ軽いものの、言葉に込こめられた感かん情じようは恐おそろしく冷たい。

真弓：（力強く頷く）そ、そらぁもう！（笑）

ＧＭ：「いっそ気を失ったままなら、幸せだったろうによぉ」男は、君に向かってずいっと大きく足を踏ふみ出だす。

真弓：い、一歩下がります（笑）。

ＧＭ：では男は一歩前に進む。

真弓：じゃあ、もう一歩下がる。

ＧＭ：一歩進む！

真弓：……振り返って、全力で逃げ出すっ！

ＧＭ：「追え。殺さずに捕とらえろよ。手足の一、二本ならかまわねぇぞっ！」




　号令一下、死人の如き兵士たちは動き出す。

　だが、真弓にはその様子を確認するような余裕もない。

　どことも知れぬ木々の中を、行くあてもなくひたすら駆けてゆく。




ＧＭ：……どこをどう走ったのか、気づくと木々が開けた場所に出た。

真弓：ぜーぜーと息をつきつつ、自分が来た方を振ふり返かえります。

ＧＭ：今のところ、視し界かい内には見当たらない。けど、ゆっくりしている暇はなさそうだ。

真弓：うう、あいつらなんなのよ……。

ＧＭ：なお、目の前には周囲を太い紐ひもでくくられた巨大な岩が鎮座している。

イクフサ：（期待する声で）おおっ？　その岩はワシがおる場所かっ？

ＧＭ：そゆこと。ここで先ほどのイクフサのオープニングの直後に繫がる。

イクフサ：ならワシも登場だな。人が通りがかったのを察知して、岩の下から鼻を働かせる。クンクン……この匂においは人間、それも女だな。

真弓：すごい、犬みたい（笑）。

イクフサ：犬ゆーな。ともかく、あらん限かぎりの声で呼よびかけるぜ。おい、女ァッ！

真弓：ひぃっ！　岩が喋った!?（笑）

イクフサ：岩ではないわ。ワシは、貴様の見ている岩の下におる。

ＧＭ：真弓、君の目の前の岩の下には、確かに誰かがいるようだ。もちろん、普通はこんな岩に潰つぶされてマトモに喋しやべれる人間がいるはずもない。

真弓：……えと、あなた、大だい丈じよう夫ぶなの？

イクフサ：ああ。誰かは知らぬが、いい所に来た。紐の結び目があるじゃろう。それを解とけ。




　見れば、確かに岩から紐が飛び出している。

　それが魔ま縄じようドラウプニルの切きれ端はしであることなど、真弓は知る由も無い。




ＧＭ：今なら、引ひっ張ぱるだけで解とけそうだ……と、真弓には思える。

真弓：でも、あたし今、それどころじゃないんです。

イクフサ：苛いら立だたしげに、岩をゴンゴンと殴なぐりつける。はーやーくーほーどーけーっ！

真弓：怖っ！　とりあえずここからも逃にげないとヤバそう（笑）。

イクフサ：あ、待て。いや、待ってください。

浄ノ進：下した手てに出たぞ（笑）。

真弓：待ってらんないよ！　あたしは追われてるの！

イクフサ：追われてる、じゃと？

ＧＭ：そこで君は気づく。君を封印した男と同じ〝臭におい〟を持つ連中が、近づきつつある。

イクフサ：ほう……これは魔界十字軍、か。おい女。貴様、追われているといったな？

真弓：（戸と惑まどいながら）う、うん。そうみたい。

イクフサ：そいつらはワシをここに閉とじ込こめた奴の仲間のようだ。どうだ女、取引せんか？

真弓：取引？

イクフサ：ああ。その紐を解けば、貴様を追ってる連中を追おい払はらってやるぞ。

真弓：ホ、ホント？

イクフサ：おうともさ。ワシは妖怪にしては律りち義ぎ者ものだと評ひよう判ばんだ（笑）。

真弓：今ひとつうさんくさいけど……わかった。約束だからね！　ちゃんと助けてよ！

イクフサ：約束でも何でもしてやるから、早く紐を解けいっ！

真弓：その勢いきおいに気け圧おされて、紐をくいっと引っ張る！




　瞬間、雷らい鳴めいが轟とどろき、封印の紐は千々に裂さけ切れた。

　岩塊は木々より高く跳はね飛とばされ、地じ響ひびきを立てて落下する。

　砂すな煙けむり舞まう中、哄笑と共にひとりの男が立ち上がった。

　黒白入いり混まじる蓬ほう髪はつに、獣の如き眼光。

　姿は人なれど、まとう凶きよう気きは荒あらぶる野や獣じゆう。

　大妖イクフサの復ふつ活かつである。




イクフサ：ふっははははぁー！　自由だ！　これで自由になったぞ！（[image: ]ガッツポーズ）

真弓：な、なんかすごい悪そう……。

ＧＭ：真弓が呆気あつけに取られていると、近くの茂みから「見つけたぞ！」という声と共に、先ほどの兵士たちが姿を現す。

真弓：うぎゃー、追いつかれたっ！　ねぇちょっと、助けてくれるんでしょっ？

イクフサ：慌あわてるンじゃねぇよ。こんな雑魚ざこども、朝飯前よっ！




　イクフサが異い形ぎようの右手を振ふるうや否いなや、兵士たちの首は一いつ斉せいに刎はね飛んでゆく。

　残された胴どう体たいはぎくしゃくと無ぶ様ざまに踊おどり……どうと倒たおれ伏ふす。

　虚空より現れる兵士の群れと、それらを一いつ瞬しゆんで屠ほふる異形の男。

　真弓は、自分が尋じん常じようならざる世界へ迷い込んでしまったことを理り解かいしつつあった。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆「魔界の武将、哄笑す」の段だん


Scene Player ─── イクフサ






　イクフサに打うち倒たおされた兵士たちの骸むくろは、見る間に塵ちりへと変じてゆく。

　まるでそれを清めるかのように、風が塵を吹ふき散ちらしてゆく。

　残るは、イクフサと真弓。




ＧＭ：ではミドルフェイズを始めようか。オープニングの続きからで、シーンプレイヤーはイクフサ。真弓も自動登場だ。他の人も、自由に登場して構かまわない。

イクフサ：おう。それじゃあ、邪じや魔ま者ものは倒たおしたんで、改めて真弓の方を向く。

真弓：ビクッとして、一、二歩後ずさります（笑）。

イクフサ：ふうむ。それにしても小こ奇ぎ麗れいな女だな。……服は、よぅわからんな。南なん蛮ばんの品か。

真弓：褒ほめられた気がするんで、ちょっと喜ぶ（笑）。はぁ、どうも。

イクフサ：さて、約束通り、奴やつらは倒したぞ。

真弓：（ぎこちない口調で）う、うん。ありがとう、ね。

イクフサ：ここでひとつ問題があってな。ワシは、ここしばらく飯を食ってない。

真弓：なんか雲行きが怪あやしくなってきた……。

イクフサ：そこでだ！　とても美味そうなオメェで腹はらごしらえさせてもらいてぇ！

真弓：えええーっ!?　あたし、美味しくない！　美味しくないよ！（笑）

イクフサ：いや、美味いに違ちがいない。あの連中がオメェを追っかけてたのも、きっと、味が良いからだろう（笑）。

真弓：かかかっ、勘かん違ちがいだってば！　……ていうか細野さん、プリプレイと言ってることが違うぅぅぅっ！（爆笑）

イクフサ：くーっくっくっく！　ワシ、悪そう！　……でも、なんか普段の善人プレイとは違う感じが新鮮!!

真弓：喜ばないでーっ！（笑）

浄ノ進：ＧＭ、ここらで助け舟ぶねを出すために登場していいかな？

ＧＭ：ＯＫ！

浄ノ進：では侵しん蝕しよく率りつを上げて……。（凛りんとした声で）待てぇいイクフサッ！




　制せい止しの声と共に姿すがたを現あらわしたのは、一頭の駿しゆん馬め。

　風の如ごとき速さで、イクフサと真弓の間に割わり入って来る。

　見れば、馬の背せにはひとりの美び丈じよう夫ふ。

　馬の首に力なくもたれかかり、顔は青ざめ、口からは血が一ひと筋すじ。

　誰だれあろう、イクフサの宿しゆく敵てき（かもしれない）、山住浄ノ進やまずみ・じようのしんその人であった。




浄ノ進：（ズタボロになった風に）ひ、久ひさしぶりだな……イクフサ……。

真弓：いきなり瀕死っ!?（笑）

浄ノ進：山道は……やはり、ツライ……ごふっ！（吐と血けつ）

イクフサ：なんだ、よぅ見れば山住の小こ僧ぞうか。

浄ノ進：お主と刃やいばを交えて五百数度。一度として勝ったことのない私わたしだが、今回は違ちがうぞ！

イクフサ：ああン？　なんだ、また喧けん嘩かを売りに来たのか。

浄ノ進：（真弓に向かって）そこな姫君！

真弓：え、あたしのことですか？

浄ノ進：そうです。イクフサめは、この山住浄ノ進が退治いたすゆえ、ご安心を！

真弓：た、退治っ？

イクフサ：……おい山住。ワシは今、腹はらが減へってンだ。喧嘩売るなら、いつものように遊んでやるだけでは済すまんぞ。

浄ノ進：それはどうかな？　と、指を鳴らすと馬から人形が下り、弓をイクフサに向ける。

ＧＭ：ふむ。ならばイクフサには、その弓がただならぬ霊れい力りよくを発していることがわかる。

イクフサ：むむっ。ちょっと後ずさって間合いを取ろう。……その弓がなんだってんだ！

浄ノ進：これぞ伊い勢せの神宮より拝はい領りようした〝トキジクの弓〟！　この神しん聖せいなる弓で、お主を退治してくれようぞ！

イクフサ：トキジクの弓、だと？

浄ノ進：いかにも。さぁ、我わが人形よ、やれっ！

ＧＭ：人形は弓の弦げんを引き絞しぼ……ろうとするが、ビクともしない。

浄ノ進：む？

イクフサ：……おや？

浄ノ進：ええいっ、貸かせ！　私がやる！

ＧＭ：もちろん、君が押おそうが引こうが弦が動くことはない。

浄ノ進：ば、馬ば鹿かな！

イクフサ：ＧＭ、山住が弓を使えなそうなのはわかっていいのか？

ＧＭ：うん、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

イクフサ：そうか。や～ま～ず～み～？　その弓でワシを……どうするってぇ？（笑）

浄ノ進：この弓で、お主を……ぐふっ！　力を入れ過すぎて喀かつ血けつする（笑）。

真弓：お、お兄さん大だい丈じよう夫ぶですか!?

浄ノ進：（弱々しい笑みを浮うかべて）姫君……ここは私に任まかせて、早くお逃にげください……。

真弓：いきなり死なないでっ！（笑）

浄ノ進：無念、この弓さえ使うことができれば……。

真弓：じゃあ、弓には覚えがあるんで、思わず弓に手を伸のばします。

ＧＭ：真弓が触ふれると、トキジクの弓は、まるで喜びに打うち震ふるえるかのように白く淡あわい光を放ち始める！




　トキジクの弓。

　それは、まるで数百年も使い続けてきたかのように、真弓の手に馴な染じんだ。

　虚こ空くうより光ひかり輝かがやく矢が現あらわれ、ごく自然に彼かの女じよの手に納おさまる。

　弓矢を手にすれば、彼女の行なうべきことは決まっていた。

　矢を番つがえ、弦を引く。

　幼おさない頃ころより、幾千幾万と繰くり返かえしてきた動作だ。

　忘ぼう我がの境きよう地ち。

　そして、矢は放たれた。




ＧＭ：そして、矢はひょうふっと空くうを裂さき、イクフサめがけて放たれる。

イクフサ：げ！　直感的にヤバさを感じ取り、慌あわてて身をかがめる！




　光の矢はイクフサの身を逸それ、背はい後ごにあった巨きよ大だいな岩がん塊かいへと吸すい込こまれてゆく。

　閃せん光こう、そして轟ごう音おん。

　振ふり返かえると、岩塊は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけていた。

　イクフサの膂りよ力りよくをもってしても壊こわすことのできなかった岩塊が、である。

　イクフサは、その威い力りよくに戦せん慄りつを覚えた。




ＧＭ：というわけで、トキジクの弓は凄すさまじい破は壊かい力りよくを発はつ揮きした。イクフサが避さけられたのは、真弓の右手に、いつも使用している〝ゆがけ〟が嵌はめられてなかったお蔭かげかもしれない。

イクフサ：ワシは超ビビッてる。あ、あうあうあう……

真弓：（我われに返って）あれ？　あたし今、凄すごいことした？

浄ノ進：（感じ入った様子で）……素す晴ばらしい。この山住浄ノ進、感服仕つかまつりました。私にトキジクの弓が下されたのは、貴女あなた様さまにお届とどけするためだったのですな。

真弓：へっ？

浄ノ進：戸と惑まどう真弓を意にも介かいさず、言葉を続ける。その弓に選ばれたということは、貴女が尊とうといお方、この日ノ本を救われる者であることの証あかしに相そう違いございません！

真弓：うううっ。頭を抱かかえてしゃがみこみます。ああもう、状じよう況きようがサッパリわかんない！　あたしは……あたしは、ただの平へい凡ぼんな女子高生なのにーっ！（笑）

ＧＭ：と、真弓が叫さけんだその時。突とつ如じよ、近くの木々が薙なぎ倒たおされてゆく。見れば、そこには、先ほど真弓に兵士をけしかけた謎なぞの男が立っている。

浄ノ進：むむっ!?

イクフサ：はン。今日は千客万来だな。

ＧＭ：「小こ娘むすめを追いかけてきてみりゃあ、知らねぇ顔がふたつもありやがる」そして、イクフサを指差し、訊たずねる。「おまえさん、イクフサかい？」

イクフサ：ああ。

ＧＭ：「ちっ。封ふう印いんが解とけてるじゃねぇか。予定が狂くるっちまったな。小娘の確かく保ほが先だってぇのによぉ……」

イクフサ：ほほぅ。察するにテメェ、魔ま界かい十字軍だな？

ＧＭ：「おうよ。俺おれは魔界十字軍が一ひと柱はしら」そういってフードを外すと、現あらわれたのは精せい悍かんな顔立ちの若わか者ものだ。瞳ひとみは金色に輝かがやき、その瞳どう孔こうは蛇へびの如ごとく縦たてに裂さけている。

真弓：ううっ！　小さく悲鳴を上げかけて、それを飲のみ込こみます。

ＧＭ：「天野真弓。あんたには俺と共に、信長公の許もとへと来てもらう」と、ほかの三人は眼がん中ちゆうにないかのように、男は真弓の方へと歩あゆみ寄よる。

真弓：う……（気け圧おされている）。

浄ノ進：真弓を庇かばうように前に出る。貴き様さま、魔ま性しようのモノだな？

ＧＭ：「魔性のモノだぁ？　俺には斎藤道三さいとう・どうさんってぇ名前があらぁな」

一同：ええっ!?

真弓：斎藤道三……って、戦国大名の？

ＧＭ：「おうよ。〝マムシ〟なんてぇ異い名みようで呼よぶ奴もいるがな」

浄ノ進：馬鹿な！　斎藤家はとうの昔に滅ほろびたはず！

ＧＭ：「蘇よみがえったのさ。この世に未練と無念を残した俺を、信長公が哀あわれんでくださったんだ。持つべきものは、頼たのもしい婿むこ殿どのよなぁ」哄こう笑しようする道三の目は、異い様ような輝きを放っている。

イクフサ：おい山住。こいつ、ただの人間じゃねぇぞ。

浄ノ進：言われるまでもない。一体、この男……！

ＧＭ：「特別に見せてやんよ、俺の真の姿をなぁッ！」雄お叫たけびと同時に、道三の身体が急きゆう激げきに膨ふくれ上あがり、異い形ぎようへと変わってゆく！




　真弓たちの眼がん前ぜんで、男は大蛇おろちへと変じてゆく。

　大地を揺ゆるがし、森の木々を薙なぎ倒たおし、更さらに巨大に成長してゆく。

　その様、あたかも城しろの如ごとし。

　首は九つに分かれ、尾おは終わりが見えぬほどに長い。




真弓：な、な、なななな……。斎藤道三が、蛇になったーっ!?

ＧＭ：九つの口は一いつ斉せいに同じ言葉を発する。「俺の魔界洗せん礼れい名めいはヒュドラ！　ヒュドラ道三と人は呼ぶ！」

一同：ヒュドラ道三!?（爆ばく笑しよう）

イクフサ：マムシだろ！　斎藤道三っつったら、あだ名は〝マムシ〟！

浄ノ進：つか、魔界洗礼名ってなんだーっ！

ＧＭ：「我ら魔界衆しゆうは、神の力を得た際さいに名が変わるのだ。俺に宿りし神は、ギリシャに名を轟とどろかす九頭蛇神ヒュドラ！　もはやマムシどころの騒さわぎじゃねぇ。首が九つになったということは、単たん純じゆん計算で昔の九倍は強く賢くなっているぜぇぇぇっ!!」

真弓：どんな計算ですかーっ！

浄ノ進：いや、どう考えても生前より馬鹿になってるだろ（笑）。

ＧＭ：「信長公の下には、俺のように神の力を得た魔界衆が星の如くに集っている。その俺たちが天下を獲とるためには……天野真弓、お前が必要なんだよぉぉぉっ！」

真弓：あああっ、あたしはあんたたちなんか必要じゃない！

イクフサ：ええい、ヒュドラだかなんだか知らねぇが、テメェが魔界十字軍なら話は早ぇ。蛇焼きにして喰くってやるぜ！

真弓：た、戦うのっ!?　こんな化け物と本気でやり合うのっ!?

浄ノ進：姫君……いや、真弓様でしたな。その聖なる弓ならば、きっとあやつらめを倒せましょう。あなたも戦国の世の者ならば、戦う覚悟はおありのはず！

真弓：普通の女子高生に、そんな覚悟があるわけないっ！（笑）

ＧＭ：では、ここで戦せん闘とうとなる。敵てきはヒュドラ道三と、虚空より出しゆつ現げんしてきた魔界兵たち。魔界兵たちはすべてトループで、３グループ存そん在ざいしている。

才蔵：さて、才蔵は華か麗れいに援えん軍ぐんとして登場したいでござる。真弓様たちには気づかれずに。




　そのとき、風が霧を運んだ。

　霧の中に潜むは、忍装束に身を包んだ少女がひとり。

　霧隠才蔵の登場である。




ＧＭ：才蔵は真弓たちの五メートル後方に出現したということにしよう。では、戦闘開始だ！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではセットアップ。道三は《ヴァイタルアップ》でＨＰを増ふやす。「行くぜ。不死と畏おそれられたヒュドラの力、見せてやるぜ！」

真弓：んで、まずはあたしの行動ですね？　とんでもない事じ態たいに混こん乱らんしまくってるけど、頑がん張ばらないと命が危あぶないってことはわかります。まず、マイナーアクションでエンゲージを離り脱だつ！

浄ノ進：それは賢けん明めい。範はん囲い攻こう撃げきの対象になり難にくい。

イクフサ：あの変な女、戦い慣なれてンのか？

真弓：お祖父じいちゃんの教育の賜たま物もの！（笑）　でも、自分が不思議な力を使えることについては、無む我が夢む中ちゆうなんで疑ぎ問もんには思ってません。

ＧＭ：なるほど（笑）。んで、誰を狙ねらう？

真弓：まずは数を潰つぶします。トキジクの弓を構かまえて、《シューティングシステム》＋《ピンホールショット》＋《ギガンティック・モード》その他で魔界兵３体に攻撃。達たつ成せい値ちは16。防ぼう御ぎよ側はダイスを２個こ減へらしてください。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）むぅ。両方とも命中してる。

真弓：じゃあ、ダメージは２Ｄ＋７で……20点！




　トキジクの弓から、光輝く矢が放たれる。

　矢は空中で無数に分ぶん裂れつし、異形の魔界兵たちを次々と射い抜ぬく！

　その凄すさまじき様。まさに光の奔ほん流りゆうであった。




ＧＭ：３グループ……人数的には三十人の魔界兵は、瞬しゆん時じにトキジクの弓の清らかな力によって塵と化す。いきなりザコ全ぜん滅めつかよ！

才蔵：その様子を見て超ちようビックリするでござる。す、すごい……！

浄ノ進：なんという凄まじい霊力……これがトキジクの弓。

イクフサ：あの変な女、厄やつ介かいな物を持ってやがる。

真弓：よ、よくわかんないけど……見たかーっ！（笑）

ＧＭ：今の一いち撃げきに、ヒュドラ道三も目を丸くしている。「……へぇ。まさかこれほどのものとはねぇ。お前、〝そちらの世界〟ではさぞ名のある武ぶ人じんだったんだろうな」

真弓：あ、いえ。あたしはただの女子高生です。

ＧＭ：（目をくわっと見開き）「何っ!?」

真弓：ひっ!?（笑）

ＧＭ：「女子高生……だと……？」

一同：…………？

ＧＭ：「……よき響ひびきだ！　気に入ったぞ！　俺の魔界側室にしてやるぜっ！」

一同：馬鹿だーっ！（爆笑）

真弓：結けつ構こうですっ！

浄ノ進：何が魔界側室だ。蛇の分ぶん際ざいで（笑）。

ＧＭ：感動した面持ちの道三はさておき、次は才蔵の番だな。

才蔵：この霧隠才蔵の忍にん法ぽうの冴さえを見せてやるでござる……というわけで待機。

ＧＭ：ならば次は道三が動く。まず、マイナーアクションで《爪そう剣けん》。顎あごを開くと、そこには毒どく液えきを滴したたらせた牙きばが無数に現れ、九つの首が一斉に襲おそい掛かかる！　対象は四人全員だ！

真弓：来たーっ！

ＧＭ：組み合わせは《餓が鬼き玉だまの使い》＋《伸しん縮しゆく腕わん》＋《要の陣じん形けい》＋《大地の加か護ご》その他。

浄ノ進：《餓鬼玉の使い》か！　そりゃ厄介だ。

ＧＭ：猛もう毒どくが体内で暴あばれ回まわり続けるぜ。「喰くらえ、これぞ斎藤家が誇ほこる無む敵てきの兵法！」と叫さけぶと、道三の首が縦じゆう横おう無む尽じんに伸のびたり縮ちぢんだり地に潜もぐったり木々を薙ぎ倒したり、もう大変。

真弓：そんなの兵法じゃなぃぃぃっ！（笑）

ＧＭ：達成値は……ぬっ!?　13個も振ふって、８以上が１個しか出ていないぃぃぃ～。

浄ノ進：（嬉うれしそうに）お。さすが天、そのダイス運は健けん在ざいだね！

ＧＭ：黙らっしゃい。ダイス運など錯さつ覚かくだ！　……結局、達成値は17。

才蔵：今こそ才蔵の業を見せるとき！　《氷ひよう壁へき》＋《絶ぜつ対たいの空間》で妨ぼう害がい。達成値は31！




　真弓たちに毒どく蛇じやの首が襲おそい掛かかろうとした、その時。

　濃のう密みつな霧が辺り一帯を覆おおい隠かくした。

　目標を見失った毒どく牙がは、虚むなしく宙ちゆうで嚙かみ鳴らされるのみ。




ＧＭ：「ぬぅぅっ！　こ、この霧は!?」

才蔵：（渋しぶい声で）……伊い賀がの霧隠才蔵。お主は既すでに我が〝霧〟の中でござる。

真弓：背後を振ふり返かえり、才蔵の姿を見つけます。……あの子は一体!?

浄ノ進：才蔵!?　お主、霧隠才蔵ではないか！

才蔵：久しいのう浄ノ進。見れば魔界十字軍と戦っている様子。助太刀するでござる。

ＧＭ：才蔵の言葉に佐助もウキャウキャと同意する。それでは次、イクフサの番だ。

イクフサ：一足飛びに駆かけ寄よって、《鬼の一撃》＋《獣けものの力》＋《銘めい無き刃》を組み合わせて、腕から巨大な刃を生やして斬きりつける。

ＧＭ：「噂うわさの大妖イクフサ！　お前さんの力、見せてもらうぜ！」

イクフサ：とくと味わえ！　攻撃の達成値が。うっわ低い……なんとたったの11。

ＧＭ：牙でガッチリと受け止めつつ、《自動触しよく手しゆ》で反はん撃げき。（ダイスを振る）判はん定ていは成功。死角から別の首が伸び、イクフサの身体を嚙かみ砕くだく。実ダメージ４点！

イクフサ：ちっ、小細工を！　だが、こちらのダメージのダイス目もしょぼい。10点。

ＧＭ：ほんのちょっとだけダメージが抜ぬけた。「どうしたどうした。この程てい度どかぁ？」

イクフサ：う、うるへー！　飯食ってねぇから、力が出ないンだよっ！（笑）

浄ノ進：私の番か。《血の従者》を作成。指にちょっと傷をつけて、そこから滴った血を人形に振り掛けて……達成値11なので、ＨＰも11。




　浄ノ進の血を受け、人形は巨大な蛇の姿へと変じた。

　蛇は、主を守るかのように、彼の身体をぐるりととりまく。




真弓：あわわ、こっちでも蛇が出たー!?（笑）

浄ノ進：ご安心を！　これは味方にございます！　あちらが南蛮の蛇神ならば、こちらは日本の聖なる白蛇にて対抗いたします。




　───続く第２ラウンド。

　相手の出方を待つため、真弓たちは待機を宣せん言げん。

　そこへ、ヒュドラ道三は渾こん身しんの秘ひ奥おう義ぎを繰くり出だす！




ＧＭ：では、〝伝でん承しよう者しや〟のＤロイスを使おう。〈白兵〉の達成値が爆ばく発はつ的てきに上じよう昇しようする。

真弓：Ｄロイス持ち!?

ＧＭ：「来たれ、レルネの沼ぬま地ちよ！　ヘラクレスを苦しめた、我が領りよう域いきよ！」すると周囲の地面が見る見るうちに沼ぬまへと変わり、君たちの動きを封ふうじる。そこへヒュドラの首が襲い掛かる……おお、攻撃の達成値59！




　さしもの才蔵も、これに対する《氷壁》判定は失敗。

　真弓を庇かばって浄ノ進が倒たおれ、才蔵を庇って従者が活動を停止する。

　だが、ここでイクフサが───




イクフサ：ワシは《復ふく讐しゆうの刃》で反撃じゃ。全身を牙で貫つらぬかれるが、意にも介さず《リザレクト》しつつブン殴なぐる。達成値は……高い！　49！

ＧＭ：ぐっ！　避さける術すべがないので命中だ。

イクフサ：この沼がテメェの巣か？　だったら、このまま沼に潜って眠ねむりやがれ！　蛇の身体を駆かけ上のぼって、顔面をブン殴る！　33点ダメージ。

ＧＭ：それは……耐たえられない！「ガハッ!?　バカな、俺の毒牙を受けてなお、動く、だと……貴様、ヘラクレスの化身、か？」

イクフサ：なんだそいつぁ。ワシはイクフサ様よ。それ以外の何者でもねぇ。

ＧＭ：大蛇の肉体は瞬時に塵と化し、ぼろぼろと崩くずれ去さる。風が塵を吹き散らした後、そこには不敵な面つら魂だましいの老人が立っている。「……なるほど。すべては一いつ時ときの夢ゆめ……ってわけか」

イクフサ：ん？　こいつ、まさか斎藤道三本人か。

ＧＭ：「この道三、よもや二度も地じ獄ごくへの道行きを味わうことになるとはな。ふん、それもまた、一いつ興きようか」そう呟つぶやく彼の目には、先ほどまでのような禍まが々まがしさはない。

浄ノ進：倒たおすと正気に戻もどるのか……？

ＧＭ：「『捨すててだに　この世のほかは　なき物を　いづくか終ついの　住みかなりけん』……己おのれの息子に討うたれるよりゃあ、余よ程ほど楽しい戦だったぜ。あばよ」

真弓：あの、ちょっとまだ聞きたいことがあるんですけどっ！

ＧＭ：だが、それに答える間もなく、道三は消しよう滅めつするのであった。……では、戦闘が終わったので、ここで一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようしよう。







斎藤道三　主家を打ち倒し、美濃国主に成り上がった戦国大名。娘の帰蝶姫は織田信長に嫁ぐ。なお、後に道三は息子の龍興の謀反によって討たれる。

ヒュドラ　ギリシャ神話に登場する九頭の大蛇。英雄ヘラクレスによって倒される。

《ヴァイタルアップ》　一般エフェクト。ＨＰを大幅に上昇させる。

《シューティングシステム》　ノイマンのエフェクト。機械のように精確な射撃を行う。

《ピンホールショット》　ノイマンのエフェクト。【精神】で射撃を行う。

《ギガンティック・モード》　モルフェウスのエフェクト。攻撃の対象を範囲に拡大する。

《爪剣》　エグザイルのエフェクト。自身の爪を硬質化させ、武器とする。

《餓鬼玉の使い》　エグザイルのエフェクト。自分の体組織を埋め込み、対象を内部から喰らう。

《伸縮腕》　エグザイルのエフェクト。手足を伸ばし、射撃距離に白兵攻撃を行う。

《要の陣形》　オルクスのエフェクト。エフェクトの対象を複数に変更する。

《大地の加護》　オルクスのエフェクト。領域の支配を強め、ダメージを上昇させる。

《氷壁》　モルフェウスのエフェクト。行われた攻撃を無効化する。

《絶対の空間》　オルクスのエフェクト。領域をコントロールし、クリティカル値を低下させる。

《鬼の一撃》　キュマイラのエフェクト。白兵のクリティカル値を低下させる。

《獣の力》　キュマイラのエフェクト。白兵攻撃のダメージを上昇させる。

《銘無き刃》　キュマイラのエフェクト。四肢を刃のように変化させ、武器とする。

《自動触手》　エグザイルのエフェクト。防御と同時に、相手に反撃する。

《復讐の刃》　キュマイラのエフェクト。防御を放棄し、相手に強力な一撃を与える。

ヘラクレス　ギリシャ神話に登場する英雄。彼の数ある偉業の中でも、ヒュドラ討伐は有名である。

捨ててだに　この世のほかは～　斎藤道三の辞世の句である。











◆Middle 02◆「女子高生、戦国ジパングに戸惑う」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　人生初の〝いくさ〟を勝利で終えた真弓。

　だが、勝利の余よ韻いんに浸ひたってはいられなかった。

　それというのも、目の前でいきなり浄ノ進が土ど下げ座ざを始めたからである。




ＧＭ：戦い終わって、次のシーンプレイヤーは浄ノ進。

浄ノ進：（真弓に振ふり向むき）お見事にございま、ぐはっ！（激はげしく喀血）

真弓：えっ、ちょっと、あのっ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?

ＧＭ：いきなり喀血かいっ！

浄ノ進：だって、トキジクの弓を自じ在ざいに使いこなして、しかも恐おそろしい敵に勝った訳わけだし。これはもう感動のあまり、嬉うれしし恥はずかしビックリ喀血。

真弓：また出血っ!?（笑）

浄ノ進：口元の血を拭ぬぐいつつ挨あい拶さつしよう。申もうし遅おくれました。私は山住浄ノ進。妖よう怪かい変へん化げを討ち滅ほろぼすことを生業なりわいとする者。故ゆえあって病がちですが、大事無いのでご安心を。ごふっ！

真弓：全然安心できない……。

才蔵：やれやれ。浄ノ進は相変わらず死にかけているでござるな。

真弓：才蔵に話しかけます。あなたは、一体誰？　さっき、あたしたちを助けてくれたよね。

才蔵：霧隠才蔵。天下一の忍にござる。んで、胸元から取り出した猿が相あい棒ぼうの佐助。

真弓：霧隠才蔵……名前は時じ代だい劇げきで聞いたことがある……。

才蔵：時代劇というのはよぅわからんが、この才蔵の名を御ご存ぞん知じか！　それまでキリッとした表ひよう情じようだったのが、途と端たんに相好を崩くずして喜ぶ（笑）。

真弓：なんか可愛かわいい（笑）。

才蔵：いかんいかん、そんな場合ではない。この才蔵、一目で状況を把は握あくしたでござる！　（イクフサに向かって）お主が天下の〝じょしこうせい〟、天野真弓殿どのでござろう！

イクフサ：はぁ？

才蔵：少々、いやかなり凶きよう悪あくな面つら構がまえだが、その堂々たる体たい軀く、そしていかにも強そうな雰ふん囲い気き。先ほどの戦いでの業わざ前まえ。お主が〝じょしこうせい〟であることは明白！

浄ノ進：い、いや待て才蔵……。

才蔵：なんじゃ浄ノ進。

浄ノ進：よいか？　その男はイクフサというバケモノだぞ。

才蔵：……何？　では、どなたが天野真弓殿だというのだ？

浄ノ進：それは……。

真弓：（おずおずと手を挙げ）ま、真弓で～す（笑）。

才蔵：お主が？　〝じょしこうせい〟の？

真弓：ええ、女子高生です。

才蔵：…………。

一同：…………。

才蔵：……この才蔵、最初からわかっておった！（爆笑）

イクフサ：わかってなかっただろっ！（笑）　ここでワシはようやっと我に返る。……そもそも、ワシはそこの娘を喰くおうとしてたんだ。そこを山住のガキが邪じや魔ましやがって……。

浄ノ進：ぬ、いかん。才蔵、話は後だ。そやつ、イクフサから真弓様をお守りするのだ！

才蔵：修しゆ験げん者じや崩くずれが、才蔵に命令するでない！　だが、真弓殿は才蔵が師し匠しようより託たくされた〝じょしこうせい〟。妖よう怪かい風ふ情ぜいに喰くわせてやるわけにはいかんでござる。

真弓：待って待ってふたりとも！　この人、あたしを助けてくれたんだよ。

浄ノ進：騙だまされてはなりません。あれはイクフサと申す大だい妖よう怪かい。人々のみならず、数多の魑ち魅み魍もう魎りよう悪あつ鬼き羅ら刹せつからも恐おそれられる日ノ本の大だい魔ま縁えんにございます。

真弓：……悪い人なの？

イクフサ＆浄ノ進：（ハモッて）それはもう！

ＧＭ：イクフサ、自分で認みとめるなよ（笑）。

イクフサ：言っておくが小娘。ワシはオメェを助けたわけじゃねぇぞ。あの魔界十字軍だかぬかす連中に借りがあっただけだ。

才蔵：ほう？　察するに、妖怪同士の内輪もめか？

イクフサ：あんなのと一いつ緒しよにすんじゃねぇよ。あいつらが勝手につっかかってきたんじゃ。

真弓：ああ、それで岩の下に捕つかまってたのね。

イクフサ：痛いたい所をつかれたんで、そっぽを向く。ンなことより女ぁ、オメェ、一体何者だ？

真弓：あーもう、何から話せばいいのかな。そもそも、あたしは従弟と一緒に登校しようとしたら、変な蝙蝠こうもりがガバァーッて……。

浄ノ進：登校？

才蔵：敵に降伏することでござるか？（笑）

真弓：ああああ……（頭を抱かかえる）。日本に帰りたいよぅ。

イクフサ：日本に帰りたいだと？

才蔵：はっはっは、真弓様。ここは日本でござるぞ。

真弓：ノン、違う！　ここは断じてあたしの知ってる日本じゃない！（笑）

浄ノ進：真弓様はわけありのようですな。この国では見かけぬ服をまとっておられる。

才蔵：うむ、ひらひらしているでござるな。それに、随ずい分ぶんと短い。

真弓：これはただのセーラー服だよ。女子高生はみんなこういうのを着るの。

才蔵：〝じょしこうせい〟はこれを着ている！　……そう聞いた才蔵の脳のう裡りには、女のみならず、屈くつ強きような男たちもスカートつきのセーラー服を着てる想そう像ぞう図ずが浮うかび上あがる（笑）。

真弓：やめてー。上着は水兵さんも着るけど、スカートは違う～（笑）。

才蔵：しかも髪かみの色が明るい茶とは。珍めずらしい珍しい。

浄ノ進：もしかしたら真弓様は仏ほとけの国、仏ぶつ国こく土どから遣つかわされたお方かも知れぬ。

真弓：（手をぶんぶん振って）違うから！　あたしは正真正銘、日本人だから！

才蔵：……ところで今、変な蝙蝠と申されたでござるか？

真弓：うん。知ってるの？

才蔵：その蝙蝠、おそらく我が師し・百地三太夫が分身。師の言葉によれば、魔界十字軍に対抗するため、〝時滑り〟なる忍法を用いて、未来より英えい雄ゆう豪ごう傑けつを招まねく云うん々ぬん。

真弓：（ぎこちなく）み・ら・い……？　あの、今は何年ですか？

浄ノ進：今は……（ＧＭを見る）。

ＧＭ：天正十年。

浄ノ進：天正十年にございます。

真弓：天正……聞き覚えはある。話の流れからするに、戦国時代っぽいってことはわかるから……ええと……あたしは、今から四百年位あとの時代から呼よばれた、のかな？

一同：四百年！

イクフサ：はっはー！　なんだそりゃ。バカげた話だぜ。なぁ？（浄ノ進と才蔵を見る）

浄ノ進：（あっさりと）なるほど、四百年先の世から来られたのですか。

才蔵：四百年……才蔵たちが、源みなもとの頼より朝とも殿の世に行くが如きものでござるな。

イクフサ：信じるのかよ！（笑）　証あかしはあるのか、証はよぉ？

真弓：……ＧＭ、登校中にさらわれたんで、通学鞄かばんを持ってることにしてもいいですか？

ＧＭ：（少し考えて）それは面白いね。許きよ可かしよう。

真弓：やった！　じゃあ、鞄から携けい帯たい電話を取り出して、みんなの写真を撮とって見せます。

イクフサ：……これ、スゲェ驚おどろくよなぁ（笑）。ひいっ、なんだこりゃ！

才蔵：すごいでござる！　みんなの姿が、そっくり写し取られているでござる！

イクフサ：ワ、ワシを騙だまそうったってそうはいかんぞ。それ位の術、使う陰おん陽みよう師じはいくらでもおったわい！　……でもちょっと怖こわいので、後ずさりしておこう。

ＧＭ：では、そこに間の抜けた声を上げつつ勘かん助すけが登場する。「才蔵様～。ようやっと追いついたッス～。山の中でおいてきぼりとは酷ひどいッスよ」

才蔵：遅おそいでござる勘助。才蔵は既に天野真弓様を見つけたでござる。

ＧＭ：（イクフサの方を向き）「おお、なんと禍まが々まがしくもおぞましい偉い丈じよう夫ふ！」

イクフサ：違ぇっ！（笑）

才蔵：勘助、おまえはうつけじゃのう。こちらの美しい女じよ性せいでござるよ。

ＧＭ：「これは失しつ敬けい。あなたが、魔界十字軍に対抗すべく百地殿が呼よび寄よせしお方ッスね」

真弓：その〝魔界十字軍〟というのもなんなの？　ヒュドラみたいな人が、大勢いるわけ？

才蔵：ふふふ、彼奴きやつらについては、この才蔵と勘助が道すがら色々と調べておいたでござる。

ＧＭ：え、そうなの？

才蔵：この才蔵に不ふ可か能のうはない。……というわけで勘助、お前の口から説明しなさい（笑）。

ＧＭ：人ひと任まかせかよっ（笑）。まぁ、そのために勘助をつけたわけだからいいけどな。




　勘助は、要点をまとめて真弓たちに事じ情じようを説明した。

　今、織お田だ信長が天下を席せつ巻けんしつつあること。

　その背後には、〝魔界十字軍〟なる者たちの支し援えんがあること。

　魔界十字軍の正体は、南蛮よりやってきた古の神々であること。

　そして、彼らは天野真弓という女子高生を手中に収おさめんとしていること。




ＧＭ：「……というわけで、拙せつ者しやと才蔵殿は、あなたを守る為ために参上したッス」

才蔵：ふふふ、おそらくこのキャンペーン、クライマックスは本ほん能のう寺じの変当日で、才蔵たちが華麗に信長を打うち倒たおすでござるな。

ＧＭ：それはどうかな？

才蔵：おっ？

ＧＭ：「この勘助、道すがら、気になる噂を仕入れてるッス。今は水み無な月づきの中なか頃ごろッスが、月初めに、本能寺に泊とまっていた信長を明智光秀あけち・みつひでの軍が襲おそったとの話ッス」

才蔵：何っ!?

真弓：本能寺の変だね。

浄ノ進：私たちは驚くけど、真弓様は冷静なんですな。

真弓：いや～、あたしの知ってる日本の歴史と同じなんで、むしろ安心します。そうそう、本能寺の変で信長は死ぬんだよね～（[image: ]妙に嬉しそう）。

才蔵：さすが真弓様、この報せにまったく動じていないでござる。

ＧＭ：だがしかし、続く勘助の報告は、信長の生存を告げるものであった！

真弓：待って！　信長って、本能寺の変で死んだでしょ？　ていうか、死んどこうよ！（笑）

ＧＭ：「拙者も人づてに聞いた話なので、詳しよう細さいは違うやもしれませぬが……」




　天正十年六月二日、払ふつ暁ぎよう。

　本能寺は、明智光秀の軍ぐん勢ぜいによる襲しゆう撃げきを受けていた。

　誰もが信長の最期を確かく信しんしたとき、それは起こった。

　突如、本能寺堂内より噴ふき出でた炎ほのおが、周囲を取とり巻まく明智の兵を焼き焦こがしたのだ。

　次いで、信長が姿を現した。目は燃もえ盛さかる炎よりも赤く輝き、その身は炎に包まれている。

　腕を振ふりかぶり、虚空を一いつ閃せん。

　火か炎えんが渦うず巻まき、並なみ居いる兵士たちの半数以上を飲のみ込こんだ。




ＧＭ：「……かくして、明智軍は信長ひとりの手によって壊かい滅めつ。明智一族は皆みな殺ごろし、光秀は行方不明という次第ッス」

真弓：たったひとりで……？

才蔵：ううむ、さすがは第だい六ろく天てん魔ま王おう。たったひとりで明智軍を滅ぼすとは。

浄ノ進：納なつ得とくすんなよ！　明らかに異い常じようだろ！（笑）

ＧＭ：というわけで、このステージの歴史は、本能寺の変を境さかいに分ぶん岐きしております。ここまでは君たちが知っている歴史。ここから先は、誰も知らない。

一同：ほほー。

イクフサ：なるほど、そりゃ面白い！

才蔵：才蔵は勘助の言葉にしたり顔で頷うなずいているが、プレイヤー自身は驚いている。まさか、分岐した歴史モノだったとは（笑）。

ＧＭ：「……なお、今もなお、本能寺およびその周辺は燃もえ盛さかり続けているとの由よし」

一同：ぶっ！

浄ノ進：（素すに戻って）まだ燃もえてんのかよ!?

ＧＭ：「なお、南蛮の故こ事じにちなんで〝本能寺ムスペルヘイム〟と名づけられたそうッス」

イクフサ：ムスペルヘイム！（笑）

真弓：今度は北ほく欧おう神話～。すごい、なんてごちゃ混まぜ。……ってもう、こんなのあたしの知ってる日本じゃなーい！（悲鳴）

イクフサ：やれやれ、泣きが入ったぜ。それ見たことか、こんな女が救い主とか、未来から来ただとか、そんな大たい層そうな奴なわけないだろう！

真弓：そうだよ！（笑）

浄ノ進：むぅ……（かぶりを振って）だが、トキジクの弓を使いこなしたのは事実。ただそれだけでも、真弓様を信じるに値する。

才蔵：我が師が末まつ期ごの言葉で語ったこと。もとより疑うたがうべくもない。

イクフサ：ちっ。能のう天てん気きどもが。まぁいいさ。ワシには関係ねぇ。信長も、魔界十字軍も、貴様らの好きにするといいさ。だが……（真弓に向かって）おい、変な女！

真弓：（不服そうに）変な女ぁ？（笑）

イクフサ：オメェが美味そうなことには変わらねぇ。今は腹が減って分が悪いが……そのうち、きっと喰ってやるからな。

真弓：あうっ。怖いんで、思わず弓を構えちゃうなぁ。

イクフサ：それを撃たれちゃたまんねぇ。あばよっ！　っと、退場するぜ。

浄ノ進：じゃあ、待てイクフサっと追いかけようとして、咳せき込こんで倒たおれる。くっ、先ほどの戦いの傷が開いたか。

才蔵：真弓殿、そして浄ノ進。そろそろ夕ゆう暮ぐれでござる。山中で夜を明かすより、どこかで宿を取るべきかと。

ＧＭ：とはいっても、ここは諏す訪わの山やま奥おくだがどうするね？

才蔵：（少し考えて）そういや勘助の祖父ちゃんはさ、武田信玄たけだ・しんげんに仕えたんだよな？

ＧＭ：そういう設定だね。

才蔵：信玄といえば、各地に隠し湯を残していたと思うんだが。

イクフサ：ああ、聞いたことある。全部が本物だとすると、明らかに多すぎる気もするが（笑）。

才蔵：で、勘助が、その隠し湯に案内する……という展開はどうだろう？

真弓：いいですね、温泉！（笑）

ＧＭ：なるほど。……ふむ、丁度適当な場所で休むシーンを想定してたし、それでいこうか。

才蔵：ありがとー。では勘助、案内せい。

浄ノ進：では真弓様、私の馬にお乗りください。

真弓：あたしより浄ノ進さんが乗った方がいいんじゃないかな（笑）。

浄ノ進：とんでもない！　貴女をさしおいて乗るわけには。それに、我が名は呼よび捨すててくださいませ。これより先、この山住浄ノ進、誠せい心しん誠せい意いお仕えいたします！

真弓：（気け圧おされた風に）は、はぁ。

才蔵：あ。もちろんこの才蔵もお忘わすれなく！

真弓：（ふたりを交こう互ごに見つめて）あたし、これからどうなっちゃうんだろう……。




　真弓は、茜あかね色いろの空を見上げた。

　戦国、タイムスリップ、妖怪、ゲームや映えい画がのような超ちよう人じんバトル……。

　もう一度、自分の頰ほおをつねってみる。

　痛い。夢でも幻まぼろしでもない。

　──つまり、〝覚かく悟ご〟を決めろってことよね。

　割わりとスムーズに思考が前向きになるタフな自分が、ちょっぴり恨うらめしい真弓であった。







水無月　六月の異称。

本能寺の変　一五八二年六月二十一日、京都・本能寺で起きた織田信長に対する謀反。信長は自刃。

明智光秀　織田信長の重臣の一人。信長に反旗を翻し、本能寺の変を起こした張本人。

ムスペルヘイム　北欧神話において世界の南の果てにある灼熱の国。

武田信玄　戦国武将。「風林火山」の軍旗を用い、甲斐の虎という異名でも呼ばれる。











◆Middle 03◆「第六天魔王、魔ま城じように君くん臨りんす」の段


Master Scene






　琵び琶わ湖こを望む安あ土づち山やまの頂いただきに、壮そう麗れい豪ごう奢しやな城が浮うかんでいる。

　ネオ安あ土づち城じよう。またの名を安土パンデモニウム汎魔殿。

　いわずと知れた織田信長の居きよ城じようである。




才蔵：ネ、ネオ安土城っ!?

浄ノ進：安土パンデモニウム！

才蔵：「いわずと知れた」……って、ンなの知るわけあるかっ!!（爆笑）

イクフサ：しかもなんで浮ういてるんだよ（笑）。

真弓：（[image: ]既に突つっ伏ぷして笑っている）

ＧＭ：いやいや、これがジパングというものです。てなわけでマスターシーンだよ。




　漆しつ黒こくの壁へき面めんと黄金の縁ふち取どりも美しい天てん守しゆ閣かくに居い並ならぶは、フードを目深に被った面々。いずれも、一いつ騎き当とう千せんの力を持つ、神が宿りし魔界衆である。

　主君・織田信長の姿は御み簾すに隠かくれ、その表情をうかがうことはできない。

　ただ押おし黙だまり、伝令の報ほう告こくに耳を傾かたむけている。

「ヒュドラ様がおかくれあそばしました」

　伝令が告げた事実に、一いち座ざはどよめく。

　一方の信長は、さして驚いた様子もない。

「……で、あるか」




真弓：「で、あるか」で済すませちゃうんだ（笑）。

イクフサ：それ、いつだったかの大たい河がドラマで出た信長の口くち癖ぐせだな。

ＧＭ：短くてカッコイイんで、使わせていただくことにした。実じつ際さい、信長自身はこの言い回しを用いていたらしいけどね。




「毒マムシ殿が後おくれを取るとはのう。恐るべきは大妖イクフサ、そして〝女子高生〟か……。蘭らん丸まる！」

　蘭丸と呼ばれたのは、年としの頃ころなら十かそこらの男児であった。

　うやうやしく頭を下げ、信長に返答する。

「蛇神が敗れたならば、次は軍神を以って当たるがよろしいかと」

「で、あるか」

　その応おう答とうに、笑声が水を差す。魔界衆のひとりであった。

「たかが物ものの怪けと女子おなご風情にそこまでのなさりよう。恋こい焦こがれる乙女おとめの如き、ですな」

　刹せつ那な、その者の肉体だけが燃もえ上あがり、一いつ瞬しゆんにして焼失する。愚おろかな軽口は、死で以って報むくわれたのだ。

「是ぜ非ひもなし。〝女子高生〟は、女子といえど虎とら。虎を狩かるには……やはり虎よ」




ＧＭ：……というところで、マスターシーンは終了だ。

イクフサ：シリアスなんだろうけど、なんというバカなシーンだ（笑）。

真弓：女子高生がどんどん誤ご解かいされている～。

浄ノ進：なんかもう、女子高生って言葉だけで面白くなってきた（笑）。

才蔵：一いち応おう、なんか次の刺し客かくが来るってことはわかったな。

イクフサ：〝虎〟か……誰だろう。戦国時代には、虎の異名を持つ奴って結構いるよな。

一同：う～ん……。

ＧＭ：色々と考えてみてくださいな。んじゃ、次のシーンに行こうかね。







いわずと知れた　知れてねぇ。











◆Middle 04◆「一行、ひととき安らう」の段


Scene Player ─── 才蔵






　かつて武田信玄が開いたという湯とう治じ場ば。

　今は、わずかな人々が静かに隠かくれ住すんでいる。

　才蔵や勘助の差配により、一行は空いた小屋を借り受けることができた。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは才蔵だ。場所は、信玄の隠し湯がある里。

才蔵：全員登場でござるか？

イクフサ：いや、ワシはいない。

ＧＭ：イクフサ以外の３人が登場だな。時間的には、ヒュドラ道三との戦いの翌よく日じつの夕暮れ時だ。……そうそう、この里はマトモな里です。

真弓：ぶふっ!?（吹ふき出だし、机つくえに突つっ伏ぷす）

ＧＭ：いきなりどうしたの？

真弓：すいません、〝マトモな里〟ってトコがツボに入りまして……。

才蔵：確かに、いちいちその村がマトモかオカシイかなんて普ふ通つうは言わないよな。

イクフサ：とはいえ、狂った戦国日本の連発だったからなぁ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、日もとっぷり暮くれたので、君たちは心のこもった夕ゆう餉げの膳ぜんを食べながら今後のことについて話し合っているってとこかな。

浄ノ進：真弓様、まずは私がお毒見を……ぐふぅっ！（血を吐はくジェスチャー）

真弓：い、いきなり死んだっ!?（笑）

才蔵：しっかりしろ浄ノ進！　毒で死んだのか、それともいつもの発作で死んだのか、せめてそれくらいははっきりさせるでござる！

浄ノ進：空すきっ腹ぱらにいきなり食べ物を入れたので胃がびっくりしただけだ。……と、いうわけで毒は入っていないようですな。

才蔵：つくづく因いん果がな体たい質しつでござるなぁとかいいつつ、才蔵は先にぱくぱく食べ始めてる。うむ、旨うまい。真弓様、これはイケるでござるよ。

真弓：あたしも食事に箸はしをつけつつ、ちょっと困こまった顔でふたりに話しかける。あのう、様付けで呼ばれたりするのはやっぱり居い心ごこ地ち悪いんで呼び捨てでいいよ～。

浄ノ進：（間かん髪はついれず）とんでもない！　そういうわけにはいきませぬ。

才蔵：そうでござるそうでござる。

真弓：あうう……。あたし、これからどうすればいいのかなぁ……と、弱った顔になりながらも、ご飯を食べる手は止めません（笑）。

浄ノ進：おい才蔵、真弓様のお役目について、百地殿は何か言っていなかったのか？

才蔵：何も聞いておらぬ。今から聞こうにも、別わかれ際ぎわの描びよう写しやから既に死んでると思う（笑）。

真弓：人を呼ぶだけ呼よんどいて、勝手に死なないで～。

浄ノ進：……真弓様はこれからどうなさりたいのですかな？

真弓：あたしは……まずは勇太を捜さがしたい、かな。

才蔵＆浄ノ進：勇太？

ＧＭ：真弓はまだ勇太のことをちゃんとふたりに話してないね。

真弓：あ、そっか。ＧＭ、携帯電話に勇太の写真も入ってることにしていいですか？

ＧＭ：ん、いいよ。

真弓：携帯、便利だ！

ＧＭ：（ニヤリと笑いながら）……バッテリー切れが怖いねぇ。

真弓：ああっ！　だ、大事に使わないと。普ふ段だんは電でん源げんを落としておこう。……とりあえず、勇太の写真をふたりに見せます。

才蔵：ほほう。拝はい見けんするでござるよ（[image: ]覗のぞき込こむ仕草）。

浄ノ進：私も。……ＧＭ、勇太に見覚えはあるのかな？

ＧＭ：ここで情報収しゆう集しゆうだな。浄ノ進と才蔵のふたりは〈情報：ジパング〉で判定してみて。成功すると有ゆう益えきな情報が手に入る、というか見覚えがあることになる。

真弓：（手を合わせて）お願い、成功して～！

浄ノ進：（ダイスを振る）あ、クリティカルした。達成値13！

才蔵：こちらも悪くはない。達成値10。

ＧＭ：おお。それはふたりともわかるぞ。

浄ノ進：じゃあ、まずは順番に驚いてみましょう。……な、なんと！

才蔵：こ、この者は！　そして勘助が「まさか、あの！」と言葉を続ける（笑）。

ＧＭ：最後に猿さるの佐助が渋い声で「……森蘭丸」と締しめる、と（爆笑）。

浄ノ進：おいーっ！　なんで猿が一番美味しいトコとってくんだよ！（笑）

才蔵：つか、今、森蘭丸って言ったでござるか？

ＧＭ：うん。君たちは上じよう洛らくした信長軍を見たことがあるのだろう。そのとき、小こ姓しようとして森蘭丸という美び貌ぼうの童子が付つき従したがっていたのを思い出す。その容よう貌ぼうは勇太そっくり。

真弓：なんと。……でも、〝蘭丸〟は普通に〝蘭丸〟のままなんですね。

ＧＭ：そりゃまぁ、名前は蘭丸のままだけど。

真弓：てっきり、この時代だと正式名が〝ハイパー蘭丸〟とかになってるのかと。

一同：ハイパー蘭丸！

浄ノ進：なんかすごい強そうだ（笑）。

ＧＭ：（にこやかに）面白いな。じゃあ、そっちにしようか。ハイパー！

真弓：あわわ、やめやめ！　普通の蘭丸でいいですっ。勇太かもしれないんだし。

ＧＭ：そっかぁ（[image: ]少し残念そう）。

浄ノ進：ほかにわかることは？

ＧＭ：常に信長に付き従っているということと、なにより、彼が仕え始めて数年になるが、子こ供どものまま成長せず、姿がまったく変わっていないという噂。

真弓：成長していない……？

才蔵：ふむぅ。これは妖怪変化、または魔界十字軍の所為せいやもしれませぬなぁ。

真弓：（不安そうに）ゆ、勇太が……？

浄ノ進：うっかり真弓様の不安を煽あおるようなことをいってしまおう（笑）。……妖怪の中には人の皮を剝はぎ、それを被って人に化ける者もいると聞きます。

真弓：ええーっ！

浄ノ進：こ、これは失礼を。失言でございました！（[image: ]平へい伏ふくする）

真弓：（うろたえながら）さささっ、捜しに行かないと！　蘭丸ってどこにいるの、どこにいるのーっ！　混乱しながら浄ノ進さんの襟えりを摑つかんでガクガク揺ゆさぶります。

浄ノ進：真弓様、そんなに揺ゆらされると私は……げふっ！（[image: ]喀血したらしい）

真弓：死んでないで、さっさと答えて！

ＧＭ：浄ノ進の心配はしないのかよ（笑）。

イクフサ：割と恐ろしい女だ。

才蔵：お静まりください、真弓様。蘭丸は憎にくき信長めの小姓。つまり、彼らがいるのは……（笑を堪こらえながら）ネオ安土城、またの名を安土パンデモニウムにござる。

真弓：ぶふっ!?（[image: ]思い出して突っ伏し笑い）

才蔵：しかも、かの城は宙に浮いており……潜せん入にゆうは極めて困こん難なんでござる。

真弓：お城が浮うく……この世界、もうやだぁぁぁ。日本に帰る、帰るぅぅぅ！　半泣きでじたばたしながら、床ゆかの上をごろごろと転がります。

才蔵：真弓様、何度も言っておりますが、ここは日本でござる。

真弓：日本違う！　日本の城は浮いたりしないっ！（笑）

ＧＭ：うん、まったくだな。

浄ノ進：超他人事みたいだな、お前。

ＧＭ：はっはっは。いやぁ、水野さん、いい動きするなぁ。

才蔵：あ、それは同感。いい具合に、この狂った戦国時代に翻弄されている（笑）。

真弓：翻弄されますって！　なんならＰＣ①変わりましょうか!?（笑）

一同：いやいやいや！（揃ってにこやかに首を横に振る）

真弓：みんな悪魔だ。うう、日本に帰りたい、帰りたい……。

浄ノ進：ではここでひとつ提案をしておこう。真弓様、よろしいでしょうか？

真弓：（弱々しく）な～に～？

浄ノ進：具体的な策さくはどうあれ、森蘭丸……いえ、従弟殿を助けるという真弓様の目的と、信長を倒たおそうという才蔵の目的。これらは合がつ致ちしております。

真弓：（不安そうに）……そ、それで？

浄ノ進：信長を倒すのです。さすれば従弟いとこ殿を救い出せるはずです。

真弓：はぁっ!?　あの信長を、あたしが倒すっ!?　無～理～！

浄ノ進：（力強く頷いて）あなたならできますとも！

真弓：根こん拠きよはっ？

浄ノ進：トキジクの弓を使いこなしたではありませんか。それは魔性のモノを討うち滅ほろぼし、日ノ本を救う弓……真弓様は、魔界十字軍とそれに連なる信長を討うつことができるはず！

才蔵：確かに我が師も申していたでござる！　〝じょしこうせい〟こそが最後の希望と！

真弓：ちょっとーっ!?　だって、本能寺でも死ななかったんでしょ？　神の力とかで、日本を統とう一いつしちゃいそうな人なんでしょー？

才蔵：しかし、ヒュドラ道三の話しぶりからするに、敵は否いやが応おうでも真弓様を狙ねらってくるのでござるよ。……いずれは雌し雄ゆうを決すべき相手にござる。

真弓：う……。




　真弓は携けい帯たい電話を開いた。画面には、勇太の笑顔。

　彼が森蘭丸？　信じられないし、その確かく証しようもない。

　けれど、今はそれしか手がかりがないのも事実なのだ。




真弓：信長を倒すっていうのは自信がないけど……あたし、できるだけのことはします。だから、みんなも勇太を捜さがすの手伝ってくれませんか？

浄ノ進：無む論ろん、私は弓の使い手にお仕えする所しよ存ぞん！

才蔵：この才蔵も、信長を討つお方と共にゆくでござるよ。

真弓：（深々と頭を下げて）……ありがとう。

ＧＭ：うまく話もまとまったな。

真弓：じゃあ、あとは温泉にでも入ってゆっくりしよう（笑）。

才蔵：才蔵も入るでござる！

浄ノ進：ＧＭー。ここで応おう急きゆう手当キットを調達して、ＨＰを回かい復ふくさせておきたいんだけど。

ＧＭ：ふむ。ちょうど温泉があるし、〝応急手当キット相当の効こう能のうがある温泉〟ということにしてみるか。調達判定に成功したらＨＰが回復する。

浄ノ進：（ダイスを振る）軽く成功。さっそく使っておこう。

ＧＭ：じゃあ、全員が風ふ呂ろにつかって傷を癒したところでシーン終了、と。







森蘭丸　織田信長の小姓。「蘭丸」は俗称であり、正しくは「成利」。
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◆Middle 05◆「イクフサ、〝美〟と出会う」の段


Scene Player ─── イクフサ






　深夜。

　真弓たちが逗とう留りゆうする山里は、静けさの中にあった。

　里に隣りん接せつする森の木々の、なかでも一ひと際きわ高い巨きよ木ぼく。

　その天辺から、凶悪な眼まなこで里を見つめる妖怪イクフサが一匹。




ＧＭ：お次はイクフサのシーン。真弓たちと別れた君は……やっぱり付つけ狙ねらってるんだよね。

イクフサ：おうよ。木の上から里を見下ろして、焼やけ焦こげた尻しりや肩かたの傷をさすっている。

ＧＭ：傷？

イクフサ：（低い声音で）……いてて、変な女め。覚えてろよ。

真弓：え、あたし!?（笑）

イクフサ：（真弓に向かって）さっき、風呂に入るって話だったでしょ？　そこを不意打ちしたけど、トキジクの弓であえなく返かえり討うちって感じにしたいんだけど。どう？

才蔵：覗のぞきでござるか！　許ゆるせないでござる！

イクフサ：覗きじゃねぇっ！　妖怪が人間の裸はだかなんぞに興きよう味みあるかっ！

真弓：なんだか面白いので、容よう赦しやなく矢を連れん射しやして撃げき退たいしたことにします（笑）。

イクフサ：ありがとさん。くっそー、このイクフサ様ともあろう者が、どうしてあんなオンボロ弓に勝てないってんだぁ？　忌いま々いましい忌々しい。次はどうする、寝ね込こみを襲おそうか？　いやいや、忍しのびの小娘が寝ずの番をしてるかもしれねぇ……とか独ひとり言ごとを呟つぶやいてる（笑）。

ＧＭ：ふむ。そうこうしていると、周囲に幾いくつかの気配が出現する。

イクフサ：（ドスの利いた声で）……散れ。ワシは今、機き嫌げんが悪い。

ＧＭ：怯おびえた様子もなく、若い男の声が応おうじる。甘あまく囁ささやくようで、どこか気だるげな声だ。（鼻にかかったような声で）「人の里を盗ぬすみ見みとはね。人の営いとなみに興味でもあるのかい？」

浄ノ進：なんだその気持ち悪い声はっ！（笑）

才蔵：〝気だるげ〟というか、不気味でござる。

ＧＭ：外野は黙だまってなさい。

イクフサ：振り向きもせずに答えよう。ワシは、あの女を喰う隙すきを伺うかがっておるだけよ。

ＧＭ：「女子高生、だな」

イクフサ：おう。……さて、ワシは散れと言ったぞ。ワシは仏じゃねぇから、警けい告こくは一度だ。そういいつつ、ゆっくりと振り返る。

ＧＭ：うむ。すると、君が目にするものは───




　月光の下、長身の青年たちが立っていた。

　均きん整せいの取れた肉体は小麦色に焼け、黒くろ髪かみには軽やかなカールがかかっている。

　彫の深い端たん整せいな顔は、地中海の輝きに満ちている。

　頭部にはオリーブの冠かんむり、身にまとうは〝トガ〟と呼ばれる、一いち枚まい布ぬのからなる衣服。




イクフサ：な、な、な、なんだぁっ!?

ＧＭ：リーダー格かくと思しき青年が口を開く。「フッ。無様な驚おどろき方だな。所しよ詮せんは妖怪。魔界十字軍一の美を誇る、この魔界ローマ衆の視し界かいに入れるも汚けがらわしい……」

一同：まかいろーまぁっ!?（爆笑）

浄ノ進：お前、魔界ってつければなんでも許ゆるされると思ってるだろ！

才蔵：古代ローマの人に謝あやまるべきでござる。

ＧＭ：フィクションであり、実じつ在ざいのローマとは関係ありませんってことでひとつ（笑）。

イクフサ：しかし、この変な男、一体何しに来たんだ？

ＧＭ：美形青年は髪をかき上げながら、優ゆう雅がに語りかけてくる。「喜べイクフサ。我らと共に来れば、君も美しくしてやろうじゃないか！」

イクフサ：はぁぁ？

真弓：え。ここでＯＫしたら、イクフサがローマっぽくなっちゃうんですか？　トガまとったり、サンダル履はいたり。

浄ノ進：寝ねそべって食事したりワイン飲んだりな（笑）。

ＧＭ：そうそう、そんな感じ。「我が主のお望みでね。ヒュドラ道三を倒すほどの者なら、是ぜ非ひとも同どう志しにしたいと仰おおせだ」

イクフサ：テメェらに尻尾しつぽを振って、そんな珍ちん妙みような格かつ好こうになれって？　まっぴらごめんだぜ。

ＧＭ：「魔界洗礼名もオマケしよう。……ビューティフルイクフサなんてのはどう？」

イクフサ：嫌いやだといっているっ！　人の話を聞けっ！（笑）

ＧＭ：「そうか。ならば、君は我らが敵だ。女子高生の前に、まずは君から捕とらえてやろう」

イクフサ：ＧＭ、こいつらはエキストラか？

ＧＭ：うん。実は、これといってパワーはない（笑）。

イクフサ：なら、真の姿になるまでもねぇな。……来な。遊んでやるよ。




　戦いの勝敗は、あっけなく決した。

　短いやり取りの末、立っていたのはイクフサひとり。

　その身には僅わずかな傷も負ってはいなかった。







オリーブの冠　古代地中海世界では、勝利者の証として授けられた。

トガ　古代ローマで着用された一枚布の上着。「トーガ」と表記されることが多い。











◆Middle 06◆「ローマ、日本を侵しん蝕しよくす」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　東の空が白み始める頃ころ。

　真弓は寝ね床どこの中で覚かく醒せいしつつあった。

　早起きの習しゆう慣かんによるものではない。

　漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんが、彼かの女じよを眠ねむりの淵ふちから呼よび覚さましたのだ。

　その違和感の正体は───




ＧＭ：そんなこんなで翌よく日じつの早朝。シーンプレイヤーは真弓だ。君が目を覚ますと、ふと全身が妙みような感かん触しよくに包まれていることに気づく。見れば、寝床は何やら天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやなベッドに変わっている。

一同：はぁっ？

真弓：なななっ、なんでーっ!?　ここ、日本の戦国時代じゃなかったの？

ＧＭ：なお、部屋の中は古風な石いし造づくりになっている。

真弓：ＧＭＧＭ。あたしが寝ねる時に着ていた借り物の浴衣、ネグリジェに変わっていたことにしていいですか？（笑）

ＧＭ：いいよ。

真弓：なんでこんなのに変わってるのよ！　悲鳴を上げつつ一いつ瞬しゆんでバババッと着き替がえて、部屋の窓まどから外を見てみます！

ＧＭ：うむ、すると、君の目には、教科書やら歴史の本やらで見た古代ローマの町まち並なみそのものが飛とび込こんでくる。

一同：ローマァ!?

真弓：ううう……ローマ、戦国ときて、ローマ……？

ＧＭ：どうした、真弓？

真弓：人が、やっと戦国時代を受け入れたのに、なんで次はローマになっちゃうのよぉぉぉっ!?（爆笑）

浄ノ進：では、そこで私わたしも登場。ご無事でしたか真弓様！

才蔵：天てん井じようの石を切きり崩くずしながら才蔵も登場。忍にん者じやらしく天てん井じよう裏うらに潜ひそんでいたら、閉とじ込こめられていたでござる！（笑）

真弓：軽くパニックになりながら、みんなに詰つめ寄よります。ねぇ、これどういうこと？

才蔵：それが、この才蔵にもさっぱり……。

浄ノ進：私も知りたいくらいです。っつーか、驚おどろきすぎて、先ほどから喀かつ血けつが止まりません。げふげふげふっ！

真弓：死ぬなっ！　こんな状じよう況きようで、あたしたちを置いて、ひとりだけで楽にならないでよっ！

浄ノ進：ごふごふっ。こんな異い様ような光景、私には刺し激げきが強すぎます。

才蔵：……そ、そうだ。勘かん助すけは！　勘助はどうしたでござるか!?　おーい、勘助～！

ＧＭ：すると、しばらくしてから「お呼よびッスか才蔵殿～」と、気だるげな返事が返ってくる。車輪つきのソファに寝ねそべった勘助が、佐助にソファを曳ひかせながら登場する。

一同：はぁぁぁっ!?




　勘助が身にまとうのは、純白のトガ。

　傾かたむける杯さかずきは、蜂はち蜜みつと香こう辛しん料りよう入りのワインで満たされている。

　怠たい惰だで退たい廃はい的てき、しかし優ゆう美びな雰ふん囲い気き。

　まさに古代ローマの市民そのものであった。




ＧＭ：……そんな感じで、勘助は気だるそうにワインを飲んでいる。その顔は、やたらと彫が深い地中海的な美形になっている。

一同：美形っ!?（笑）
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浄ノ進：地中海ってなんだ地中海って！　ここは日本だ！

真弓：勘助、しっかりして！　正気に戻もどって！

ＧＭ：（鼻にかかったような声で）「あはァん？　いかがなさいました皆みな様さまァん？　ささ、一緒に寝そべってワインなどを飲みつつアンニュイなひとときをいかがかしらァ？」

真弓：誰よあんたっ！（爆笑）

浄ノ進：なにがアンニュイなひとときだ！

才蔵：勘助、正気に戻るでござるーっ！　なんかもう手遅れっぽいけど！

ＧＭ：「拙者、ローマの魅力に気づいてしまったわァん。もう、何もしたくないって感じィ？」彼女は異様なまでに怠惰になっている。自分で何かをしようという気配は微み塵じんもない。

浄ノ進：なぁ、疑ぎ問もんがあるんだが、なんで怠惰なんだ？

ＧＭ：そりゃもうローマだからね。

真弓：……理由は、それだけ？

ＧＭ：うん、そんだけ。

才蔵：……おまえはローマを誤ご解かいしているっ！（笑）

浄ノ進：謝あやまれ、ローマ人に謝れぇぇぇっ!!

ＧＭ：さっき、寝そべってワイン飲むのがローマって言ったのは君じゃないか。

浄ノ進：あれは、ただの、冗じよう談だんだーっ！（爆ばく笑しよう）

真弓：（何かを思いついた顔で）そうだ！　昨日入った温おん泉せんに行ってみます。……もちろん変わってますよね？

ＧＭ：うむ。石造りの浴場に変わっている。獅し子しの彫ちよう刻こくの口からお湯が流れ、湯船には薔薇ばらの花びらが浮ういている。

真弓：うわっ、予想通り！　でも、当たったのに嬉うれしくないっ！（笑）




　その後、真弓たちは変わり果てた村の中を探たん索さくした。

　村人は誰だれも彼もがローマ人、家いえ屋や敷しきは石造り、オリーブと葡ぶ萄どうの木が生おい茂しげり、食しよく糧りようはパン、飲み物はワインへと一変していた。

　それは、見事なまでにカリカチュアライズされたローマそのものであった。




真弓：みんなローマになっちゃってる……。

才蔵：これはやはり、魔ま界かい十字軍の仕業でござろうか？

浄ノ進：それ以外には考えられぬ。何をどうやったらこうなってしまうのか見当もつかんが。

一同：う～む……。

ＧＭ：ではみなさん、〈情じよう報ほう：魔界〉か〈ＲＣ〉で判はん定ていをどうぞ。

才蔵：〈ＲＣ〉判定は得意でござる。クリティカルして達成値ち17！

ＧＭ：才蔵が一番高いな。では、これは、物の姿すがたを変える邪じや悪あくな術じゆつが村全体にかけられたことによって起きた現げん象しようだとわかる。ルール的には、《スターダストレイン》＋《幻げん惑わくの光》＋《ヒール》の組み合わせだ。

才蔵：《ヒール》？　そりゃまた渋しぶいエフェクトを。

ＧＭ：（ルールブックを広げて）ほら、《ヒール》は「肉体を再さい構こう成せいする」と書かれているでしょ？

真弓：そ、それでみんなローマ風の美形に!?

浄ノ進：しかし、なぜローマ。しかもかなり誤解が混まざっている（笑）。

ＧＭ：なお、誰も彼も怠惰になってるのはローマ風《ワーディング》によるものだ。

真弓：ロ、ローマ風ワーディング……（笑）。

ＧＭ：だろうね。……と、ここで村のあちこちが騒さわがしくなってくる。

浄ノ進：追っ手か！

ＧＭ：遠くに見えるのは、エレガントに長ちよう髪はつをなびかせ、絹きぬ製せいのきらびやかな忍者装しよう束ぞくに身を包んだ集しゆう団だんだ。

才蔵：絹きぬの忍者装束!?

真弓：目立ちまくりだ。

浄ノ進：忍者のくせに、忍しのんで行動する気ないだろお前ら（笑）。

ＧＭ：「謙けん信しん様のご命令だっ！　ローマっぽく変わっていない者を探さがし出せっ！　それが目的の〝女子高生〟に相そう違いない！」

一同：上うえ杉すぎ謙信!?

真弓：ローマと全然関係ないぃぃぃっ！（爆笑）

ＧＭ：隠かくれて様子を窺うかがっていると、忍者たちは村人たちをひとりひとり確かく認にんして「くそっ、こいつもローマだ。女子高生じゃない」とか言っている。

浄ノ進：「こいつもローマだ」って、既すでに日本語じゃない（笑）。

ＧＭ：なお、村人たちは完全に無む抵てい抗こう。乱らん暴ぼうに扱あつかわれても、怒おこるそぶりすらない。その光景はあまりにも異様だ。

浄ノ進：もはや〝怠惰〟って程てい度どじゃすまないぞ、これ。

ＧＭ：忍者たちは美しい髪かみをかき上げながら、侮ぶ蔑べつの言葉を漏もらす。「ふぅ。謙信様の御お力ちからで美しくなれたというのに、こやつらと来たら……」「捨すて置おけ。美の洗せん礼れいに耐たえられなかった豚ぶたどもだ。そのうち、怠惰にゆっくりと死んでいくだろう」

一同：何ッ!?

ＧＭ：「我われらの目的は、女子高生を捕ほ縛ばくすることのみ。そのような豚どもに関わっている場合ではない！」

浄ノ進：……怠惰にって、生命維い持じのための活動すらしなくなるのか。

ＧＭ：ああ。《ワーディング》で無力化されてるからな。

才蔵：見た目は優ゆう雅がなれど、恐おそろしい術にござる。……しかし、上杉謙信は、とうの昔に死んだはずの武ぶ将しよう。やはり斎さい藤とう道三と同じく蘇よみがえったのでござろうか？

浄ノ進：思案は後におこう、才蔵。ともかく、ひとまずここを離はなれるべき！

才蔵：うむ。それには同意。

真弓：で、でも……。かなり迷まようよね、これ。

浄ノ進：いかがなさいました？

真弓：だって、勘助や村の人たち、あたしを捕つかまえるためだけに、こんな姿にされちゃったんでしょ？　それを放っておいて逃にげられないよ。

浄ノ進：むぅ。それを言われますと……。

才蔵：真弓様。あくまで、一時逃にげるだけでござる。それに、村の中であの忍者どもとやりあえば、無む辜この民草にも被ひ害がいが出てしまいますぞ。

真弓：うう～……（[image: ]悩なやんでいる）。

才蔵：いかがなさいますか、真弓様？

真弓：……わかったよ。一度、逃にげよう。

浄ノ進：では、私の馬を引いてきますゆえ、しばしお待ちを！

ＧＭ：うむ、浄ノ進が馬を連れてくると、なぜか背せに翼つばさが生えていることに気づく。

真弓：ペガサスーッ!?（爆笑）

才蔵：う、馬が空を飛んでるでござる！（笑）

浄ノ進：（悔くやしそうに）くっそー、馬が怠惰になって動かないくらいは予想したが……畜ちく生しよう、面白いじゃねぇか。

ＧＭ：喜んでくれて俺おれも嬉うれしいよ。

浄ノ進：喜んでねぇぇぇっ！　人のアイテムを勝手にいじくるなーっ！（笑）

真弓：こ、これ……乗っていくんですか？

浄ノ進：こんな目立ちまくる馬になんか乗れるわけないでしょっ！（笑）

ＧＭ：では、君たちは馬や勘助を残し、一いつ旦たん、里から逃にげ出だすのだった……というところでシーン終しゆう了りようかな。







《スターダストレイン》　エンジェルハィロゥのエフェクト。攻撃の対象をシーン全体へと拡大する。

《幻惑の光》　エンジェルハイロゥのエフェクト。光による催眠で、対象の行動を幻惑する。

《ヒール》　モルフェウスのエフェクト。対象のＨＰを回復する。

ペガサス　ギリシャ神話に登場する、翼の生えた馬。ローマでは不死の象徴ともなった。











◆Middle 07◆「女子高生、戦を決意す」の段


Scene Player ─── 真弓






　真弓たちは、里を抜ぬけ、山を降おりた。

　目の前には、美しい諏す訪わ湖こが広がっている。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最後のシーン。シーンプレイヤーは真弓だ。諏訪湖の畔ほとりに辿たどり着ついたところだ。周囲に民家や人の気配はない。

真弓：……じゃあ、一旦立ち止まります。

才蔵：真弓様、どうしたのでござるか？

浄ノ進：あまりボヤボヤしていると追っ手が来てしまいますよ。……とはいえ、走り詰づめで私は既に喀血しまくっている（笑）。

真弓：村からは離はなれたよ。……このまま、どこへ行くの？

浄ノ進：敵てきの戦力が読めません。遠くに逃にげ延のびてから慎しん重ちように動くべきかと。

才蔵：確かに、このままでは、いつ我らも美しくされてしまうやもしれません。

真弓：それじゃあ、遅おそすぎるよ。里の人たちや勘助、あのままじゃ死ぬって言われてたよ。

浄ノ進＆才蔵：…………。

真弓：ねぇ、浄ノ進さん。みんなを元に戻もどすことはできないの？

浄ノ進：元げん凶きようを討うてば、本来の姿を取とり戻もどすやも知れませぬ……。《ワーディング》の一いつ環かんでああいう状じよう態たいになってるのなら、使用者を倒たおせば止まるんじゃないかなぁ。

真弓：そっか。じゃあ、その元凶を探さがさないと……。

イクフサ：ＧＭ、ここでワシも登場していいか？

ＧＭ：もちろん！

イクフサ：それじゃあ、まずはどっからともなく声だけを響ひびかせる。……やめとけやめとけ！　あいつらの狙ねらいは、変な女、おまえじゃ！

真弓：この声は……！　といってきょろきょろ辺りを見回します。

イクフサ：空の上から、まず、ズタボロになって気き絶ぜつしたローマ人青年が落ちてくる。

真弓：わぁっ！　またローマ！（笑）

イクフサ：で、直後、ワシもドスンと着地。おーう、まだちゃんと無事だったようじゃな。

浄ノ進：ぬっ、イクフサ！　それに、この者は一体……。

イクフサ：ワシに喧けん嘩か売って来た馬ば鹿か野や郎ろうよ。

真弓：……もしかして、助けに来てくれたの？

イクフサ：ああ？　何を言うておる？　ワシは、ワシに対して舐めた真似をしくさったこいつらの親玉をブン殴りに来ただけだ。

浄ノ進：気楽なものだな。こちらは生きるか死ぬかという状況だというに。

才蔵：まったくでござる。……真弓様、本当に戻られるのでござるか？　冗談ごとではなく、死ぬ危き険けん性せいすらございますよ？

真弓：このまま逃にげ切きっても、いつかは戦わなきゃならない相手なんでしょ。……勇太があいつらに捕つかまってるなら、あたしが助けなきゃ。大事な家族だもの。

一同：…………。

真弓：それに、〝約束〟したから。

ＧＭ：約束？

真弓：うん。ほら、嫌いやなことから逃にげないって、オープニングで勇太と約束したんで。

一同：ああっ！

真弓：ここでみんなを見み捨すてて逃げるようじゃ、ちゃんとした大人になれないからね。




　ついこの間、交わしたばかりの〝約束〟。

　それは、見知らぬこの世界に迷まよい込こんだ真弓と、失われた〝平へい穏おんな日にち常じよう〟とを結ぶ、大切な絆きずなであった。




才蔵：ま、真弓様……超ちようカッコイイでござる。さすがは〝じょしこうせい〟！

浄ノ進：……やはりあなたは日ノ本を救う御お方かたです。心底、そのことを理り解かいいたしました。

真弓：とりあえずは、自分にできることからやらないと。

才蔵：そうと決まれば、この才蔵、伊い賀がの秘ひ術じゆつを用いて真弓様をお守りいたす。……それに、実は、この才蔵も勘助のことが気がかりでござった。

真弓：よし、それじゃ、行こう！

浄ノ進＆才蔵：ははーっ！

イクフサ：ほほう。結けつ構こう肝きもが据すわってるじゃねぇか、小こ娘むすめ。

真弓：……頼たよりにしてるよ、イクフサ。

イクフサ：はン。ワシは好きなように喧嘩するだけよ。

ＧＭ：と、そこで、不意に凄すさまじい殺気が君たちを襲おそう。殺気の元は、諏訪湖の中だ。

イクフサ：なんじゃぁ？

ＧＭ：諏訪湖が泡あわ立だち、湖中から〝何か〟が出しゆつ現げんしようとしている。それは巨きよ大だいな貝だ。




　一艘そうの小船ほどもありそうな、純じゆん白ぱくの貝が浮ふ上じようした。

　いずこからともなく、妙たえなる音楽が鳴なり響ひびく。

　目覚めの合図か、徐じよ々じよに貝は口を開いてゆく。




浄ノ進：開いた！

ＧＭ：そして、開いた貝の中には何者かの人ひと影かげ。




　そのとき、雲が晴れた。

　朝日を背に、貝の船に屹きつ立りつするのは、一糸まとわぬ美び丈じよう夫ふ。




才蔵：なんか出てきた！（笑）

ＧＭ：その美丈夫は、ゆっくりと目を開け、極上の楽器のような声色で宣せん言げんする。「我わが名は……上杉謙信」

一同：なっ!?

ＧＭ：「魔界洗せん礼れい名めいは……ヴィーナス！　ヴィーナス謙信！」




　───上杉謙信。

　戦国最強と謳うたわれた武将が、真弓たちの前に立ちはだかった。

　その様、狂くるおしいほどに、美！







ヴィーナス　ローマ神話の愛と美の女神。絵画のモチーフとして扱われることが多い。
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　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆「美しき軍神、光臨す」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　髪かみは黄金、瞳ひとみは星々の輝かがやき。

　朝日が照らす素す肌はだは、陶とう磁じ器きの如ごとく眩まばゆく艶なまめかしい。

　ヴィーナス謙けん信しん。

　まさに、美神の誕たん生じようと呼よぶに相応ふさわしい光景であった！




ＧＭ：さぁ、いよいよクライマックスだ。あまりにも美しいヴィーナス謙信の姿すがたを目にし、君たちの目から自然と涙なみだが溢あふれ……。

イクフサ：溢れ出さねぇよっ！（爆ばく笑しよう）

才蔵：プレイヤーキャラを乗っ取るな！（笑）

ＧＭ：ともあれ！　謙信は澄すんだ春風のような声で君たちに宣せん言げんする。「愛と美の女神の名のもとに、そなたらに戦というものを教育してやろう……」

真弓：（才蔵に訊たずねる）えと、あれが上うえ杉すぎ謙信……なの？

才蔵：この才蔵が聞く限かぎりでは、謙信公はあんな変へん態たい野郎ではなかったはずでござる（笑）。

ＧＭ：謙信は、優ゆう雅がな動作で真弓に目をやる。「そなたが〝女子高生〟天野真弓。まこと美しい瞳の娘御よな」

真弓：（顔の前に両手をかざし）見ないでーっ！　こっち見ないでーっ！（笑）

ＧＭ：混こん乱らんする真弓の様子に、謙信はフッと笑みを漏もらしながら右手を高々と掲かかげる。すると彼かれの周囲に光の粒りゆう子しが集まり、頭部は白い行人包み、身体を古風なトガが覆おおう。

浄ノ進：なんだそのカオスな和洋折衷っ！（笑）

才蔵：まさか、あの姿でローマと上杉謙信の融ゆう合ごうなんて言いい張はる気でござるかっ!?

ＧＭ：ダメかしら？

イクフサ：当たり前だろっ!!（笑）

浄ノ進：この謙信……というには余あまりにバチあたりなこいつは、一体、何をしに来たんだ？

ＧＭ：「信長公の命により、トキジクの弓とその使い手を迎むかえに参上した。信長公の覇は道どうを手助けするに相応しい存そん在ざいゆえ」

才蔵：真弓殿どのを連れていくつもりでござるか！

ＧＭ：（満面の笑みで頷うなずく）「ウィ、ムッシュゥ」

真弓：なぜフランス語ーっ!?（爆笑）

浄ノ進：ローマ云うん々ぬんならラテン語か、せめてイタリア語を話せ（笑）。

ＧＭ：（ツッコミを意にも介かいさず）「ささ、このヴィーナス謙信と共に来るがよい、天野真弓。ああ、そなたはこの謙信の手を取るに相応しいほど美しい！」

真弓：ううっ、凄すさまじすぎる変態力！　ビビりながら後ずさりします。

浄ノ進：……しかし、謙信公といえば毘び沙しや門もん天てんへの信しん仰こう篤あつかったはず。何ゆえ西洋の神などと手を結ばれた？　というか、なんでこんな変態に？（笑）

ＧＭ：「フッ。死した私わたしの魂たましいに、神が語りかけてきたのだよ」

一同：はぁ？

ＧＭ：「神は言った。『お聞きなされ謙信どの。私は毘沙門天……またの名を愛と美の女神ヴィーナス。毘沙門天の〝毘び〟はヴィーナスの〝ヴィ〟』」

一同：噓だーっ！（笑）

ＧＭ：「私も最初はそう思った。だから答えた。『我われは武ぶ人じん。愛などいらぬ』と。しかし、神は言葉を続けた。『いいえ謙信どの。愛なき戦はただの暴ぼう力りよく。ＬＯＶＥラブ、それはＷＡＲウオー』〝トクン〟……神の言葉に、私の胸むねが高鳴った」

一同：（一いつ斉せいに）ＬＯＶＥ、それはＷＡＲ!?（爆笑）

才蔵：お前は何を言っているんでござるか！

真弓：胸が、高鳴ったって……（机つくえに突つっ伏ぷす）

イクフサ：何が〝トクン〟じゃ、おまえはアホかっ！

浄ノ進：い、意味が判わからん。さすがは天、正気とは思えないぜ！（笑）

ＧＭ：（一気にまくしたてる）「そして私は蘇よみがえった。最初の死より四年が過すぎていた。生まれ変わった私の前に現れたのは、かつての敵てき・織お田だ信長公。彼は言った。『その愛と美、日本全土に示しめしたくはないか？　すなわち、天下布美』私は答えた『美しく戦いたい』……そんな感じで今に至いたるわけだが、天野真弓、机に突つっ伏ぷしてどうした？」

真弓：いや、その、呼こ吸きゆう、が……（[image: ]笑って息ができない様子）

浄ノ進：だから、いきなりメタなセリフをいうな謙信！（笑）

真弓：（息を整えて）……ふぅ。よし、大だい丈じよう夫ぶ。一歩前に踏ふみ出だして、謙信の方を向きます。

ＧＭ：「私と共に来る覚かく悟ごを決めたか？」

真弓：聞きたいことがあるの。村の人や勘かん助すけを、あんな姿に変えたのはあなたなのよね？

ＧＭ：「いかにも。人間という者は、やがて老いさらばえ、醜みにくく朽くち果はてる。そのように美しくない生き物など、私は我が慢まんがならん。だから、美しく生まれ変わらせてやったのだ」

真弓：なんてことを……。

ＧＭ：「とはいえ、凡ぼん愚ぐに美の洗せん礼れいは強すぎたようだな。生きてゆく気力を失い、怠たい惰だに死にゆくだけの豚ぶたとなったようだ」

真弓：くっ！　今すぐ、元に戻もどしてあげて。

ＧＭ：「愚おろかな望みを。醜く生きるより、美しく死ぬ方が幸せであろう」……その瞳には、情なさけどころか、人ひと並なみの狂きよう気きすらない。人知を超ちよう越えつした〝神の御み心こころ〟があるのみだ。

真弓：…………。

ＧＭ：「あの里の者たち、それと勘助とやらには、私が直々に死を与あたえてやろう。それがより美しい物語の完結へと繫つながり、彼らをして永えい遠えんたらしめるのだ」

真弓：（強い口調で）……そんなの、間ま違ちがってる！

才蔵：その通りでござる。上杉謙信、身も心も魔ま界かいに飲のみ込こまれたでござるか。哀あわれな。

ＧＭ：「人間風ふ情ぜいが美の神に是ぜ非ひを問い、哀あわれむなどとは冒ぼう瀆とくの極み」

一同：…………。

ＧＭ：「捕とらえるべき女子高生を除のぞき、そなたらを狂くるおしいほどに美しく殺して進ぜよう！」

浄ノ進：何が美か！　民を切きり捨すてる美など、美にあらず！

ＧＭ：「ほう？」

浄ノ進：こちらの天野真弓殿は、見知らぬ民の為ために危き険けんを冒おかし、貴き公こうに立ち向かおうとしている。……これぞまことの美しさ！

才蔵：その通りでござる！

ＧＭ：「愚かな。美なき衆しゆ生じようは度どし難がたいとはこのことか！」怒ど気きもあらわに叫さけぶと同時に、凄すさまじい神気が君たちを襲おそう！　ここで衝しよう動どう判はん定ていが発生するぞ。




　ただひとつの怒ど号ごうで、真弓たちの心は砕くだけそうになる。

　だが、それでもなお真弓は耐たえた。

　ここで、こんな異い邦ほうの地で屈くつするわけにはいかないのだ。




真弓：大丈夫、判定は成功！　衝動に流されたりしないよ！

浄ノ進＆才蔵：同じく！

イクフサ：ワシもな。しかし、それにしても───




　イクフサは、不思議だった。

　───この〝びーなす〟って奴やつは、ナリこそ戯おどけているが、掛かけ値ねなしのバケモノだ。なのに、どうして、このニンゲンどもは一歩も退しりぞこうとしやがらない？




イクフサ：（呆あきれた声で）……やれやれ。どいつもこいつも信じられんぜ。弱っちい人間風情が三人ばかしで、こんなバケモノに敵かなうと思ってンのかよ。

ＧＭ：「醜みにくい妖よう怪かい風情が、私をバケモノ呼よばわりだと？　……その罪つみ、万死に値あたいする」

イクフサ：やっかましい！　最初に喧けん嘩かを売ってきたのは、魔界十字軍、テメェらだ。その礼は、たっぷりとさせて貰もらうぜ。

真弓：イクフサ……一いつ緒しよに戦ってくれるの？

イクフサ：勘かん違ちがいすンじゃねぇ。こいつは喰くいでがありそうだから、ワシが殺とる。邪じや魔まぁしやがったら、容よう赦しやなくブチ殺すからな。




　見る間に、イクフサの体が獣じゆう毛もうに覆おおわれ、より巨きよ大だいな姿へと変わってゆく

　それは、いかなる獣けものより強く、いかなる妖あやかしよりも恐おそろしい。




イクフサ：天下無む双そうの大だい妖よう怪かいイクフサ様がお相手だ！　せいぜい楽しませてみやがれっ！

ＧＭ：「そなたたちの渾身の美を用意するがいい。その上で、我が美を以って打ち砕かん！」謙信は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで準備時間を与えてくれる。ひとつだけマイナーアクション使っていいよ。

一同：おおー！

イクフサ：そいつは嬉うれしいぜ。それではありがたく《完全獣化》。

ＧＭ：敵はヴィーナス謙信が一体。そして、謙信の「軒のき猿ざる！」という言葉に呼こ応おうして出しゆつ現げんする美しきトループ忍にん者じや部隊〝スウィート軒猿〟と〝エレガント軒猿〟が一体ずつ。

真弓：スウィート！

浄ノ進：そして、エレガント！

イクフサ：もはやローマもへったくれもない、ネーミング！（笑）

才蔵：気をつけるでござる。ふざけた名前とはいえ、軒猿は上杉屈くつ指しの忍にん軍！

ＧＭ：いかにも。それでは戦闘を始めよう！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアッププロセス。謙信は《ヴァイタルアップ》を使用してＨＰを増ぞう大だいさせる。ほかに誰だれかセットアップにエフェクトを使う人はいる？

浄ノ進：ん～。《従じゆう者しやの行進》で、今のうちに従者を呼よんでおくかどうか……いいや、とりあえずここは何もしない。

ＧＭ：あいよ。ほかはいないね？　では、スウィート軒猿ことトループＡが《戦いの予感》を使用して先手を取る。彼らは謙信に向け一斉にＶサイン、つまりヴィーナスの印を掲げる。

一同：はぁっ？（笑）

ＧＭ：そのＶサインが、謙信の闘とう志しに火をつける！　というわけでトループたちは謙信に《ファクトリー》《アクセル》《狂戦士》を使用する。

才蔵：なるほど、主人を支し援えんするためのトループでござるか！

浄ノ進：（暗い表ひよう情じようで）ヤバい。ボスの行動回数が増ふえた。

ＧＭ：いかにも。謙信が次に行なう判定のダイスが４個こ増ふえ、メジャーアクションのクリティカル値ちが１下がる。そしてセカンドアクションの権けん利りを得た。

イクフサ：くそっ、ガッチリ強化してきやがるな。

ＧＭ：そしてイニシアティブ25で、そのまま謙信の行動順となるわけだ。彼は天に手をかざし、「ビューティフル琵び琶わ！」と叫ぶ。すると、手の中に美しい琵琶とバチが現あらわれる。

真弓：びゅ、びゅーてぃふる琵琶……（笑）。

浄ノ進：音波で攻こう撃げきしてくるのか？

ＧＭ：うんにゃ。《ハンドレッド・ガンズ》なんで、データ的には射しや撃げき武ぶ器き。

浄ノ進：射撃なのか！（笑）　てっきり〈ＲＣ〉かと思ったぞ。

ＧＭ：（天を仰あおいで）「……歌います。〝平家サガ・第一章〟聞いてください」

真弓：ぶふっ！（[image: ]飲んでた茶を吹ふきそうになった）

イクフサ：平家、サガァ!?（爆笑）

浄ノ進：戦国どころか、平家物語まで改変されまくってる（笑）。

ＧＭ：謙信が超ちよう高こう速そくの琵琶プレイを始めると、軒猿たちは轟とどろくような歓かん声せいを上げる。「出たーっ！　謙信様はあの演えん奏そう技ぎ術じゆつで天下をお取りになったんだーっ！」

浄ノ進：どこの天下だよ！

真弓：いつの間に戦国時代がライブ会場に（笑）。

ＧＭ：コンボ内ない容ようは、《主の右みぎ腕うで》＋《リフレクト・レーザー》＋《ギガンティック・モード》その他色々。謙信の歌声に合わせて虚こ空くうから光が生まれ、周囲を薙なぎ払はらっていく。

才蔵：なんと迷めい惑わくなステージ演えん出しゆつでござろうか。

ＧＭ：「さぁ、セクシーヴィジュアルヴォイス＆メロディで死ねっ！」（ダイスを振る）達成値は30！　……派は手でな演出の割わりにはしょぼいな。

真弓：とはいえ、回かい避ひするには辛つらい数です。

才蔵：ここは才蔵にお任まかせあれ！　《氷ひよう壁へき》で、その攻撃を無む効こう化かするでござる。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、謙信の熱い視し線せんが君の心を乱みだす。《フラッシュゲイズ》を使って、コンボの《リフレクト・レーザー》と合わせて６個のダイスペナルティ。

才蔵：むむっ。ならば、〝伝でん承しよう者しや〟Ｄロイスを使うでござる。３Ｄ10の合ごう計けい値ちは……22！




　才蔵は印いんを結び、呪文を唱え始めた。

　それは伊い賀がの里に伝わる秘ひ中ちゆうの秘ひ。

　才蔵の天てん稟ぴんを以ってのみ習得可か能のうな、絶人の業である。




才蔵：《氷壁》の達成値と併せて、楽々成功！

ＧＭ：ぐっ！　「何っ、我わが美しき光が霧きりごときにっ!?」




　裂れつ帛ぱくの気合と共に、背せに負われた瓢ひよう簞たんの封ふうが弾はじけ飛とぶ。

　その口からは乳にゆう白はく色しよくの霧が立ち昇のぼり、辺り一体を覆おおい尽つくしてゆく。

　さしもの美神の輝きも、翳かげり隠かくされるのみ。




才蔵：これぞ伊賀忍にん法ぽう〝霧隠がくれ〟!!

一同：おおおーっ！（拍はく手しゆ）

才蔵：これで才蔵は行動済ずみ、と。……さぁ真弓様！

真弓：うん！　トキジクの弓で、行動してない方のトループを撃つ……で、いいよね？

浄ノ進：（少し考えて）それが最さい適てきかと。

ＧＭ：行動していないのはエレガント軒猿の方だな。

真弓：では、エレガントを撃うちます。狙ねらいを定めて……《シューティングシステム》＋《ピンホールショット》＋《抜ぬき打うち》＋《オウガバトル》の組み合わせで射撃。達成値27！

ＧＭ：《抜き打ち》が入ってるってコトは……。

真弓：防ぼう御ぎよ判定に４個のダイスペナルティです。

ＧＭ：ううっ。そいつは……（ダイスを振る）ダメだ、回避失敗。




　真弓の手に清せい浄じようなる光の矢が生まれ、放たれた。

　そして───




ＧＭ：だが、一いち撃げき程てい度どじゃこいつは落ちんぞ！

才蔵：この才蔵も《力の法ほう則そく》で助太刀いたす！　ダメージロールに15点追加。

ＧＭ：げげっ。

真弓：あたしのダメージロールは28点だから、合計43点のダメージ！




　才蔵の生んだ霧が、真弓の矢を包つつみ込こむ。

　矢は輝きを増まし、攻こう城じよう槌ついの如ごとき巨柱となって軒猿たちを薙なぎ倒たおしてゆく！




ＧＭ：……いかん、装そう甲こう値を差し引いても耐たえ切れない。数十人といたエレガント軒猿たちは、その一撃で全ぜん滅めつだ。その骸むくろは、倒たおれるよりも早く塵ちりと化し、風に吹ふき散ちらされた。

真弓：（拳こぶしを握にぎり締しめて）よしっ！

ＧＭ：倒たおされたんで説明するけど、エレガント軒猿は、セカンドアクション終しゆう了りよう後の謙信に《さらなる力》を使用して未行動状じよう態たいに戻もどす予定でした。

真弓：うわっ、やーらしー！（笑）

浄ノ進：あっぶねぇ。ボスに三回行動されたらかなりまずかった……。

ＧＭ：「おのれおのれ女子高生っ！　よくもエレガントをぉぉぉっ！」と、ヴィーナス謙信は怒いかりボルテージ急きゆう上じよう昇しよう。んでもって次はイクフサの番だな。

イクフサ：おう。……よし、ワシは《フルパワーアタック》しよう。だから、行動は最後だ。その場に思い切り踏ふん張ばって、力を貯め始める。

真弓：地じ割われでも起きそうな感じ（笑）。

浄ノ進：すると私の行動か。（キャラクターシートとレコードシートを交こう互ごに眺ながめる）ふむ、《血の従者》のみ使って従者を呼よび出だすと、侵しん食しよく率りつは98％。

ＧＭ：まだリザレクト可能なのか。

浄ノ進：ああ。これで《マグネットフォース》を使って他人をカバーリング……ってダメだ。それと同時に丁度侵食率[image: ]％になる。うおー！（[image: ]身をよじって悔しがる）

ＧＭ：はっはっは。どっかで侵食率の出目が、もう１低ければよかったのにねぇ。

浄ノ進：仕方ない、従者を作る！　謙信、あなたにまことの毘び沙しや門もん天てんをお見せしましょう。

ＧＭ：その言葉には端たん整せいな眉まゆをピクリと動かすな。「まことの毘沙門天と申したか？」

浄ノ進：いかにも。我が血を喰くらいて出ませい、毘沙門天！　《血族》と《血の従者》を組み合わせて、達成値は……10……20……30……あれ、クリティカルしまくってるぞ？

ＧＭ：おおっ？

浄ノ進：（ダイスを振ふり続ける）……最終的なダイス目は76。〈意い志し〉のレベルを足して達成値80！　ＨＰ80点の従者が出来上がってしまった（笑）。

一同：すげーっ！




　無む貌ぼうの人形に、浄ノ進の指先から血が一滴てき。

　すると、見る間に人形は甲かつ冑ちゆう姿の巨きよ像ぞうへと変へん貌ぼうする。

　その雄お々おしき威い容ようは、天てん魔ま外げ道どうを調ちよう伏ぶくする毘沙門天そのものであった。




ＧＭ：「おのれ、禍まが々まがしい業を……。だが、面白い。西洋のヴィーナスと東洋の毘沙門天、どちらがまことの毘沙門天か雌し雄ゆうを決しようぞ！」

才蔵：ナニ寝ね言ごとを言ってんだ、おまえ（笑）。

浄ノ進：ていうかヴィーナスは毘沙門天じゃないから。目を覚ませ謙信、騙だまされてるぞ！

ＧＭ：だが、謙信は君の言葉を一笑に付ふす。魔界に身を堕おとした者にそのようにまともな説得など通じようはずもない。

浄ノ進：……まぁ、期待はしていない。

イクフサ：いよいよワシの番か。まずはマイナーアクションで一気に謙信とエンゲージする。「おい、神とやら。信長に仕えて何を目指そうというんじゃ？」

ＧＭ：「美。天下をスタイリッシュに染そめ上あげる！」

イクフサ：そうかい。神だなンだつっても、そこらの有象無象と同じように天下天下と囀さえずりやがるか。あー、小せぇ小せぇ！　振ふりかぶって、腕うでから生えた刃やいばを叩たたきつける！

ＧＭ：「思う存ぞん分ぶん来るがいい！　神を畏おそれぬ畜ちく生しよう風情、返かえり討うちにしてくれるわ！」

イクフサ：組み合わせは、《獣の力》＋《銘めい無き刃》＋《フルパワーアタック》。今の問答でこいつへの興きよう味みは失ったんで、ロイスをタイタスに変えて即そく座ざに昇しよう華か。クリティカル値を下げて、命中の達成値は……59！

ＧＭ：《ミラー・コート》＋《御み使つかいの声》で、無数の幻げん影えいを出現させて回避しようとする。ダイス17個で〈ＲＣ〉で判定だが……26か。命中だ。

イクフサ：小細工するんじゃねぇーと叫さけびつつ、ダメージは６Ｄ＋20で合計52っ！




　低く伏ふせたかと思うと、次の瞬間イクフサは謙信の前にあった。

　獣の腕より伸のびた刃を、謙信めがけて突つき出だす。

　そこに秘ひめられた膂りよ力りよくは〝暴ぼう虐ぎやく〟の一語に尽つきる。




ＧＭ：くそっ、その一撃でＨＰが半分以上持っていかれた！

才蔵：（感心した声で）さすがキュマイラの超ちよう血けつ統とう。作り立てで、そこまでのダメージか。

ＧＭ：だが、礼はさせてもらう。《鏡の盾たて》だ。

浄ノ進：やっぱりそうきたか！

ＧＭ：〈ＲＣ〉判定には楽々成功。イクフサが浴びた返り血は、そのまま光の粒子となって肉体を灼やく！　受けた半分だから、26点の実ダメージを差し上げよう。

イクフサ：ぐはっ！　熱あちちちちっ！　そりゃあ耐たえられずに昏こん倒とうだ。

真弓：イクフサーッ！

イクフサ：（ニヤリと笑って）なんて声出しやがる。なぁに、俺おれ様に取っちゃカスリ傷だぜ。……といいつつも、まだタイタスは使わずに昏倒しておく（笑）。

ＧＭ：ＯＫ。これで全員行動終了だな。それでは謙信のセカンドアクション！

一同：うええーっ。

ＧＭ：「そなたたちの力、見事。次は我が上杉軍の全力を以って叩たたき潰つぶしてくれようぞ！」

浄ノ進：軍？　新しいトループでも呼ぶのか？

ＧＭ：今いま更さらザコなど呼よばないよ。彼は、朝焼けの空に輝かがやくひとつの星を指差す。「あの星は明けの明星。西洋では金星ヴイーナス……すなわち、私自身の名で呼ばれている」

真弓：き、金星ですか……。

浄ノ進：イヤな予感がしてきたぞ（笑）。

ＧＭ：「来たれ、金星上杉軍！」




　金星が、光った。朝日よりも眩まぶしく美しく。

　そして、遥はるか天空の彼方かなたより地鳴りが聞こえてくる。

　ローマ甲冑に身を包んだ光ひかり輝かがやく軍ぐん勢ぜいが、金星から地上へと虚空を翔け迫せまってくる！




一同：金星ぃぃぃっ!?（爆笑）

浄ノ進：驚きよう愕がくのあまり、思わず血を吐はいて膝ひざをつく。あ、あれは一体!?

イクフサ：なんで、金星から、上杉軍が、来るんだよっ！

ＧＭ：金星はヴィーナスの星で、ヴィーナスはローマの神。で、今は上杉謙信＝ヴィーナスなんだから、上杉軍が金星からやってきてもおかしくない！

浄ノ進：おかしいよっ！　主にお前の頭がっ！（笑）

才蔵：つか、金星からやってきたように見えるだけの幻まぼろしでござろう？　エンジェルハィロゥみたいだから、光を操そう作さした幻影。

ＧＭ：いいや。遥か金星の砂すなを、《砂の刃》で射撃武器扱あつかいの軍勢へと練成した。組み合わせは《マインドエンハンス》＋《黒き明かり》＋《スターダストレイン》＋《砂の刃》等々。

才蔵：金星の砂だぁ!?

イクフサ：ナニ言ってんだお前（笑）。

ＧＭ：エフェクトの説明には「近くの砂じゃなきゃダメ」とは書いとらん！　だからこれは正しよう真しん正しよう銘めい、金星からやってきた上杉軍だ！　それじゃ命中判定いくわよぉ……あれ、真弓？

真弓：ぷふ……くっ……。（[image: ]例によって突っ伏して笑っている）

浄ノ進：天、水野さんが笑い過ぎて限げん界かいだ。せめてダイスは普ふ通つうに振ふってやれ（笑）。

ＧＭ：おう、了りよう解かい。シーン全体攻撃で、達成値は35。防御には２個のダイスペナルティ、実ダメージを受けたら目眩めまいと、１シーンの間【肉体】【感覚】に３個のダイスペナルティ。

浄ノ進：ぐお!?　そのペナルティはキツイ！

才蔵：ここでやっとくしかないでござるな。その攻撃、妨ぼう害がいさせてもらうでござる！

ＧＭ：……《氷壁》は使し用よう済ずみだぞ？

才蔵：忍の切り札はひとつにあらず！　シーン１回のエフェクト、《束そく縛ばくの領りよう域いき》！

ＧＭ：そんなん持ってやがったか！

才蔵：こちらも謙信へのロイスをタイタスに変え、判定のクリティカル値を下げる。（ダイスを握り締めて）いい目が出ますように！

一同：頑がん張ばれ～！

才蔵：とりゃっ！　……お、出目がいいぞ。達成値46！

一同：おおおおおっ！（拍手）

真弓：才蔵カッコイイ～ッ！

ＧＭ：（悔くやしそうに）そいつは……打つ手がないな。才蔵の忍法によって、金星上杉軍による総そう攻こう撃げきはあえなく失敗する！

才蔵：そんな奇き怪かいな軍勢など、この瓢簞の中に吸すい込こんでやるでござる！




　迫せまり来くる軍勢に、才蔵は瓢簞の口を向けた。

　彼かの女じよの口から紡つむがれるのは、生み出した霧を元に戻す呪じゆ文もん。

　その猛もう烈れつな吸きゆう気きの風により、軍勢は崩くずれ砕くだかれ飲み込まれてゆく！




ＧＭ：「我が金星上杉軍必勝の〝ヴィーナスストライクの陣じん〟を破やぶるとは……！」

浄ノ進：（才蔵に向かって）相変わらず、敵をかく乱らんすること〝だけ〟は得意のようだな。

才蔵：〝だけ〟は余よ計けいでござる！　佐助も一緒になって怒おこる（笑）。

ＧＭ：謙信は才蔵に殺意と敬けい意いの入いり混まじった視線を向ける。「信長公は伊賀を滅ほろぼすのではなく、お主ひとりを倒たおすべきであったようだな！」

才蔵：伊賀一、いや、天下一の天才忍者を舐なめてもらっては困こまるでござる！




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：さぁ、２ラウンド目のセットアップだ。謙信は《サポートデバイス》を使用。周囲に無数の光る球体が出現し、【感覚】の判定ダイスに６個追加だ。

浄ノ進：《従者の行進》を使用して、セットアップで二体目の従者を作成する。

ＧＭ：ほほう。では判定どうぞ。

浄ノ進：カバーリング用の身代わりにさえなればいいので、エフェクトは《血の従者》だけ。達成値は15。形状は毘沙門天の増ぞう加か装甲ね（笑）。

真弓：それは心強いです！

浄ノ進：しかし、代だい償しようとしてＨＰが５点減へりました。げふっ！（血を吐はく仕草）

ＧＭ：《戦いの予感》は使用済みだから、もうスウィート軒猿は先に支援ができない、と。それじゃ謙信の攻撃だ。まずはマイナーアクションで《シャイン・ブレード》。

真弓：……琵琶が輝き出すんですか？

ＧＭ：いや、あまりの演奏の速さに、手が光速を超こえて輝き出す。……意味がわからない！

浄ノ進：自分で言うなよ（笑）。

ＧＭ：ともかく攻撃だ。「平家サガ・最終章！」組み合わせは最初と同じだが、そこに《ギガノトランス》を加えて、シーン全体に射撃攻撃！　達成値は……あ？

一同：おお？

ＧＭ：27!?　ひ、低い！　なんで俺ぁ、こういうときに出目がヒドいんだ。

才蔵：チャンスでござる！　すかさず《氷壁》で妨害！

ＧＭ：《フラッシュゲイズ》！　先ほどと同じく、６個のダイスペナルティだ。

才蔵：５個しか振ふれないけど、27なら割わりと余よ裕ゆう……って出目が腐くさってる！　達成値17……。

ＧＭ：（ガッツポーズ）よしっ！　偉えらいね才蔵ちゃん。

才蔵：悔くやしいでござる！　悔しいでござる！　……が、タイタスを昇華したとしてもＤ10で10の目を出さなきゃ届とどかない。ううむ、諦あきらめよう。無念……。

ＧＭ：ほかのみんなも命中したね？　ではカバーリングの宣言を。

浄ノ進：まず、二体目の従者が私を《マグネットフォース》でカバーリング。で、大きい毘沙門天の方が真弓様を……。

才蔵：いや、才蔵に任まかせるでござる。《炎えん陣じん》で真弓様をカバーリング。

真弓：えっ？

浄ノ進：……毘沙門天を温おん存ぞんするためか？

才蔵：いかにも。才蔵には攻撃能のう力りよくがないでござるから、ここはそれなりに攻撃ができる毘沙門天のＨＰを少しでも残しておくのが賢けん明めいかと。

浄ノ進：わかった。真弓様を頼たのむ。

ＧＭ：それではダメージロールだ。お、こちらの出目はいいぞ。装甲無む視しで44点。

浄ノ進：あぶねー！　カバーリングしてたら、毘沙門天も壊こわれてた！

イクフサ：いい判はん断だんだったな、才蔵！

才蔵：これぞ天才忍者の知ち恵えでござる～……といいつつ、才蔵は昏倒。オヤスミ。

真弓：ああっ、才蔵～！

ＧＭ：「さて、残るは木偶でく人形と、人形使い。そして……女子高生、お主だ！」




　謙信の声など、真弓には届とどいていなかった。

　イクフサが倒たおれ、そして今また才蔵が倒たおれた。

　自分よりも年下の少女が、自分を庇かばって血を流したのだ。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに腹はらが立つ。

　けれど、今は嘆なげくよりもほかにするべきことがある。




真弓：きっと謙信を睨にらみつけて、トキジクの弓を全力で打ちます。いつもの組み合わせに、《クリスタライズ》も加えて攻こう撃げき力りよくアップ。

イクフサ：いいぞ！　あいつへのロイスも使っちまえ。

真弓：うん。謙信へのロイスをタイタスに変えて、すぐに昇華。クリティカル値を６に下げます。えいっ！（ダイスを振る）　……うん、悪くない。達成値は48！

ＧＭ：例によって〈ＲＣ〉で回避……って、１個もクリティカルしてない!?　命中だ！

真弓：ダメージは43点、装甲無視！




　真弓の放った光の矢は空中で分ぶん裂れつし、雨の如く降ふり注そそいでゆく。

　為す術すべもなく次々と光条ビームに貫かれる謙信。

　傷きず口ぐちは瞬しゆん時じに結けつ晶しよう化かし、更さらにひび割われ、謙信を責せめ苛さいなむ。




ＧＭ：それは《ショックアブソーブ》で……あ、ダメだ。使っても死ぬので、まだ使わない。「ぐぁぁぁぁっ！　この美の神の体を打うち砕くだくだと？」……謙信はＨＰが０になり昏倒する。

真弓：やった！

浄ノ進：いや、まだです！　……きっと。

ＧＭ：その通り。《魂の練成》で復ふつ活かつだ。光の粒子になって雲うん散さん霧む消しようしたかに見えた謙信だが、再ふたたび実体化する。「愛と美は……不ふ滅めつ」

真弓：けど、トキジクの弓は効こう果かを発はつ揮きしてます。ダイスペナルティ３個！

ＧＭ：うぬ、自分で設せつ定ていしといてなんだが、厄やつ介かいだ。……謙信に突つき刺ささった光の矢のいくつかは、消えずにそのまま残り、彼の体の再さい構こう成せいを阻害している。「こ、これは……!?」

浄ノ進：それこそ日ノ本に伝わり、真弓様にのみ使いこなせるトキジクの弓の力だ！

ＧＭ：「なる、ほ、ど……！　これは、まさに我が魔界十字軍が持つべき力……！」

浄ノ進：だがそうはさせん。次は私の番なので、マイナーアクションで毘沙門天に攻撃命令を出す。私自身は、真弓様をカバーリングできるようにエンゲージを離はなれない。

ＧＭ：なら続けて毘沙門天の行動をどうぞ。

浄ノ進：マイナーアクションで謙信にエンゲージして、《かりそめの剣けん士し》＋《渇かわきの主》で殴なぐりつける。「泡沫うたかたの夢ゆめは終わりです。あるべきところにお帰りなさい！」

ＧＭ：「木で偶く人にん形ぎようごときに、美が滅ほろぼせるものかぁっ！　ヴィーナスのＶはヴィクトリーのＶ！　すなわち勝利のＶだ！」

浄ノ進：だからどうしたっ！（笑）　こちらもヴィーナスへのタイタスを昇華してクリティカル値を下げる。白兵攻撃で、達成値は41だ。

ＧＭ：惜おしい、回避達成値は37。

浄ノ進：ダメージ35点、装甲無視。巨大な毘沙門天像ぞうが謙信の身体を握にぎり潰つぶす！

ＧＭ：まだまだ！　《光の守しゆ護ご》で残ざん像ぞうを作り出し、華か麗れいに避さける！　……しかし、これで、こちらのダメージキャンセル技はなくなった。

浄ノ進：切り札を使わせれば十分！

ＧＭ：それじゃあ最後にスウィート軒猿が動くが……。

イクフサ：待ちな。ワシが信長へのロイスをタイタスにして昇華。昏倒から回かい復ふくだ。……目の前の奴をどうにかせんと、信長どころじゃねぇからな。

真弓：嬉うれしそうな顔で呼よびかけます。イクフサ、大だい丈じよう夫ぶなの!?

イクフサ：黒くろ焦こげになった毛を払はらいながら、余裕の笑みを浮うかべる。あたぼうよ。あの程度の傷きず、ちいと休んでおれば治るわい。

ＧＭ：（うろたえた口調で）「ぬううっ、こやつ、まだ動くか！」

イクフサ：くくっ。おめぇ、ワシを恐おそれたな？　……いいか、妖怪ってのはなぁ、ビビッた奴から襲おそっていくもんなんだぜ。




　イクフサの哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。

　それは、獲え物ものを見つけた狩しゆ猟りよう生物特有の〝歓かん喜き〟の表れだった。




イクフサ：マイナーアクションで《破は壊かいの爪つめ》。腕の刃を、更に禍まが々まがしく変形させて、そのまま《フルパワーアタック》！　達成値35！

ＧＭ：命中するが、《ショックアブソーブ》。「それしきの刃、我が美の前には無力っ！」

[image: ]

才蔵：……ここで師し匠しようのタイタスを昇華し、ガバッと起き上がるでござる。

イクフサ：（才蔵の意を察して）おい、チビ忍にん！　あれを使いやがれ！

才蔵：才蔵に命令できるのは、真弓様だけでござるよ！　と叫びつつ、痛いたむ身体に鞭むち打うって《力の法則》を使う。（ダイスを振る）ダメージロールに18点追加！




　才蔵の〝霧〟が、イクフサの刃をより鋭えい利りに研とぎ澄すます。

　濡ぬれた刃は朝日を照り返し、ヴィーナスよりも眩まばゆく美しく、そして───




イクフサ：ワシのダメージは56点、合計73点！

ＧＭ：《ショックアブソーブ》で15点弾はじくが……くそっ、足りない！




　イクフサは、ゆっくりと腕を引ひき抜ぬいた。

　美神の胸むな板いたに穿うがたれた大おお穴あなは、血を流すことも忘わすれている。

　背はい後ごに昇のぼる太陽の光は傷口を抜ぬけ、イクフサと、その後ろに立つ真弓を照らしている。

　禍々しい野や獣じゆうと、異邦より来た可か憐れんな乙女おとめ。

「……美しい」

　己よりも美しい存在への賛さん辞じを呟つぶやき……そして、美神は死んだ。




ＧＭ：女じよ性せいのものと思しき絶ぜつ叫きようが響き渡ると同時に、謙信の肉体から黒い瘴しよう気きのようなものが立ち昇り、そのまま雲散霧消する。

真弓：今のが……ヴィーナス？

浄ノ進：おそらくは。

ＧＭ：後には上杉謙信が残る。「魔ま性しように魅み入いられた我を、よくぞ救ってくれた……感かん謝しやする」

浄ノ進：……やはり、死ねば正気に戻もどられるか。

ＧＭ：「だが、心せよ女子高生。魔界十字軍の力は……さらに……強大……」言いながら、彼の身体はどんどん塵ちりと化してゆく。

真弓：あ……。

ＧＭ：最後に、謙信は己の辞世の句くを詠よむ。「極楽も　地じ獄ごくも先は　有明の　月の心に　懸かかる雲なし……」

真弓：待って！　蘭らん丸まる……ううん、勇太は……！




　真弓の問いに謙信の答えはない。

　ただ風が吹き、塵が舞まい踊おどるのみ。







毘沙門天　仏教を守護し戦う天部の一柱。上杉謙信は、己を毘沙門天の化身と信じていた。

《戦いの予感》　エンジェルハィロゥのエフェクト。先手を取って誰よりも速く行動する。

《ファクトリー》　ソラリスのエフェクト。強力な物質を精製し、クリティカル値を低下させる。

《アクセル》　ソラリスのエフェクト。対象はそのラウンドにもう一度行動できるようになる。

《狂戦士》　ソラリスのエフェクト。興奮物質により、対象に有利な効果を与える。

《ハンドレッド・ガンズ》　モルフェウスのエフェクト。射撃専用の武器を創りだす。

平家物語　平家の栄枯盛衰を描いた軍記物語。謙信が好んだという。

《主の右腕》　エンジェルハイロゥのエフェクト。弱点を見抜き、ダメージを上昇させる。

《リフレクト・レーザー》　エンジェルハイロゥのエフェクト。防御行動を阻害する。

《フラッシュゲイズ》　エンジェルハイロゥのエフェクト。対象の行動にダイスペナルティを与える。

《力の法則》　オルクスのエフェクト。対象のダメージロールにダイスブースト。

《フルパワーアタック》　キュマイラのエフェクト。渾身の力で、大ダメージを与える。

《マグネット・フォース》　ブラックドッグのエフェクト。行動済みであってもカバーリングを行える。

《ミラー・コート》　エンジェルハイロゥのエフェクト。光を操り、〈ＲＣ〉で攻撃を回避する。

《御使いの声》　エンジェルハイロゥのエフェクト。リアクションにダイスボーナスを得る。

《鏡の盾》　エンジェルハイロゥのエフェクト。受けたダメージの半分を相手に返す。

《マインドエンハンス》　一般エフェクト。【精神】【社会】のクリティカル値を低下させる。

《黒き明かり》　エンジェルハイロゥのエフェクト。ダメージと同時に目眩を与える。

《砂の刃》　モルフェウスのエフェクト。砂を刃状にし、射撃攻撃を行う。

《サポートデバイス》　モルフェウスのエフェクト。能力値を使用した判定にダイスボーナスを与える。

《シャイン・ブレード》　エンジェルハイロゥのエフェクト。ダメージを上昇させる。

《クリスタライズ》　モルフェウスのエフェクト。対象を結晶化させ、ダメージを上昇させる。

《ショックアブソーブ》　一般エフェクト。宣言することで、ダメージを低下させる。

《魂の練成》　モルフェウスのエフェクト。死から蘇ることができる。

《かりそめの剣士》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。白兵攻撃を行う。

《渇きの主》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。装甲値を無視し、ＨＰを吸い取る。

《光の守護》　エンジェルハイロゥのエフェクト。ダメージを無効にすることができる。

《破壊の爪》　キュマイラのエフェクト。素手に鋼の刃のような破壊力を与える。

極楽も　地獄も先は～　上杉謙信の辞世の句である。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆「かくて女子高生、旅立つ」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　激げき戦せんの末、四人は神に勝利した。

　だが、魔界十字軍との戦いは、まだ始まったばかりである。




ＧＭ：さて、全員、自じ律りつ判定にも成功したところでエンディングだ。かくして、ヴィーナス謙信は滅ほろび去さり、恐おそるべき〝日本ローマ化計画〟は頓とん挫ざしたわけだが……。

一同：にほんろーまかけいかく!?（爆笑）

浄ノ進：一言も言ってねぇだろそんな計画ッ！（笑）

才蔵：初めて聞いたよっ！

イクフサ：ローマに謝あやまれ！

ＧＭ：だあっ！　つい、うっかり口をついて出た言葉を、そう責せめないでくれ。

浄ノ進：ツッコミいれずにいられるか（笑）。

真弓：（突っ伏して笑っている）

ＧＭ：真弓、大丈夫？

真弓：（笑いをおさえつつ）な、なんとか。と、ところで……勘助たちはどうなったんでしょう。

ＧＭ：うむ。ローマ化した勘助や村人たちは、本来の姿を取とり戻もどし正気に返る。

真弓：よかったー！

ＧＭ：ほどなくして、勘助が君たちを見つけ、駆かけ寄よってくる。「見つけたッス！　お～い、拙せつ者しやを置いて旅立たれるとはひどいッスよ～」

才蔵：む、確たしかに元の勘助でござるな。じゃあ、戻もどってきたところを、いきなり頭をポカッとはたく。心配かけおって、このボンクラ！

ＧＭ：「い、いきなり何を？　朝、目が覚めたらいなくなっていた上に、この仕打ちとは！」……どうやら、ローマ化してる間の記き憶おくはないようだ。

浄ノ進：あんな記憶、むしろ覚えてない方がよかろう（笑）。

才蔵：まぁ、道すがらたっぷりと教えてやるでござるよ。

イクフサ：ワシは、勘助にみんなの注意が集まってる間に、姿を消そうとするぞ。

真弓：あ。じゃあ、それに気づいて止めたいな。……あれれ、イクフサどこに行くの？

イクフサ：魔界十字軍はブチのめした。おめぇらとじゃれあう趣しゆ味みはねぇ。

真弓：そっか。……ありがとうね、守ってくれて。

イクフサ：フン。ワシは、邪魔する奴が大でえ嫌きれぇなだけだ。今回はたまたま手を組んだが、仲間になったわけじゃない。

真弓：むむ～……。

イクフサ：そうだ、思い出したぞ。ワシはそもそも、オメェを喰ってやろうとしてたんだっけな。喧嘩のあとには腹が減ってしょうがねぇ。

真弓：まだ諦めてなかったの!?（笑）

イクフサ：おうよ。妖怪の執念深さを甘くみるな。




　真弓を睨みつけ、間合いを詰めるイクフサ。

　だが、そこにふたつの影が割り込む。

　浄ノ進と才蔵であった。




浄ノ進：おおっと、待てイクフサ。真弓様に手を出すつもりか？

才蔵：であるならば才蔵たちも相手をするでござるよ。

イクフサ：むむむっ。

真弓：待ってよ、イクフサは冗談で言ってるんだよ。といいつつ、あたしの手にはいつの間にかトキジクの弓と矢が（笑）。

イクフサ：……ちっ、業腹だが、喧嘩の後で、オメェら三人を相手にするのはちと骨だな。

真弓：えへへ、わかってくれて嬉しいな。

イクフサ：だが、そのうち、きっと喰ってやるかンな！

浄ノ進：……真弓様、こやつ、やはり今のうちに退治しておくべきでは？

真弓：（少し考え込み）う～ん……。あ、いいこと思いつきました。ねぇ、イクフサ。あたし、どうやら魔界十字軍に狙われてるみたいなんだよね。

イクフサ：さして興味なさそうに鼻を鳴らす。それがどうした？　ワシには関係ねぇこった。

真弓：あたしがあの人たちにさらわれたりしたら、あたしを食べることができないねぇ。

イクフサ：ぬぬっ!?

浄ノ進：おお、それは上手い！（笑）

イクフサ：おいっ、オメェはワシが目をつけてんだよ！　他の奴に喰われるんじゃねぇ！

真弓：そうだねぇ。でも、魔界十字軍は強くて怖いからねぇ。あたし、もうダメかも。

才蔵：（感心したように）なんという巧妙な誘い受けっぷりでござろうか（笑）。

イクフサ：ええい、しばらく見張ってやる。あんな奴らに喰われたら承知しねぇぞ！

真弓：あはは。うん、わかった。見守ってくれるんだ。ありがとうね、イクフサ。

イクフサ：超ちよう凶きよう悪あくな怒いかり顔がおで怒ど鳴なり返してやる。勘違いすンな！　ワシは、ワシのためにやってるだけだ。馴なれ馴なれしくすンじゃねぇっ！!!

真弓：それでもいいよ。あなたがいると凄すごく心強いし。

イクフサ：やっぱりオメェは変だ。ワシの真の姿を見てビビらンどころか、心強いたぁな。

真弓：ニヤッと笑いながら、弓を目の前に持ち上げる。

イクフサ：そいつがありゃあ恐おそるるに足らずってか？　気に入らねぇ。

真弓：それだけじゃないけどね。って言いながら、弓は一いつ旦たん背せ中なかの方に隠かくします。

イクフサ：ん？

真弓：これからよろしく、イクフサ！




　屈くつ託たくのない笑みを浮かべる真弓。

　その表情が、イクフサの中で〝面おも影かげの君きみ〟と重なった。




イクフサ：（頭をかきながら）……変な女だ。仕方ねぇ、しばらく見み張はっててやろうじゃねぇか。

真弓：うん、頼たよりにしてるよ！




　───かくて、ひとつの戦いは終わった。

　だが、女子高生と大妖を巡めぐる因いん果がの糸車は巡めぐり続ける。

　すべての謎なぞを解とくため、四人の旅は始まったばかりなのだ。







◆Ending 02◆「覇は王おう、ほくそえむ」の段


Master Scene






　ネオ安あ土づち城じよう。

　その日、信長の下に「ヴィーナス倒れる」の報ほうがもたらされた。




ＧＭ：では最後にマスターシーンをひとつ。登場するのは、信長と蘭丸だ。

真弓：おおー。それは気になります。




　部屋の四よ隅すみに炎柱が燃もえ立たち、床ゆかに敷しき詰つめられた炭は赤々と熱を放っている。

　その様、まさに炎えん熱ねつ地獄。

　中央で、胡こ床しように悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけるのは信長。

　肌はだには玉のような汗あせが浮うかぶも、火傷やけどひとつ負ってはいない。

「……ぬるいな。本ほん能のう寺じの炎に比くらぶれば、涼すず風かぜの如くよ」




浄ノ進：なんだその超ちよう人じん演出。

ＧＭ：ちなみにこれは信長の入浴シーンだったりする。……それはさておき、そこに涼すずやかな声が響ひびく。




「ヒュドラ様に続き、ヴィーナス様もおかくれ遊ばしました」

　声の主は、森蘭丸。

　いつの間にか、灼しやく熱ねつの浴場に姿を現あらわしていたのだ。

　美び貌ぼうの小こ姓しようの涼すずやかさの前には、熱と炎も近づくことをはばかっている。

　蘭丸の報ほう告こくに、信長は愉ゆ快かいそうな声を上げた。

「女子高生おそるべし、か……。して、名前はなんと言ったか？」

「……真弓。天野真弓、にございます。」

　蘭丸の口元には、うっすらとした笑み。

　込こめられた感かん情じようは、歓喜、期待、あるいは嘲ちよう笑しようか。

「蘭丸……いやさ、ロキ。楽しゅうなってきたな」

「御ぎよ意い」

　炎の覇王と、混乱もたらす神の名を持つ美び童どう、ふたりの不気味な笑声が重なった。

　彼らの思おも惑わくが奈な辺へんにあるのか……知る者は、いない。







ロキ　北欧神話に登場する虚偽の神。ラグナロクにおいて、オーディンたちと敵対した。













s






　　　PREPLAY




　そんなこんなで、第一話の収しゆう録ろくは無事に終わった。

　爆ばく笑しように次ぐ爆笑、ジェットコースターのような勢いきおいで押おしたこともあり、〝ジパングステージ〟というカオスな戦国時代のノリは存ぞん分ぶんに堪たん能のうしてもらったようだ。

　だが、肝かん心じんなのは、ここからである。

　ＰＣたちが、はっちゃけた状じよう況きように翻ほん弄ろうされるのではなく、みずから積極的に問題解かい決けつへと乗り出すような話にしなくてはなるまい。

　それに、なんつーかこう……心の絆きずなとそれが生み出すアンビバレンツでジレンマっぽいトラジディックなナイーブハートを描えがいてこそ『ダブルクロス』ってぇもんじゃないかしらどうかしら？（要約：ブッ飛び展てん開かいだけじゃなく、ちょっとイイ話をしてみたい）

　そんなこんなでシナリオを練ったり、ルールブックやサプリメント群ぐんとにらめっこしたり、一話の音声を聞き返したりして過すごすうちに時は流れ───そしてセッション当日。




ＧＭ：それじゃ、皆みなも揃そろったところで第二話を始めようかね。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす!!




●天野真弓用ハンドアウト

　ロイス：山本勘かん助すけ　　　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：不安

　君たちは情じよう報ほう収しゆう集しゆうや物ぶつ資しの補ほ給きゆうをする為ため、一路、甲こう府ふへと向かった。

　目指すは、かつて武たけ田だ信しん玄げんが居いた躑躅つつじヶが崎さき館やかたの城じよう下か町まち。

　そこは勘助の故こ郷きようでもあるのだという。

　そういえば、彼かの女じよはどうしてこんな危き険けんな旅をしているのだろう。

　勇太と同じ年とし頃ごろであるせいか、彼女にはできるだけ危険な目に遭あわせたくないものだ。




ＧＭ：そんなわけで、真弓には勘助のシナリオロイスをプレゼント。

真弓：……これはつまり、勘助が今回のヒロインってことですか？

ＧＭ：いかにも。大事にしてあげてね（笑）。

才蔵：温おん泉せん見つけて、あとはローマっぽくなって寝ねてただけのキャラが出世したなぁ。

浄ノ進：急にクローズアップされると、なんだか死の予感が（笑）。

ＧＭ：ああ、それは君たちの頑張り次第なんでよろしく。

真弓：ひぃっ！　勘助、可愛かわいいんで頑がん張ばって守りますっ。




●イクフサ用ハンドアウト

　ロイス：骸むくろ火び　　　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：隔かく意い

　あの変な弓のせいで、君ともあろうものが小こ娘むすめの用よう心じん棒ぼう代わりだ。

　仏ほとけ心ごころで旅芸人の一いち座ざを襲おそって飯を調達してやろうとすれば、女は弓を射い掛かけてくる始末。

　そこで判はん明めいしたことなのだが、どうやら君は〝トキジクの弓〟に逆さからえないらしい。

　真弓が怒おこると弓が輝かがやき、たちまち君は身体を縛しばられ動けなくなってしまうのだ！




一同：おおおおおっ!?

真弓：え、あたしの弓にそんなすごい力が？（笑）

ＧＭ：うん。イメージ的には、西遊記の三さん蔵ぞう法ほう師しと孫そん悟ご空くう。真弓がトキジクの弓を掲かかげて念じると、イクフサは動けなくなる。

真弓：すごい……けど、細野さんはＯＫなの？

イクフサ：うん。事前に相談受けて、面白そうなんで承しよう諾だくした。

ＧＭ：一話の絡みを見て思いついたんよ。悪さしようとするイクフサと、それを強引に止められる真弓という構図は、なかなかいいかなぁと。

浄ノ進：なんという後あと付づけ設せつ定てい（笑）。

ＧＭ：いいのさ。それが面白くて、参加者の合意を得られるなら後付上等！

真弓：言い切った（笑）。

浄ノ進：お、おう。確かにそれは同意せんこともない。

ＧＭ：以後、トキジクの弓の機能はシナリオの進行に従したがい、予告なく変へん更こうされる場合があるので御ご了りよう承しようください（笑）。んで、ハンドアウトの続きを読もう。




　どう仕返ししてやろうかと思案する君の前に、旧きゆう知ちの妖よう怪かいが姿すがたを現あらわした。

　奴やつの名は骸火。玄げん蕃ば狐ぎつね一族の総そう元もと締じめで、情じように厚あつく、人間ともそれなりに上手く折り合いをつけてきた大だい妖よう怪かいだ。

　久ひさしぶりに会う彼は、背せ筋すじが凍こおるような笑みを浮うかべつつ、興きよう味み深ぶかい話をもちかけてきた。

　なんでも、彼の仲間になればトキジクの弓を恐おそれる必要がなくなるのだという。




ＧＭ：ちなみに、玄蕃狐と、その棟とう梁りようである玄げん蕃ば之の丞じようについては実際に伝説が残っている。




　妖狐・玄蕃之丞の民話は、現げん在ざいの長野県塩しお尻じり付近に伝えられている。

　桔き梗きようケ原はらを根ね城じろとし、手下を引き連れて、あちらこちらで悪戯いたずらをする化け狐である。

　明治のころは、偽にせの駅の幻まぼろしを作って汽車を惑まどわせたという話もあるのだ。

　地元の人々から愛される狐で、今も夏には「玄げん蕃ばまつり」が開かい催さいされている。




一同：へぇー。

イクフサ：妖怪仲間か。……ふむ、こいつとは幾いく度ども命を賭かけた喧けん嘩かを繰くり返かえしてきたことにしておきたいな。どうだろう？

ＧＭ：いいんじゃないかな。必ずしも馴なれ合あうことを求めるハンドアウトではない。

真弓：で、そのライバルから「仲間になれ！」と誘さそわれるんですね。

イクフサ：条じよう件けんが実に魅み力りよく的てきだ。弓さえ怖こわくなきゃ、あんな変な女は一ひと吞のみにしてやる！

浄ノ進：こいつ……やはり危険だ（笑）。




●山住浄ノ進用ハンドアウト

　ロイス：イクフサ　　　ポジティブ：有為／ネガティブ：不信感

　奴は怪あやしい。どうにも信用できない。

〝奴〟とは、もちろんイクフサのことだ。

　奴を仲間とみなすか、あるいは隙すきを見て討うつべきか……。

　そろそろ見極めるべきときかもしれない。

　まぁ、手て懐なずければ心強い戦力には違ちがいないし、できれば味方にしておきたいものだ。




才蔵：一回も勝ったことないのに、すごい上から目線でござる（笑）。

浄ノ進：何が、「まぁ、手懐ければ心強い戦力には違いない」だ。我われながら超ちよう偉えらそう。

真弓：イクフサ、疑うたがわれまくってますね。

浄ノ進：あのハンドアウト聞いたあとじゃ、疑わざるを得ないでしょ。

イクフサ：そうじゃの。明らかに別行動とりそうだし。ワシだって疑うたがうわ（笑）。

浄ノ進：ふむ、大体了りよう解かいした。しっかりと見極めるとしよう。




●霧隠才蔵用ハンドアウト

　ロイス：武田信玄　　　ポジティブ：感服／ネガティブ：脅きよう威い

　甲府が誇ほこる躑躅つつじヶが崎さき館やかたの城下町。

　信玄亡なき後は、信長の家臣が治めていたはずだ。

　土と地ち勘かんのある勘助がいるとはいえ、十分、気を引ひき締しめていかねばなるまい。

　……だが、道中に出会った旅芸人たちは、驚おどろくべきことを噂うわさしていた。

　曰いわく、「武田信玄が還かえって来た」のだと




才蔵：ほう！　つまり、武田信玄・リターンズ！（笑）

浄ノ進：（しみじみと）あの信玄が、今回はどのようにいじられてしまうのだろう。

真弓：（思い出し笑いをしながら）ヴィーナス謙けん信しんは凄すごい変へん態たいでしたからねぇ。

ＧＭ：俺おれは謙信も信玄も大好きだぞ。戦国時代の英えい雄ゆうを面白半分で変態化させているように言わないでいただきたい。

イクフサ：どうみても面白半分だよっ！

ＧＭ：愚おろか者もの！　ミーの戦国武ぶ将しようたちに対する愛を感じ取れないザマスか!?

浄ノ進：なにがザマスだ。ヴィーナス謙信のどこら辺が愛なんだ？

ＧＭ：愛あればこそ変なものと混まぜ合あわせるの！　もう俺は胸むねを張はって言えるぞ！

浄ノ進：（生なま温あたたかい笑顔で）そうか、まぁ情じよう熱ねつだけは認みとめる（笑）。

才蔵：ここはやはり、在ありし日の信玄公その人と面めん識しきがあることにするべきでござろうか。

浄ノ進：……今は一五八二年だろ？　信玄が死んだのっていつよ？

ＧＭ：うむ。ちゃんと資し料りようを用意してある。（資料を確かく認にんする）……信玄公は一五七三年、つまり九年前に世を去られとります。

才蔵：つまり、この才蔵が四歳さい以前の頃ころ!?　さすがにそれはない（笑）。普ふ通つうに師し匠しようや文ぶん献けんから情報を得ていたということにしよう。




　ハンドアウトの確認が終われば、次は楽しいＰＣ成長の時間である。

　前回得た経けい験けん点を使用し、次なる強きよう敵てきに打ち勝つためのパワーアップを行なう一同。




▼真弓の成長

ＧＭ：それでは真弓から成長報ほう告こくをお願いします。

真弓：はい。まず、《クリスタライズ》のレベルを１から２に上じよう昇しようさせました。

ＧＭ：侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％以上になったときの攻こう撃げき力りよくが増ぞう加かしたね。

真弓：ええ。《レインフォース》を１レベル取ったんで、普ふ段だんの攻こう撃げき力も少し上昇してます。自分の力の使い方に慣なれて、より強い矢を生み出せるようになった感じ。……最後に、趣しゆ味み的てきエフェクトとして《ヴィークルモーフィング》を１レベル。

ＧＭ：渋しぶいのを取ったなぁ。練成する乗り物は、やっぱ馬？

真弓：ううん、自転車（笑）。

一同：自転車！

真弓：そう、戦国時代なのに自転車で駆かける女子高生って絵になりません？

イクフサ：むう、確かにイケるか、な。

真弓：才蔵や勘助を後ろに乗せて、こう「バーッ！」と漕こぐの。

才蔵：なにやら楽しげな光景でござる。才蔵の健けん脚きやくよりも速い！

浄ノ進：戦国時代を、女子高生が乗った自転車が駆かけ抜ぬける……すごい絵面だ（笑）。

ＧＭ：２ケツ、つかふたり乗りは道交法違反じゃないか？（笑）

真弓：そこはそれ、戦国時代ってことで見逃してください（笑）。




▼イクフサの成長

イクフサ：次はワシの番か。まず、《鬼おにの一いち撃げき》を３レベルに。これで、侵蝕率が[image: ]％未満のときでもクリティカル値ち７で攻撃できる。

ＧＭ：ピュアブリードの強みだな。

イクフサ：そして、《フルパワーアタック》を２レベルにして攻撃力強化。更さらに、一いつ般ぱんエフェクトから《クイックダッシュ》を取ってみた。

ＧＭ：ほほう。セットアップセグメントで移い動どうするエフェクトか。

イクフサ：マイナーアクションで《完全獣化》や《破は壊かいの爪つめ》を使うと、移動が出来ないからな。

真弓：なるほど。セットアップで敵てきボスにエンゲージしておけば、一手遅おくれずにすむね。




▼浄ノ進の成長

浄ノ進：私わたしは、まず《血の絆》を取得。これで、作成した従じゆう者しやをシーンが終わっても維い持じし続けることができる。

真弓：ずっとボディガードとして人形がくっついてる（笑）。

浄ノ進：そういう使い方ももちろんＯＫ。そして、《フルインストール》を２レベル、《赫あかき剣けん》を１レベル。これで、ダイス数と攻撃力も確かく保ほだ。

ＧＭ：ＨＰが高い従者が《赫き剣》使うと、すごいダメージ源げんになるもんなぁ。恐おそろしい。

浄ノ進：まぁ、私本人は病弱なままですがね（笑）。




▼才蔵の成長

ＧＭ：そして最後に才蔵だ。

才蔵：ほい。敵てき方がたにオルクスがいた場合のことを考え、《支し配はいの領りよう域いき》を取ってみた。

ＧＭ：相手がオルクスならいい気になれるね。

才蔵：いなければ無む駄だになるだけだがな（笑）。《無む限げんの瞳ひとみ》を取ったんで、〈知覚〉の判はん定ていに強くなったでござる。演えん出しゆつ的には、お猿さるの佐さ助すけに偵てい察さつさせる感じ。

ＧＭ：少しずつ佐助が強化されてゆくのう。

才蔵：そして《復ふく讐しゆうの領域》。受けたダメージを相手にも与あたえる〝忍にん法ぽう・相打ち〟でござる！

ＧＭ：[image: ]％エフェクトか！

才蔵：いわゆる切り札ね。誰だれかをカバーリングして使用すればダメージ２倍でウハウハ！

真弓：でも、侵蝕率が４Ｄ10もあがっちゃう……。

才蔵：そこはそれ、根こん性じようで戻もどってくるでござる（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それでは、ＰＣ間ロイスをとってね。順番は前回と一いつ緒しよ。




　前回と同じく、話し合ってＰＣ間ロイスの感かん情じようを決定していく一同。

　まだ出会ったばかりということもあり、特に感情の変化は無かったようだ。




ＧＭ：さて、それじゃあ第二話を始めようか。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす！







躑躅ヶ崎館　現・山梨県甲府市内にある、武田信玄の居城。

《レインフォース》　モルフェウスのエフェクト。武器の重量を増し、攻撃力を上昇させる。

《ヴィークルモーフィング》　モルフェウスのエフェクト。乗り物を作り出す。

《クイックダッシュ》　一般エフェクト。セットアップで戦闘移動が可能となる。

《血の絆》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。従者をシーンを越えて維持し続けることが出来る。

《フルインストール》　ブラックドッグのエフェクト。生体電流を活性化し、様々な判定にダイスボーナスを得る。

《赫き剣》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。己の血液から武器を作り出す。

《支配の領域》　オルクスのエフェクト。領域を操作し、他者の攻撃を妨害する。

《無限の瞳》　オルクスのエフェクト。〈知覚〉判定にダイスボーナスを得る。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆「一行、甲か斐いを目指す」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　諏す訪わの地を後にした真弓たちは、甲か斐いの国くにの躑躅つつじヶが崎さき館やかたへと向かっていた。

　空は晴はれ渡わたり、夏の風が心地よい。

　旅をするには、実にありがたい気候であった。




ＧＭ：それではオープニング１のシーンプレイヤーは真弓。全員登場ね。

一同：はーい。

ＧＭ：てなわけで君たちは街道を進んでいる。勘助曰く、「このまま進めば明日には躑躅つつじヶが崎さき館やかたの城下町に着くッス。安全な場所で、マトモな飯にありつけるッスよ」

真弓：勘助は、この辺り詳くわしいの？

ＧＭ：「はいっ。何しろ、拙せつ者しやの実家もございますれば！」

真弓：実家？

才蔵：勘助、お主、家族がおったのか？

勘助：「父は戦で亡なくしましたが、躑躅ヶ崎には母と幼おさない弟妹がいるッスよ」

真弓：幼い弟妹って……勘助だって、まだ子こ供どもじゃない。苦労してるんだなぁ。

ＧＭ：だが、勘助は屈くつ託たくない笑顔で首を振ふる。「いやいや！　拙者、ぶきっちょッス。武ぶ芸げいはからきし、料理や洗せん濯たくも不得手。せめて祖そ父ふと父から習った兵法や学問で身を立てたいと思い、家を飛び出しただけッス」

才蔵：（頷うなずきつつ）人に歴史あり、でござるなぁ。

真弓：そういえば勘助って、本名はなんていうの？

ＧＭ：「んん～。それは秘密ッス。今は兵法家・山本勘助として生きておりますれば、何か功こう績せきを成なし遂とげるまで、元の名は封ふう印いんしてるッス！」

真弓：なるほどね。

浄ノ進：若わかいのに見上げた心意気だ。

才蔵：おい浄ノ進。この才蔵も、若い身空で頑張っておるぞ。褒ほめてもよいでござるよ。

浄ノ進：（じっと才蔵を見て、目を逸そらす）君は、まあ……うん、頑張ってるんじゃないかなぁ（[image: ]誠せい意いのない口調）。

才蔵：言葉に心が込もってないでござる！（笑）

イクフサ：ワシは、じゃれあってる真弓たちの後ろの方を歩きながら糒ほしいをポリポリと齧かじってる。あぁ、腹はらが減へりよったわい。

浄ノ進：ではそれを聞きとがめて、くるりと振ふり返かえる。……よもやお主、人を襲って喰くおうなどとは考えておらぬだろうな。

イクフサ：ンなこた考えてねぇよ。でもよぉ、こうも腹がへってはかなわんぜ。

浄ノ進：それはこちらも一緒だ。そもそも、お主は飲まず喰くわずで岩の下で生きておったそうではないか。

イクフサ：それとこれとは話が別だ。おい山住、テメェの食い物も寄よ越こせ。

浄ノ進：何を言うか。私を殺す気か？　私は少しの絶ぜつ食しよくで死ぬぞ（笑）。

真弓：じゃあ、あたしがカバンやポケットをゴソゴソして適てき当とうなお菓か子しでも探さぐってみます。

ＧＭ：その程てい度どなら別に持ってても不思議じゃないな。好きな物にしていいよ。

真弓：（少し考えて）じゃあ飴あめにしよう。




　ややあって、真弓が取り出したのはフルーツ味のキャンディであった。

　包み紙には「スパークリング！　ハジケる美味しさ！」と記されている。

　口中で発はつ泡ぽうする刺し激げき性せいの飴だが、言葉の意味を解かいする人間は真弓のほかにはない。




イクフサ：あんじゃこりゃぁ。くんくん嗅かいでみるが……毒じゃあなさそうだな。

真弓：飴だよ。美味しいよ。これあげるから、人食べたりしちゃダメだよ！

イクフサ：小煩い女だ。いぶかしげな顔をして、口に放ほうり込こむと……あ！　あ、甘いっ！　しかも、なんだかシュワシュワするっ！（笑）

真弓：ほかのみんなにも勧すすめます。どうぞどうぞ。

浄ノ進＆才蔵：ういっす。

ＧＭ：勘助は、しばらくは刺し激げきに目を白黒させているが、それに慣なれると眼めを輝かがやかせて喜ぶ。「美味しいッス！　真弓様の時代には、このような菓か子しがあるッスか！」

真弓：コンビニ……ええと、お店で売ってる普通のお菓子だよ。

ＧＭ：「やはり高い物で？」

真弓：ううん。子供でも買える程度。

ＧＭ：勘助は目を細めてムニムニと飴を舐なめつつ、感じ入ったように呟つぶやく。「真弓様の時代はなんと豊ゆたかなことか。……このような美味、家族にも食べさせてやりたいッス」

真弓：うんうん、全部あげるよ！　袋ふくろごと渡わたしちゃおう。

イクフサ：じゃあ、その袋に手を突つっ込こんで、ゴソッと横取り。

真弓：イクフサー!?（笑）

ＧＭ：「ああっ、せっかくの飴あめ玉だまが！」と勘助は情なさけない悲鳴を上げる。

イクフサ：あー？　確かにうめぇけどよ、腹の足しにはならねぇなぁ。ボリボリ。

ＧＭ：では、ここらで軽いイベント。イクフサは街道の先に興味深いものを発見するよ。




　街道の脇わきに生えた大たい樹じゆの陰かげに、男女織おり交まぜて六、七人の姿。

　旅芸人やら行商人、歩き巫女みこ……定住せずに漂ひよう泊はくを続ける職しよく能のう者たち、いわゆる〝道々の者〟である。

　焚たき火びに大おお鍋なべをかけ、なにやら調理している。




イクフサ：（ハンドアウトを見る）……なるほど。おい、真弓。このワシは、妖怪の中では義ぎ理り堅がたいことで有名だ。

真弓：とてもそうは思えない……。

イクフサ：話の腰こしを折るな。だから、義理堅いワシは、この飴玉の借りを今すぐ返してやるっつってんだよ。

真弓：え？

イクフサ：なぁに、すぐに済すむ！　ぴょーんと跳ちよう躍やくして、一気に旅人どもに近づこう。

ＧＭ：旅人たちが平和に御ご飯はんを食べようとしているところへイクフサが……あー、一いち応おう訊たずねるけど、人間の姿だよね。

イクフサ：一応。だが、明らかに凶きよう悪あくな野の武ぶ士しに見えるだろうな（笑）。

ＧＭ：では、旅人たちは一いつ斉せいに震ふるえ上あがる。「ヒィィィッ！」　一番年長と思しき旅芸人の男が、声を震ふるわせながら頭を下げる。「お、お金は差し上げます。どうか命ばかりは……」

イクフサ：あー？　いや、そういうのはいいから。飯、寄越せ。

ＧＭ：命じるなり、即そく座ざに鍋なべをイクフサの方へと差し出すよ。

イクフサ：こいつを振ふる舞まってやりゃあ、あいつらもワシに恩おん義ぎを感じるだろう。

真弓：では、そこへ思いっきり走って駆かけつけます。イークーフーサー！

イクフサ：おう、真弓。ほれ、飯が調達できたぞ。

真弓：…………。黙だまって弓を構かまえる。

イクフサ：おいっ！　そ、そうか、わかった！　全部おめぇにやる！（笑）

真弓：違ちがうっ！　そういうことじゃないのっ！　人の物を取とったりしたらダメでしょ！




　そのとき、真弓の怒ど気きに応おうじたかのように、トキジクの弓が淡あわい光を放った。

　光に当てられたイクフサは、たちまち全身が痺しびれ、木偶でく人形のように倒たおれてしまう。

[image: ]




イクフサ：ぐがっ！　せっかくオメェのために……と、いいかけたところでブッ倒たおれる。

真弓：じゃあ、旅の人たちに近づいて、ぺこりと頭を下げます。……ごめんなさい。連れがとんだ粗そ相そうをしまして。

ＧＭ：「は、はぁ」

才蔵：才蔵たちも、そこで追いつくでござる。……かの大妖も、こうなっては飼かい犬と変わらんでござるなぁ。

イクフサ：むがー！

浄ノ進：まったくしょうのない奴だ。旅芸人の方々、お怪我けがはありませんでしたか？

ＧＭ：「怪我というか、何がなんだか……。ともあれ、そこの珍ちん妙みような服を着た娘むすめさんに助けてもらったのは確たしかなことじゃて」芸人たちは揃って真弓に頭を下げる。

真弓：あわわ。あの、元々は旅の仲間がしでかしたことですし！」

ＧＭ：「……この道を行かれるということは、躑躅ヶ崎の方へ行きなさるのかね？」

真弓：あ、はい。そうみたいです。

ＧＭ：「ふぅむ。わしらも直ちよく接せつ行った訳わけではないから確かなことはわからんが……躑躅つつじヶが崎さきの方は大変なことになってるらしいよ」

真弓：大変なこと？

ＧＭ：「なんでも、夏とはいえ、その暑さが異い様ようなほどだそうで。雨もぜんぜん降ふらず、植物がどんどん枯かれているらしい」

才蔵：……のう浄ノ進、なにやら嫌いやな予感がせぬか？

浄ノ進：（こくりと頷うなずく）確かに。もしや、あの魔ま界かい十字軍が……。

ＧＭ：「そうそう、私たちも噂で聞いただけなんだがね、なんでも武田家の〝お館様〟が躑躅つつじヶが崎さき館やかたにお戻もどりなさったそうだよ」

一同：えっ!?

真弓：武田のお館様って……もしかして……。

ＧＭ：初老の旅芸人は、君たちの驚おどろきをよそに言葉を続ける。「武田のお館様といったら、あの御お方かたしかいなかろう？」




　老人の口調には、何かを懐なつかしむような響ひびきがあった。

〝遠い昔に失われたものが戻ってきた〟……そんな響きである。

　続く言葉は───

「……そう。あの、武田信玄様だよ！」







《復讐の領域》　オルクスのエフェクト。受けダメージを相手にも返す。

父は戦で亡くし……　山本勘助（初代）の息子・勘蔵は二十という若年で戦死している。三代目勘助は、その子という設定。











◆Opening 02◆「妖よう狐こ、あらわる」の段


Scene Player ─── イクフサ






　甲府入りを明日に控ひかえた夜。

　イクフサは寝ね静しずまる真弓たちの下を抜ぬけ出だし、森の奥おくで憂うさを晴らしていた。

　早い話が獣相手の大おお喧げん嘩かだ。

　もっとも、彼の相手になる奴など、そうそういないのだが。




ＧＭ：では次のシーンプレイヤーはイクフサ。時じ刻こくは、先ほどのシーンと同日の夜、みんなが寝ね静しずまった頃だ。

イクフサ：こっそり抜け出して、森の奥で熊くまでも倒たおしてカッ喰くらっていよう。昼間の屈くつ辱じよくを思い出してウガーって吠ほえたりしながら。

真弓：なんてワイルド（笑）。

ＧＭ：そうしていると、君の眼がん前ぜんに幾いくつかの炎ほのおの玉が次々と浮うかび上あがってゆく。明らかに魑ち魅み魍もう魎りようの類だ。

イクフサ：あン？　人ひと魂だまかぁ？

ＧＭ：その炎は揺ゆらめき、聞き覚えのある声を発する。「くくくっ。見たぜ見たぜイクフサ。お前ともあろう者がだらしないことだなぁ」

イクフサ：……消えな。ワシは大たい層そう機き嫌げんが悪い。

ＧＭ：「そういってくれるなよ、知らぬ仲じゃあるめぇし」中ちゆうに浮うかぶ無数の炎が渦うず巻まき、やがて巨きよ大だいな狐の姿をとる。背せに髑髏されこうべのような模も様ようを背せ負おった化け狐、骸むくろ火びだ。

イクフサ：久しぶりじゃねぇか骸火。今日はオメェひとりか？

ＧＭ：「まぁ、な」

イクフサ：「信州を根城にするオメェと、甲こう州しゆうで会うとはなぁ。ここで会ったも何かの縁えん、ひとつ、殺し合いといくか？」獰どう猛もうに笑いながら、拳こぶしを握にぎってみせる。

ＧＭ：「いやいや。それも悪くは無いが、今日は趣おもむきが違う。お主に、面白い話を持ってきてやったぞ」

イクフサ：面白い話、だぁ？

ＧＭ：「ああ。……しかし、それにしても小娘の尻しりに敷しかれるとは情けない情けない。あの弓がそんなに怖こわいか？」

イクフサ：（あからさまに動どう揺ようした様子で）怖いだぁぁぁ？　ンなわけねぇだろ！

ＧＭ：「隠かくすな隠すな。見てればわかる」

イクフサ：テメェのいう〝面白い話〟ってなぁ、それか？　だったら丁度いい、憂うさ晴ばらしに殺してやろうじゃねぇか！

ＧＭ：いきり立つイクフサを制せいするように、骸火は長い尻尾しつぽをゆらゆらとゆする。「まぁ待て。要は、あの弓の力がお前に通用しなくなればよいだけの話だろう？」

イクフサ：…………。目を一いつ瞬しゆんギラつかせるが、何も言わない。

ＧＭ：「俺の仲間になれ。そうすりゃトキジクの弓をなんとかしてやるぞ」

イクフサ：……ふン。話がうますぎるぜ。

ＧＭ：「今すぐ答えろたぁ言わんよ。ま、あの弓がどういう代物か、もっと調べてみることだな。そうすりゃ、自ずと答えも決まるってもんさ」

イクフサ：おい骸火、テメェ、何を知ってやがる？

ＧＭ：「色々と、な。……さて。お前らは躑躅ヶ崎に向かっているのだろう？　そこで改めて答えを聞くとしよう。あばよ」次の瞬しゆん間かん、骸火の身体は無数の炎へと変じ、燃もえ尽つきるように消え去る。周囲は暗くなり、君だけが残される。

イクフサ：奴が消えた中を睨にらみつけながら、ぼそりと呟く。あの弓をどうにかできるだと？　そいつぁ面白い話じゃねぇか。




　───あの弓さえなければ、真弓は無力で美味そうな小娘に過すぎない。

　骸火の話に乗るか、突つっぱねるか。

　しばし瞑めい目もくし、考かんがえ込こむイクフサ。

　やがて、口元に凶きよう猛もうな笑みが浮うかんだ。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆「真弓、熱ねつ砂さの国に到とう着ちやくす」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　大地に広がるのは、白い砂さ丘きゆう。

　砂丘を貫つらぬき流れるのは、母なるナイルを髣ほう髴ふつとさせる大たい河が。

　その岸辺には、背せの高いパピルス草が生おい茂しげる。

　日本の夏を遥はるかに超ちよう越えつする熱さと、乾かん燥そうした空気。

　躑躅ヶ崎は、夏まっさかりであった。




ＧＭ：はい、てなわけでミドルフェイズ最初のシーンは、灼しやく熱ねつの躑躅つつじヶが崎さき館やかたに到着したところから始まる。全員登場だ。

真弓：って、灼熱？　砂丘？

イクフサ：（ぽつりと）まさか、エジプト……？

ＧＭ：武田信玄たけだ・しんげんの居きよ城じよう、躑躅ヶ崎館があるとされている場所には、一ひと際きわ巨きよ大だいな四し角かく錐すい型の石の塔とう……まぁ、ようするにピラミッドが建っている。

真弓：ピラミッドー!?（爆ばく笑しよう）

浄ノ進：（素すに戻もどって）すごい、きみくんの予想通りだっ！

イクフサ：嬉しくねぇぇぇっ！（笑）　……しかし、ワシは俗ぞく世せに疎うといからよぅ知らぬが、甲こう州しゆうとはこういうトコなのか？

浄ノ進：東国出身の私わたしが断だん言げんするが、絶ぜつ対たいに違ちがう（笑）。

真弓：勘かん助すけ的には、ここはどうなのかな？

ＧＭ：勘助は、辺りを見回しながら「これは……。いったい何が起きているッスか」とつぶやいてる。なお、ピラミッドを中心に円形に砂さ漠ばくが広がり、それを取とり巻まくようにして日本風の城じよう下か町まちが広がっている。

浄ノ進：あからさまに、ピラミッドが諸しよ悪あくの根こん源げんだっ！（笑）

才蔵：しかし、あの奇き妙みような塔には一体いかなる意味があるのでござろうか。

真弓：あのね、エジプトって国があって……。

一同：えじぷと？

真弓：うん。そこの大昔の王様が作らせたのが、あの建物。ピラミッドっていうの。

一同：ぴらみっど？

真弓：……これってば、やっぱりお約束なんですか！（笑）

才蔵：うむ、様式美というものでござる。頑がん張ばってください、現げん代だい人じん。

浄ノ進：タイムスリップものには必要ですよ。このやり取り。

イクフサ：やっと仲間に入れたわい。嬉うれしい（笑）。

浄ノ進：……して、ピラミッドとはつまり、古こ墳ふんのような物ですか？

真弓：その解かい釈しやくで正しいと思う。……今、目の前にあるアレの正体がタダのピラミッドだとすれば、だけど。

才蔵：今度の敵てきはエジプト神でござるか。あ、もちろんキャラ自身はそんなことはまったくわからないわけだが（笑）。

真弓：はっと気づくと、浄ノ進さんの馬にどんどんコブができていってるとか。

一同：それだーっ！（爆笑）

ＧＭ：こないだはペガサスになって、今度はラクダか。落ち着かない馬だなぁ。

浄ノ進：最初にペガサスとか言い出したのはおまえだっ！（笑）

ＧＭ：お、おお。すまんのう。

イクフサ：でも、どんな場所に到着したかは馬を見ればすぐにわかる。便利だ。

浄ノ進：だからって、人のアイテムのテクスチャをぽんぽん変えるな（笑）。

ＧＭ：ま、それはともかく。さらに遠くの方から地じ響ひびきが伝わってくるのを感じる。方角的に、ピラミッドの方向だ。

真弓：なんだろう。そちらに目を凝こらしてみます。

ＧＭ：うむ。そこで君が目にした光景は───




　砂の大地に、丸太が平行に敷しき詰つめられている。

　その上を、見上げる程ほどに巨大な、立方体状の石が滑すべるようにして運ばれてゆく。

　運んでいるのは人間たちだ。

　過か酷こくな労働だが、皆みな、顔には幸せそうな笑みを浮うかべている。




ＧＭ：監かん督とく官かんと思しき男が「運べー！　信玄様の御おん為ためじゃー！」と叫さけぶと、人々は笑顔で「ああ、信玄様の為ために石を運べるなんて幸せだー！」と石引き縄なわを持つ手に力を込こめる。

才蔵：ぶははははっ！（爆笑）

イクフサ：あー、わかるわかる！　子こ供どもの頃ころに読んだ歴史学習漫まん画がで、ピラミッド建けん築ちくの場面でこういう奴ど隷れい労働が描えがかれてた！

浄ノ進：どんだけディストピアなんだよ、ここ！（笑）

真弓：まさか、あのピラミッドって、わざわざ人の手で作らされてる？

浄ノ進：労働力は、もっと大事に丁てい寧ねいに使った方が遥かに効こう率りつ的てきなんだぞー（笑）。

ＧＭ：これはどうでもいい雑ざつ学がくだが、史実におけるピラミッド建けん設せつは雇こ用ようのための公共事業だったらしいね。だから、過酷な奴隷労働ってほどのことはなかったみたい。

イクフサ：見れば、労働者はパンとビールを与あたえられていたりとかありそうだ。

才蔵：これは……間ま違ちがいなく魔ま界かい十字軍、でござるよなぁ。

浄ノ進：疑うたがう余よ地ちもない。それも、先日の上杉謙信うえすぎ・けんしんに引き続き、今度は武田信玄という大物。

ＧＭ：それを聞いた勘助は、慌あわてて首を振ふって否ひ定ていする。「まさか！　かの偉い大だいな信玄公が、魔界の者に魅み入いられるとは考えられないッス！」

一同：（揃そろって首を振ふる）いやいやいや！（笑）

才蔵：勘助。いかな英えい雄ゆうをも死の国より蘇よみがえらせ、あまつさえ彼かれらを変へん貌ぼうさせるのが魔界十字軍の悪あく辣らつなところなのでござる。

ＧＭ：「むむぅ……でも、みんな笑顔ッスよ？」

才蔵：あんな重労働させられて笑顔なことこそオカシイって気づけ！（笑）

浄ノ進：ここは魔界十字軍の勢せい力りよ圏くけ内んないか。あまり外でうろちょろしていると危き険けんですね。

真弓：勘助、ここに家があるんだよね？

ＧＭ：「は、はいッス！　とりあえず、我わが家やに案内いたします」かくして、勘助は城下町にある山本家の屋や敷しきへと君たちを連れて行くわけだが……。




　案内されたのは小ぢんまりとした屋敷であった。

　ここにはまだエジプトの影えい響きようはさほど及およんでいないらしく、建物も庭もごく普ふ通つうの和様のものであった。

　質しつ素そな作りだが、住み心地はよさそうだ。

　だが、そこに住人の気配はない。

　生活の調度品はそのままに、勘助の家族だけが消え失せていたのだ。




ＧＭ：「母はは者じやや弟てい妹まいたちは一体どこへ……」と、さしもの勘助も持ち前の明るさを失い、目に見えて落おち込こんでいる。

真弓：うう、可か哀わい相そう。頭撫なでて落ち着かせます。なにがどうなってるんだろう。

才蔵：内部に荒あらされたような跡あとはないでござるな？　ふむぅ。この地を覆おおっている怪かい異いと繫つながりがあるのでござろうか。……これイクフサ。

イクフサ：ああン。なんだチビッ子。

才蔵：まずは色々と調べんことには埒らちが明かんでござる。ほれ、ひとっ走り周辺を偵てい察さつしてまいれ、と高こう圧あつ的てきに命令（笑）。

イクフサ：高圧的か。なら、こちらも乱暴に拒否するぜ。なんでテメェが命令するんだよ！

才蔵：同じ真弓様に仕える者でも、拙せつ者しやは滅ほろびたとはいえ伊い賀が忍にん軍の上忍。妖よう怪かい風ふ情ぜいとは格かくというものが違うのでござる。

イクフサ：〝格〟がなんだってぇ？　と、帯を持ってひょいっと持ち上げてやる（笑）。

才蔵：これ、やめろ、持ち上げるなー！（[image: ]ジタバタする）

真弓：ふたりともやめてよー。今は喧けん嘩かしてる場合じゃないでしょ！

イクフサ：一いつ瞬しゆん、真弓にガンつけるが、視し界かいの隅すみに例の弓が入るんで、おとなしく手を離はなす。ちっ、わーったよ。

浄ノ進：さて、真弓様。これからいかがいたしましょう。

真弓：え？　だって、これ、何とかしないと……。

浄ノ進：お気持ちはわかります。ですが、ここは一いつ刻こくも早くこの地から離はなれるべきかと。

真弓：そんな！

浄ノ進：（遮さえぎって）謙信と同様、信玄も魔界十字軍に堕おとされたのでしょう。さすれば、我われ々われの脅きよう威いになるは必ひつ定じよう。真弓様にとって真に肝かん要ようなことは、勇太殿どのに会うべく信長のもとに行くことのはず。……ここで真弓様の身に何かあれば、日本に降ふりかかる災わざわいを取とり除のぞくことはできなくなります。

真弓：……でも、この異い常じよう事じ態たいだって、日本に降りかかってる災いのひとつじゃないの？

浄ノ進：うっ。それを言われると弱い。ちょっと引き下がる。

真弓：あたしは、帰る所がこんなになってたら凄すごく悲しいよ。浄ノ進さんもそうでしょう？

浄ノ進：私は、もはや故こ郷きようとの縁えんを断たち切きった身ゆえ、その問いには答えようがございませんが……どうしても、とおっしゃるのですね？

真弓：（こくりと頷うなずく）

浄ノ進：……わかりました。では、とりあえず情じよう報ほうを集めてから、改めて身の振ふりようを検けん討とうするということでいかがでしょうか？

真弓：うん。ありがとうね、無茶なこと聞いてくれて。

才蔵：殿との。この才蔵も故郷を滅ほろぼされた身。殿のお言葉、感じ入りました。

ＧＭ：勘助も、「真弓様ぁ……ありがとうございます。嬉しいッス！」と、嬉うれし涙なみだを流している。

真弓：よしよし。きっと家族は見つかるからね。

才蔵：何はともあれ、まずはこの地に起こっていることを調べるのが先決でござるな。

浄ノ進：だな。情報収しゆう集しゆうだ。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ここで一いつ旦たんシーンを閉とじ、情報収集シーンを始めよう。







ラクダ　エジプトのラクダなので、ヒトコブラクダと思われる。

ディストピア　フィクションで描かれる、極度の人権抑圧社会。理想郷（ユートピア）の反対。

パンとビール　古代エジプトではパンとビールがポピュラーな飲食物であった。











◆Middle 02◆「浄ノ進、金きん字じ塔とうを見る」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　甲こう府ふ盆ぼん地ちに広がる砂漠を、背に浄ノ進を乗せてラクダが進む。

　砂漠の中心には、高さ数十メートルに及およぼうかというピラミッド。

　今や、躑躅ヶ崎館周辺はエジプト魔界と化していた。




浄ノ進：〝エジプト魔界〟ってなんだー!!（笑）

ＧＭ：ああ、説明が足りなかったね。エジプト〝風の〟魔界です。

才蔵：恐おそろしいくらい説明になってないでござる。

浄ノ進：まぁいい、とりあえず情報収集をしよう。考えるのはそれからだ！

ＧＭ：それでは浄ノ進のシーンとしようか。

浄ノ進：調べたいことは……まず、あのピラミッド。それと、武田信玄についてと……。

イクフサ：トキジクの弓についても調べたいのう。

才蔵：あとは、躑躅ヶ崎館周辺についてと、織田信長おだ・のぶなが関係のことでござるね。

ＧＭ：あいあい、調べる情報と、その調査方法によって使用する技能が変わってくるよ。

浄ノ進：ふむ。じゃあ、ピラミッドについて調べよう。私は旅たび慣なれているので、ここらの領りよう民みんから言葉巧たくみに上手く聞き出したということでどうかな。

ＧＭ：なるほどね。なら、〈情報：噂うわさ話ばなし〉で判はん定ていしてみてくれ。

浄ノ進：はいな。【社会】は３、コネがあるので＋２して合計ダイス５個こ。

才蔵：結けつ構こうあるんだなぁ。つか、この才蔵より情報収集が優ゆう秀しゆうでござる。

浄ノ進：それでいいのか天才忍にん者じや（笑）。さて、判定の達成値ちは……９。

ＧＭ：ん、それだけあれば十分だな。では、領民曰いわく、躑躅ヶ崎館の跡に建こん立りゆうされた巨大な四角錐状じようの城は、武たけ田だ金きん字じ塔とう、または南なん蛮ばんの言葉でピラミッドと呼よばれているとのこと。

才蔵：武田……金字塔（笑）。

ＧＭ：ちなみに〝金字塔〟ってのはピラミッドの和名ね。で、彼らを治める殿との様さまである武田信玄こと〝おファラオ様〟は、金字塔の最深部にいるとのことだ。

一同：おファラオ様っ!?（爆笑）

真弓：〝お館様〟じゃないのーっ!?

才蔵：なんか、ピラミッドの奥おくでミイラ化してるイメージがある（笑）。

ＧＭ：「我われ々は、おファラオ様の城を作るお手伝いをしとるんじゃ。幸せじゃー、幸せじゃー」と、領民たちの表ひよう情じようは一様に不気味なほど幸せ一いつ杯ぱいだったりする。

浄ノ進：な、なんでそんなに幸せそうなんだ？

ＧＭ：精せい一杯働いた領民は城じよう内ないに招まねかれ、永えい遠えんの幸福を与あたえられるんだそうだ。

イクフサ：おい（笑）。

浄ノ進：（嬉うれしそうに）さ、なんだか怪あやしくなって参りました！

ＧＭ：……なお、招かれて戻ってきた者はひとりもいない。

真弓：ちょっ！（爆笑）

才蔵：死んでる！　絶対に死んでる！

イクフサ：それ、どう考えても中で殺されてるだろっ！

浄ノ進：うむむむむ……。これは、１・騙だまされてる、２・洗せん脳のうされてる、３・笑顔を強きよう制せいされてるのどれかなんだろうなぁ。

ＧＭ：領民たちは特に虐しいたげられたりはしていない。普通に労働をしているだけのようだ。

浄ノ進：むむむ……。信玄公、いや、おファラオ様はどのような方なんだ？

ＧＭ：「我々に極楽を約束してくださった、神様や仏ほとけ様さまのようなお方です」と口々に大だい絶ぜつ賛さん。

浄ノ進：神様……うん、まぁ、神様ではあるんだろうなぁ。

真弓：エジプトの偉えらい神様だったら……太陽神ラーですよね。

才蔵：他にもホルスとか、色々あるだろうけど。なんだろう。

浄ノ進：ピラミッド内に招かれた領民たちのことを考えると、嫌いやな予感しかしてこない。

ＧＭ：と、浄ノ進が顔を曇くもらせたところで、このシーンは終しゆう了りようだな。







◆Middle 03◆「才蔵、信玄の謎なぞを探さぐる」の段


Scene Player ─── 才蔵






　忍の技わざを活かし、街中で情報を集める才蔵。

　風景こそ異い様ようではあるが、そこにいる人々にはさしたる違ちがいはない。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは才蔵だな。誰だれでも登場可か能のう。

真弓：あ。それじゃああたしも出ておきたいです。

才蔵：では、才蔵が調べてきたことをご報ほう告こくしているという感じでいいかな。まずは武田信玄について調べておきたいでござる。

ＧＭ：ん、ならば〈情報：ジパング〉または〈情報：魔界〉でどうぞ。

才蔵：達成値は９。

ＧＭ：では、街を歩いてわかったことは───




　武田信玄は甲か斐い武田家の第十九代当主で、世に名を馳はせた戦国大名である。

　彼は一五七三年に死去し、後こう継けいの勝かつ頼よりの代で武田家は滅めつ亡ぼうした。

　だが、二ヶ月ほど前に「実は生きていた」という事実が判はん明めい。

　敵てき対たいしていた信長に共鳴し、共に天下を統とう一いつせんと誓ちかったという。




浄ノ進：実は生きていた……って、みんな、あっさり信じちゃうのか（笑）。

ＧＭ：彼は家臣や領民から〝おファラオ様〟と呼ばれている。また、彼は出家して〝信玄〟という法名を授さずかっていることからもわかるように、仏ぶつ教きようを熱心に保ほ護ごしている。

一同：いやいやいや！

才蔵：仏教じゃないから！　エジプトだから！

ＧＭ：天てん竺じく最新流行の阿濡彌須アヌビス如によ来らいという仏の教えを広めている。

真弓＆イクフサ：ぶふっ!?（[image: ]茶を同時に噴ふきそうになる）

一同：あ、あぬびす……如来ぃぃぃ!?（爆笑）

イクフサ：そんな仏がいるかっ！

才蔵：お、お前……バカだろ！（笑）

浄ノ進：信玄と、エジプトと、仏教と……ともかく、色んなものに謝あやまれ！（笑）

才蔵：では、そういう話を真面目な顔して報告するでござる。……というわけで信玄は〝おファラオ様〟を名乗り、アヌビス如によ来らいなる仏を崇あがめておるとかで……。

真弓：（[image: ]呼こ吸きゆう困こん難なんで笑い声すら上がらない）

才蔵：殿？　とーのー？　いかがなされたー？

真弓：はー、はー、この世界……あたし、もう、泣きそう（笑）。

ＧＭ：（しみじみと）大変だねぇ。

真弓：（自分を励はげますように）大だい丈じよう夫ぶ、あたし、まだまだ頑がん張ばれる！

才蔵：……ところで、アヌビスって何の神だっけ？

真弓：確たしか死の神……だったような？

ＧＭ：そう。エジプトの冥めい界かいで、死者の魂たましいを裁さばく狗く頭とうの神だ。

真弓：……前回はヴィーナスで、今回はアヌビスが敵かな？

才蔵：あるいは。しかし、死の神とは物ぶつ騒そうでござるな。

真弓：あたしは、あのピラミッドがクライマックスで浮うかび上あがる気がしてならない（笑）。

才蔵：あ、それはなぜかこの才蔵もそんな気がしているでござる！

ＧＭ：君たちはエジプトをなんだと思ってるのかね？

浄ノ進：お前が言うなっ！（笑）

真弓：前回のローマよりも色々と凄そうね。……ところで、この場に勘助はいるんですか？

ＧＭ：いや、彼かの女じよはまだ戻ってきていない。

真弓：（暗い表情で）大丈夫かな……前回のローマを考えると、ちょっと不安。

才蔵：エジプト風になって帰ってくる気がするでござる（笑）。







ファラオ　古代エジプトに君臨した王の呼称。現人神とみなされていた。

阿濡彌須如来　そんな仏はいない。なお〝如来（タターガタ）〟とは〝完全に悟りを開いた者＝仏〟の意味。

アヌビス　エジプト神話における死者の神。冥界を統括するオシリスを補佐し、死者を管理する。











◆Middle 04◆「イクフサ、狐きつねの甘かん言げんに惑まどう」の段


Scene Player ─── イクフサ






　イクフサは街を離はなれていた。

　昼尚なお暗い森の木々の奥おく深ふかく、〝同類〟が巣食う場所を探さがし求もとめてのことである。




ＧＭ：お次はイクフサの情報収集だな。

イクフサ：ワシの目的は決まっておる！　トキジクの弓について調べつつ、骸火からの接せつ触しよくを待とう。なので、ちょっと街から離はなれた森で、適てき当とうな妖怪どもから聞き出すぜ。

ＧＭ：それでは〈情報：魔界〉で判定をどうぞ。

イクフサ：「コネ：物ものの怪け」を使ってダイス３個……ん、達成値７。

ＧＭ：妖怪たちは〝トキジクの弓〟の名を聞くと震ふるえ上あがる。いかなる妖怪も、その使い手には逆さからえない。しかも、弓本体を火で焼こうが刃やいばで斬きろうが壊れないといわれている。

イクフサ：おい、ワシほどの大だい妖よう怪かいでも敵わないってぇのか？

ＧＭ：なんでも、相手の妖力が強大であればあるほど、弓の力も増ますのだという。つまり、天下無む双そうを誇ほこる君に対しては、天下で一番有ゆう効こうな武ぶ器きとなる。

イクフサ：くっそー、つくづく厄やつ介かいな弓だ！

ＧＭ：と、君が森の奥で地じ団だん駄だを踏ふんでいると、周囲に無数の鬼おに火びが出しゆつ現げんする。

イクフサ：……骸火だな。

ＧＭ：「おうよ。答えを聞きに来たぜ」

イクフサ：ワシの聞いた話では、いかなる妖怪も、あの弓には敵わないってぇ話だぜ。

ＧＭ：「ああ。妖怪ならひとたまりもあるまいよ。妖怪なら、な」

イクフサ：随ずい分ぶんと含ふくみのある物言いだな。はっきりいいやがれ。回りくどいのは嫌ぇだ。

ＧＭ：「超こえる方法があるのさ。只ただの妖怪を、な」

イクフサ：はぁ？　妖怪を……超えるぅ？

ＧＭ：「そう。俺おれは、かの武田信玄───いや〝おファラオ様〟のお蔭かげで、妖怪を超こえた」

イクフサ：なんでぇ。てめぇ、あの魔界なんちゃらに尻尾しつぽ振るようになったンかい。

ＧＭ：「利害の一いつ致ち、という奴だ。……そして、貴き様さまが望むなら、貴様も妖怪を超えた存そん在ざいになれる。そうなれば、もはやトキジクの弓に縛しばられることはない」

イクフサ：ここでワシは頭の中で真弓を喰くう妄もう想そうをコミカルな絵で想そう像ぞうする。

真弓：離れた場所でクシャミしてたり。……なんか今、とても嫌な想そう像ぞうをされている気が。

イクフサ：（甲かん高だかい声で）「トキジクの弓が壊こわれてしまったわ！　許ゆるしてイクフサ様！」　（低い声で）「ダメだ！　ワシは喰うと決めたんじゃ！」　（甲高い声で）「あ～れ～」

真弓：ちょっとイクフサー!?（笑）

才蔵：奴の頭の中の限界がよくわかる想像でござる。

ＧＭ：「ん、どうした？　何をニヤニヤ笑っておる」

イクフサ：魔界なんちゃらに恩おんが出来るってのは気に喰くわンが……詳くわしい話が聞きてぇ。

ＧＭ：「なら、俺と共に来い」骸火は身を翻ひるがえし、いずこかへ誘さそうような仕草をする。

イクフサ：さてどうしたもんか……ええい、ままよ！　毒喰くらわば皿まで。そのまま骸火についていくぜ！

ＧＭ：ＯＫ。君たちふたりの姿すがたが闇やみに消えたところでシーン・エンド。





＊　　　＊　　　＊






イクフサ：シーン終わってから不安になってきた。これ、ついてっちゃっていいの？

真弓：キャラ的には許したくないけど、プレイヤー的には面白そうな気がしますよ。

才蔵：……問題は、どこへ行くのかでござるな。

真弓：そういえば、ピラミッドへ行くと、「永遠の幸せ」が得られるとか。

イクフサ：怪しい！　だが、一度も合流してないからその情報をワシは知らん！（爆笑）

浄ノ進：（からかうように）こりゃあもう帰ってこれんかもわからんなぁ（笑）。

ＧＭ：（いやらしい笑い声）ゲヒヒ。イクフサがどのような末路を辿たどるかは、後のシーンで。

イクフサ：末路とかいうなっ！（笑）







◆Middle 05◆「勘助、苦く渋じゆうの決けつ断だんをす」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　再ふたたび、勘助の実家。

　浄ノ進は、調べた情報を伝えるため、再び真弓たちと合流していた。




浄ノ進：情報は集まってきたし、ここで真弓様たちに合流しておきたいな。

才蔵：それは賛さん成せいでござる。

ＧＭ：勘助の実家に集合するってことで。シーンプレイヤーは浄ノ進、真弓と才蔵も登場。

一同：はーい。

浄ノ進：あ、そうだ。アヌビス如来について調べてから合流したいんだけど、いいかな？

ＧＭ：ん、ＯＫ。それじゃあ〈情報：ジパング〉か〈情報：噂うわさ話〉で振ってみて。

浄ノ進：〈情報：噂話〉でで達成値12。

ＧＭ：武田金字塔の内部にはアヌビス如来がおり、いつでも衆しゆ生じようを見守っているのだとか、信心篤あつい者はエジプト浄じよう土どでの永遠の命を約束されているのだとかいう噂を耳にした。

一同：エジプト浄土！

浄ノ進：ひどい浄土だ（笑）。

ＧＭ：いやいや、人々は真しん剣けんだ。なんでも武田金字塔に招かれた者は、そこからエジプト浄土へと導みちびかれるとのことだ。事実、数多くの信徒が浄土へと往おう生じようしたという。

真弓：ひぃぃ～。

才蔵：それ、明らかに殺されてる（笑）。

ＧＭ：……だが、おファラオ様およびアヌビス如来の怒いかりを買った者は、奇き怪かいな獣けものに心しん臓ぞうを喰われて壮そう絶ぜつに爆ばく死しするという。

真弓：爆死!?

才蔵：なんて壮絶な最期でござろうか。

浄ノ進：しかし、爆死とはなぁ……なんでわざわざ爆ばく発はつするんだ（笑）。

ＧＭ：さてねえ。とまあ、アヌビス如来についてはこんな感じ。

浄ノ進：見聞きしたことを真弓様たちにかくかくしかじか。

才蔵：ううむ。連中にはあまり深く関わらぬ方が吉きちということでござるな。……あれ？　今、なぜかイクフサが死にそうな気がしてきたでござる（笑）。

真弓：あ、ホントだ。

イクフサ：うむ、しかし、ワシはそっちの情報を知らないのでいかんともしがたい（笑）。

ＧＭ：そうこう話していると、「ただいまッス～」という声とともに勘助が家に戻ってくる。

真弓：帰ってきた！　見た感じ、どこもエジプトになってたりはしない？

浄ノ進：……それ、なんとも凄い表ひよう現げんですね（笑）。

真弓：だって、そうとしかいえない。前回はローマになってたし……。

ＧＭ：特に異い常じようは見受けられない。……だが、なんだか元気がないというか、表情が暗い。

真弓：どうしたの勘助？　何かあったの？

ＧＭ：「家族を捜さがしておったのですが、どうにも不ふ首しゆ尾びに終わり……」と、そこで唐とう突とつに「そ、そうそう！　戻ってくる途と中ちゆうで饅頭まんじゆうを買ってきたッス」と話題を切きり替かえる。

真弓：饅頭？

才蔵：いきなり何を言っておるのだ、お主は。

ＧＭ：そのツッコミを意にも介かいさず、紙包みを空けて饅頭を勧すすめる。「ささ、お早くお召めし上あがりくだされ」……なお、饅頭の表面にはピラミッドを模もした焼印が押おされている。

真弓：……ピラミッド饅頭？（笑）

浄ノ進：そんな怪あやしさ全開の饅頭、喰うわけないだろう。

才蔵：明らかに、ファラオの手で何かが仕し込こまれてるっぽいでござる！

真弓：……けど、この子のことは信じてあげたいなぁ。饅頭におずおずと手を伸のばします。

ＧＭ：では、真弓が饅頭に手を伸のばすのをじぃっと凝ぎよう視ししていた勘助だったが、急に「やっぱ駄だ目めッス！」と叫び、真弓の手を払はらう。

真弓：ひゃっ!?　払はらわれてしまった（笑）。

ＧＭ：そして、「おーっと手が滑すべった！」と叫び、おもむろに窓まどの外へ包みごと饅頭を全力投球する。ていっ！（物を投げる仕草）

真弓：投げたーっ!?（笑）

浄ノ進：わ、わけがわからんっ。

才蔵：……お主、先ほどから何をしているでござるか？

ＧＭ：君たちが目を白黒させていると、勘助は首くび筋すじの辺りを押おさえて急にうずくまる。

真弓：ちょっと、大丈夫？

ＧＭ：脂あぶら汗あせを流しながら「い、いえ、ちょっと持病の癪しやくが……大丈夫ッス」と答える。ちなみに、彼女が押おさえている首筋には、まるで天てん秤びんのような形をした親指大のアザが出来ている。前回、風ふ呂ろに入ったときにはなかったものだ。

真弓：天秤のような……アザ？

才蔵：（真面目な顔になって）それは……明らかに変でござろう。

真弓：勘助、そのアザどうしたの？

ＧＭ：「……はて？　どこかでぶつけたッスかねぇ？　ははは、は……」そういって笑うも、明らかに苦く痛つうに耐たえているようなそぶりだ。

一同：…………。

才蔵：こういうときは、手っ取り早いのが一番でござる。勘助に近ちか寄より、黙だまって首筋にクナイをつきつける。……勘助、猿さる芝しば居いはいい加か減げんにせよ。

ＧＭ：勘助は一瞬目を見開き、だが、観念したかのように目を伏ふせる。

才蔵：素す直なおに白はく状じようするならばよし、さもなくば……と、冷たい声で凄すごむ。
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真弓：……才蔵の手を静かに摑つかんで、クナイを下ろさせます。

才蔵：殿？

真弓：大丈夫。こんなことする必要はないよ。

才蔵：しかし、殿。勘助めは明らかに……！

真弓：勘助はきっと応こたえてくれるよ。お願い、任まかせて、才蔵。

才蔵：……承しよう知ちいたした。クナイを下げ、殿の横に控ひかえるでござる。

真弓：勘助の目を見て、真剣な声で話しかけます。勘助、何か隠かくしているんでしょう？

ＧＭ：「真弓様……」

真弓：ちゃんと話してくれないと、協力もできないよ。

ＧＭ：勘助は、真弓から目を逸そらし、苦しそうな表情で言葉を続ける。「拙者、つらつら考えましたが……ここは、武田軍に降くだるのが賢けん明めいかと存ぞんじるッス」

真弓：勘助……？

浄ノ進：話が見えぬな。せめて事じ情じようを話せ。

才蔵：これは、外で何かを仕込まれてきたでござるか？

ＧＭ：「いえ、才蔵殿。これは勘助の意い志しにございます。お館様……いえ、おファラオ様には背そむけぬのです。……各々方、おいでませいっ！」叫ぶや否いなや、家の戸がバターンと蹴け破やぶられ、赤い鎧よろいに身を包んだ武む者しやたちが雪崩なだれのように入り込こんでくる。

才蔵：くっ、敵か！

浄ノ進：鋭するどい声で勘助に問いかける。勘助、裏うら切ぎったのだな！

ＧＭ：「その通りッス！　山本勘助はあなたたちではなく、本来の主家・武田家に忠ちゆう義ぎを尽つくす道を選んだ、いえ、戻ったのでございます！」その声には、悲鳴のような響ひびきすらある。

真弓：勘助……。理由わけを話して。

ＧＭ：だが、それ以上の問答は許ゆるさぬとばかりに、鎧武者どもが君たちを取り囲む！




　真弓たちは、完全に囲まれていた。

　敵は、赤い具足に身を包んだ屈くつ強きような男たちの群むれ。

　しかも、いずれも名のある武ぶ将しようと思わせる風ふう格かくである。




ＧＭ：さて、ここで敵の集しゆう団だんとの戦せん闘とうに入る。邸てい宅たく内には、部屋、廊ろう下か、庭に到いたるまで数多くの敵がひしめきあっている。（大量のポーンを並ならべ始める）六、七、八……。

浄ノ進：おい。

ＧＭ：ん？（ポーンを並べ続けている）

浄ノ進：それ、何体いるんだ？

ＧＭ：うん、全部で23体。

一同：にじゅうさんっ!?

真弓：ちょ、ちょっとぉ!?

ＧＭ：ちなみに、どれもトループじゃないからね。

才蔵：（手をブルブルさせながら）お、多過すぎる……せめて半分にしてくれ。

ＧＭ：半分では意味がないのだ。彼らは、一いつ斉せいに名乗りを上げる。「我らは、おファラオ様守しゆ護ごの為に集った武田スフィンクス二十四将しよう！」

一同：スフィンクス!?




　赤あか備ぞなえの武者たちが、次々と名乗りを上げてゆく。

　武田信繁たけだ・のぶしげ。

　飯富虎昌おぶ・とらまさ。

　高坂昌信こうさか・まさのぶ。

　甘利虎泰あまり・とらやす。

　……以い下かり略やく。いずれも歴史に名を残す、武田家の重臣たちであった。

　その兜かぶとには、確かにスフィンクスの像が掲かかげられている。




浄ノ進：武田軍舐めんなぁぁぁっ！（爆笑）

才蔵：うおー、なんだか急にザコの臭においがプンプンしてきた（笑）。

ＧＭ：「そして、そこの山本勘助を加え、全部で二十四人となる」ちなみに、指名された勘助は、さっと目を逸そらす。

浄ノ進：勘助も勘かん定じように入ってんのか！　まったく、何が〝武田スフィンクス二十四将〟だ。

真弓：（笑って呼吸困難状じよう態たい）

ＧＭ：さーて、気合い入れて戦いと行こうか。敵は勘助を除のぞく武田スフィンクス二十四将、つまり二十三体。いずれも独どく立りつしたデータのある敵だ。




◆第１ラウンド
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ＧＭ：ではセットアップ。全員が一斉に《戦いの予感》を宣せん言げん。

一同：ぎゃーっ！

浄ノ進：（焦あせった声で）マジかっ!?

ＧＭ：まずはマイナーアクションだ。彼らは声を揃そろえ、ひとつの謎なぞかけをしてくる。

一同：…………は？

真弓：謎かけ？

浄ノ進：スフィンクスが謎かけって、おい……。

ＧＭ：「……朝は四本足」

一同：…………。

才蔵：まさか、あの有名な……。

ＧＭ：「……昼は二本足。そして夕は三本足となる。その生き物とはな～んだ？」

一同：ぶはははははっ！（爆笑）

才蔵：アホか！　「な～んだ？」じゃねぇだろっ！（笑）

浄ノ進：ギリシア神話のオイディプスそのまんまじゃねーか！

ＧＭ：「どうだ、わかるまい！　この謎解とけずば貴様らには死の運命が待っておるのだ！」この謎に答えられるか答えられないかで、メジャーアクションでやることが変わってくる。

真弓：こ、これは……（絶ぜつ句く）。

才蔵：（わざとらしく）ううう、なんという難むずかしい謎でござろう！

浄ノ進：（やはりわざとらしく）くっ。我々の命運もここまでか……。

真弓：え、え、えー？　あたしが答えるの？

才蔵：だって、才蔵たちはギリシア神話のことなどわからないでござるよ～。

真弓：くっ！　こんなときだけ現代人扱あつかい!?（笑）

ＧＭ：「これぞ武田スフィンクス二十四将が誇る不ふ破わの陣じん形けい。これまで破やぶった者はおらぬ！」

浄ノ進：陣形じゃねーじゃん！　なぞなぞじゃん！（笑）

才蔵：しかも、二十四人揃ってないし。

ＧＭ：「やっかましい！　さぁ、わかったか？　わかるまい！　わからないのならさっさと謝あやまって降こう伏ふくするか、ここで我らの手にかかって死ねっ！」

真弓：えと……人間、でいいんだよね？

ＧＭ：「ん？」

真弓：だから、答えは〝人間〟。

ＧＭ：「…………」

真弓：…………。

ＧＭ：「その答えでよいのか？　間ま違ちがえたら死、だぞ？」

真弓：うん。

ＧＭ：「……正せい解かいだ、女子高生！」はい、それではここで彼らのメジャーアクションが決定しました。二十三人は、その場で一斉に《ウルトラ・ボンバー》を使用します。

真弓：え？　ちょっ！

ＧＭ：「我らはスフィンクス！　即すなわち、謎を破やぶられれば死ぬが定め！」ちゅどーん！

真弓：死んだーっ!?（爆笑）

浄ノ進：（呆ぼう然ぜんと）なんという壮絶な出オチ……。

真弓：あの謎かけ、もしも間ま違ちがってたらどうなってたんですか？

ＧＭ：（しれっと）ん？　フツーに戦闘してたよ。

真弓：二十三体とですかっ!?

イクフサ：スゲェ！　正気とは思えないよＧＭ！（笑）

真弓：（胸むねを撫なで下おろしつつ）ふざけてわざと間ま違ちがえたりしなくて本当によかった～。

才蔵：そういえば、勘助はどうしているでござるか？

ＧＭ：今の混こん乱らんに乗じて場を離れる。彼女だけは出題していなかったので、自害もしない。

才蔵：なるほど、確かに（笑）。

ＧＭ：勘助は悲しみと安あん堵どをたたえた表情で「さすがは真弓様。二十四将を以ってしても捕ほ縛ばくできないとは……。今はこれにて御ご免めん！」と言い残しその場から姿を消す。

真弓：勘助っ！　戻ってきて！　追いかけようとする！

才蔵：殿、いけません。あれは既すでに敵てき方がた。追いかければ、みすみす罠わなにはまるようなもの！

真弓：でも！

浄ノ進：……私も才蔵の意見に賛成です。この家とて、場所を知られたからには危険です。

真弓：…………。

才蔵：実はこの才蔵、予め目星をつけた場所がござる。……というわけで、アジトを森の方にでも移うつそうかと思うんだけど、それでいいかなＧＭ？

ＧＭ：ん、了解。

浄ノ進：勘助が寝ね返がえり、イクフサは行方知れず。困こまったものですな。ひとまず、イクフサは私が捜してまいりましょう。才蔵、真弓様を頼たのむ。

才蔵：うむ。承知仕った。

ＧＭ：では、君たちは夜や陰いんに乗じてその場を去る……といったところでシーン終了だな。







浄土　仏の住む清浄な世界。少なくとも、エジプト浄土などというたわけた浄土は仏典には記されていない。

持病の癪　胸から腹部辺りの痛みの発作の総称。少なくとも首筋の痛みには用いない。

武田二十四将　武田信玄に仕えた重臣。その内訳は何通りか異説がある。もちろん、スフィンクスとは関係ない。

オイディプス　ギリシア神話に登場したスフィンクスは、オイディプスに本文中の謎かけをし、正答されるやいなや投身自殺をして果てた。











◆Middle 06◆「神王フアラオ、深く静かに眠ねむる」の段


Master Scene






　武たけ田だ金きん字じ塔とう、最深部。

　冷たい石で囲まれたその部屋は、玄げん室しつ───王の棺ひつぎが眠る場所と呼よばれていた。

　三丈四方ほどの玄室の中心部には、黄金の棺が安置されている。

　蓋ふたに刻きざまれし家か紋もんは、武田を示しめす〝四つ割わり菱びし〟。

　すなわち、その棺はファラオの位を冠かんした武田信しん玄げんその人の物であった。




ＧＭ：……てなわけで、ここでマスターシーンが挿そう入にゆうされます。

才蔵：むぅ、遂ついに武田信玄登場でござるか。




　棺の前に、音もなくひとつの影かげが忍しのび寄よる。

　武田が誇ほこる忍にん者じや集しゆう団だん〝三みツつ者もの〟がひとりであった。

「おファラオ様に申し上げます。二十四将しよう、山本勘かん助すけ以外すべて落ちましてございます」

　忍しのびの報ほう告こくに、激はげしく棺が揺ゆれ動うごいた。

　それが示す感かん情じようは、怒いかりと、驚きよう愕がく。棺が激しく揺ゆれ動うごく。

「我わが怒りと悲しみを抑おさえる術すべは、神々の甘かん露ろのほかになし！　捧ささげよ！　捧ささげよ！」

「御ぎよ意い。すぐにエジプト浄じよう土どに往おう生じようすべき者どもを選出いたします」

　配下の答えに満足したのか、棺は再ふたたび平静を取とり戻もどしていた。

「ならばよし。疾とく急ぐがよい……」

　新たな命を下し、棺は沈ちん黙もくした。

　名もなき忍は棺に恭うやうやしく頭を下げ、そして再び音もなく退たい室しつした……。







三丈　およそ九ｍ。尺貫法における長さの単位で、一丈はおよそ三ｍ。尺に直すと十尺。

四つ割菱　武田家の家紋。

三ツ者　この名で呼ばれる忍者集団が武田家に仕えていたといわれている。











◆Middle 07◆「魔ま獣じゆう、民を喰くらう」の段


Scene Player ─── イクフサ






　夜。

　月光の下、武田金字塔は妖あやしくも壮そう麗れいな姿すがたを晒さらしている。

　その麓ふもと付近に、人ならぬ影がふたつ。

　イクフサと骸むくろ火びであった。




ＧＭ：んでは次のシーンだが……。

浄ノ進：ねぇねぇ。要望なんだが、イクフサと私わたしが接せつ触しよくするシーンが欲ほしい。

イクフサ：それは賛さん成せいだな。合流はまだ先としても、ある程てい度ど情じよう報ほうは共有しときたい。

ＧＭ：ふむ。なら、そのようなシーンを設もうけよう。では、イクフサが骸火に連れられ、ピラミッドの入り口付近へとやってきたところから始めよう。

イクフサ：ふむふむ。

ＧＭ：月明かりの下、ピラミッドに近づかんとする君たちの前に、ひとりの男が現あらわれる。

イクフサ：誰だれだ？

ＧＭ：普ふ通つうの町人風の着物に身を包んだ青年だ。ピラミッドの方から駆かけて来たらしく、息が上がっている。君たちの姿を見ると、「ひぃっ」と小さく悲鳴を上げて腰こしを抜ぬかす。

イクフサ：何モンだ、おめぇはよぅ？

ＧＭ：（両手を合わせて）「お許ゆるしください、お許しください。あっしは、エジプト浄土も永えい遠えんの幸福も結けつ構こうです。ですから、お許しくださいぃぃぃ……」

イクフサ：何を言ってンだかわからねぇよ。おい骸火、こいつは一体何をいうとる？

ＧＭ：「……おそらく、金字塔内からの脱だつ走そう者のようだな。愚おろかなことだ」

イクフサ：脱走？　あの中にゃあ牢ろう屋やでもあんのか。

ＧＭ：「いいや。楽園だ。だが、こやつは楽園を信じられなかったようだな」と答え、骸火は男を無む視しして先に進もうとする。

イクフサ：おい。よくわからねぇが、捕つかまえるなりなんなりしなくていいのかよ？

ＧＭ：「奴やつは既すでに裁さばきを受けている。……見ろ、おファラオ様の慈じ悲ひがわからぬ奴の末路だ」すると、その男の首くび筋すじに刻まれたアザが異い様ような光を放ちながらメリメリと隆りゆう起きし始める。

イクフサ：な、なんだぁッ!?

才蔵：想そう像ぞうすると、なんかグロいでござるー。

真弓：……勘助も首筋すじにアザがあったよね。

才蔵：わざわざ描びよう写しやするということは、関係が大ありでござろうな。

ＧＭ：やがて、肉と皮ひ膚ふを破やぶり、中から赤子ほどの大きさの〝何か〟が姿を現あらわす！




　それは、鰐わにのような頭部を持つ、異い形ぎようの怪かい物ぶつであった。

　怪物は身をよじって男の胸むな板いたに齧かじりつき……そのまま心の臓を嚙かみ破やぶってゆく。

　男の絶ぜつ叫きようと怪物の咆ほう哮こうが入いり混まじり、そして───




ＧＭ：……君の眼がん前ぜんで、突とつ如じよ、怪物は男の肉体諸もろ共ともに破は裂れつする。

一同：破裂ゥッ!?

イクフサ：な、なんじゃあこら!?

ＧＭ：その様子を見ていた骸火は、つまらなそうに吐はき捨すてる。「バカな野や郎ろうだ。おとなしく儀ぎ式しきを受けておけば、永遠の幸福が得られたものを」

イクフサ：おい骸火、こいつぁ……。

浄ノ進：今の惨さん劇げきを遠目に確かく認にんしながら、登場してもいいかな？

ＧＭ：許きよ可かしよう。

浄ノ進：では、実はふたりを見つけて離はなれたところから尾び行こうしていたんだけど、思わず声が出てしまったということで。こ、これは一体!?

イクフサ：そちらを振ふり向むき、顔を確認する。山住か！

浄ノ進：もう正々堂々と姿を現あらわして問いかけよう。……イクフサ、貴き様さま、どこへ行く？

イクフサ：どこへ行く、だと？　ふふん、ワシはここにおる骸火の案内で金字塔に赴おもむくのよ！

浄ノ進：待て、イクフサ！　武田金字塔に入り、出てきた者は一人もおらぬのだぞ！

イクフサ：えっ、ま、マジで？（笑）

浄ノ進：左様。数多の民が金字塔へと赴おもむいて、帰ってきた者は一人もなし。かの金字塔内部で邪よこしまな企たくらみが進んでいることは明白ぞ！

イクフサ：骸火よぉ……（骸火の方に目をやる）。

ＧＭ：「ふん。トキジクの弓でお主を縛しばる人間の言葉と、同じ闇やみに生きる妖よう怪かいたる俺おれの言葉、どちらを信じるのだ？」

イクフサ：お、おお、そうじゃな。

浄ノ進：イクフサ、貴様いったい何を目もく論ろんでいるのだ？
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イクフサ：聞いて驚おどろけ。〝おファラオ様〟とやらの力で、あの弓の呪じゆ縛ばくから逃のがれてやるのさ！

真弓：裏うら切ぎったー!?

才蔵：言い切ったでござるな！

イクフサ：（邪じや悪あくそうな笑い）クーックック!!

浄ノ進：じゃあ、顔色を変えて否ひ定ていしよう。トキジクの弓から逃のがれるだと？　馬ば鹿かな、そんなことなどできようはずもない！

イクフサ：それができるんだよ。なぁ、骸火？

ＧＭ：骸火は不気味な忍しのび笑わらいをしつつ、イクフサの言葉を肯こう定ていする。「ああ、もちろん。我わが主の力を以ってすれば、出来ぬことなど何もない」

イクフサ：（浄ノ進に向かって）聞いたか？　そういうこった。

浄ノ進：正気か？　〝おファラオ様〟の正体は、魔ま界かい十字軍がひとり、武田信玄ぞ！　我らが敵てきに降くだるつもりか？

イクフサ：（悪そうな口調で）〝我ら〟が敵ぃ？　〝我ら〟だと？　へんっ。何か勘かん違ちがいしてねぇか？　ワシを勝手におめぇらの仲間にするんじゃねぇよ！

浄ノ進：……貴様、少しは見所のある奴と思っていれば！　ううっ、憤ふん激げきのあまりに血がこみ上げてきた。げふぅっ！（笑）

イクフサ：へっへっへ。ワシは性しよう根ねを入いれ替かえたわけじゃねえ。弓に逆さからえなかっただけよ。

浄ノ進：おのれ……所しよ詮せん、妖あやかしは妖か！

イクフサ：そういうこと。さぁ、怪我ぁしたくなかったら……。

ＧＭ：（イクフサを遮さえぎって）「イクフサよ。ほどなく金字塔内で面白い〝余よ興きよう〟がある。このような者と関わってる暇ひまはないぞ」骸火の周囲に、無数の鬼おに火びが浮うかび上あがる。

イクフサ：おおっ？

ＧＭ：「人間、貴様は我が炎ほのおで焼かれるがよいっ！」と、その鬼火を一いつ斉せいに浄ノ進の身体に叩たたき込こもうとする。これはあくまでも演えん出しゆつなんで、避よけてもいい。

浄ノ進：……ふむ。では、私は咳せき込こんでて、その炎ほのおに気づいてないことにしよう。

イクフサ：ちっ。それは思わず叫さけんじまうな。おい山住ぃっ!!

浄ノ進：では、その言葉のお蔭かげで、間かん一いつ髪ぱつで身を翻ひるがえして避け……たいんだけど、いい？

ＧＭ：ん、いいよ。

浄ノ進：しかも、可か能のうなら、そのまま撤てつ退たいしたい（笑）。

ＧＭ：ＯＫ。鬼火は君が立っていた地面を煮にえ立たつほどに焼き焦こがす。だが、あえて追おうとはしないね。骸火は、イクフサに非ひ難なんがましい声をかける。「なぜ邪じや魔まをした？」

イクフサ：……あの女真弓と同じく、山住もワシの獲え物ものだ。勝手に狩かられちゃ困こまるんだよ。

ＧＭ：骸火は感情の読めぬ瞳ひとみで見つめ、やがて納なつ得とくしたかのように頷うなずく。「……まぁよい。先を急ぐぞ」というところで、このシーンは終しゆう了りようだ。





＊　　　＊　　　＊






イクフサ：矢野くんありがとさん。お蔭で情報交換ができたよ。キャラ的に、まだそっちとの合流は避けたかったんでね。

浄ノ進：わかるわかる。こちらとしても、敵の内情がわかるかもしれないんでありがたい。

真弓：すごい。なんか、お互いに息ピッタリって感じですね。

イクフサ＆浄ノ進：まあね（笑）。







◆Middle 08◆「真弓、廃はい寺でらにて相談す」の段


Scene Player ─── 真弓






　躑躅ヶ崎の森に、寺があった。

　荒あれるに任まかせた廃寺だが、少なくとも人の目はない。

　真弓たちが隠かくれるには絶ぜつ好こうの場所であった。




ＧＭ：それではお次は、真弓たちのシーン。才蔵が見つけた廃寺に隠かくれている場面だ。

真弓：はーい。

才蔵：では、瓢ひよう簞たんの中にゴミを吸すい込こんで本堂の掃そう除じをしているでござる。

真弓：掃そう除じ機き!?（笑）

才蔵：あと、辺り一体を霧きりで覆おおい隠かくしておいたでござる。

真弓：才蔵はなんでもできるんだねぇ。

才蔵：なんでも、ではござらぬよ。殿とののように、魑ち魅み魍もう魎りようを討うつ力はございませぬ。

真弓：それは〝トキジクの弓〟のお蔭だよ。

才蔵：それが貴女あなた様さまの力なのです。才蔵や浄ノ進めには、弓の弦つるを引くことすらできませぬ。

真弓：そっかぁ。……それにしても、イクフサはどこに行っちゃったんだろうね。

才蔵：あのようなケダモノ、おらずともよいではないですか。

真弓：才蔵、その言い方は冷たいよ。イクフサだって仲間じゃない。

才蔵：あれは所詮、妖あやかしでござろう。

真弓：そんなことないよ。前は、あたしたちと一いつ緒しよに戦ってくれたし。ちょっと、いや、かなり悪そうに見えるけど、そんなに悪くない、ような気がする。

浄ノ進：イクフサの話をしてるんで、そこに登場。本堂の扉とびらをババーンと開けつつ、真弓様、イクフサめは我らを裏うら切ぎり、魔界衆しゆうに下りましたっ！

真弓：ええーっ!?

浄ノ進：かくかくしかじかと、先ほどのシーンで見聞きしたことをありのままに説明する。

才蔵：いかがです、殿との。この才蔵の申した通りでございましょう（[image: ]ちょっと得意げ）。

真弓：うう～……。

浄ノ進：イクフサのことは横におきまして、心配なのは勘助です。ここで、アザから出て来た怪物に殺された人のことを話す。

真弓：勘助と同じ形のアザだったんだね？

浄ノ進：はい。命を握にぎられているとなれば、彼かの女じよが裏切った理由も納得できます。これは私の予想ですが、ほかの領りよう民みんにも同様の〝仕し込こみ〟がされているのではないかと。

真弓：なんて酷ひどいことを……。

才蔵：ここでアザについて調べることはできるでござるか？

ＧＭ：いいでしょう。判はん定ていしたい人は〈情報：魔界〉でどうぞ。

才蔵：あ、クリティカルして18。

ＧＭ：それは才蔵がブッちぎりだな。おそらく、似にたような忍にん法ぽうのことを思い出すんだろう。

才蔵：おそらくそれは……と口を開いたところでＧＭ、説明をどうぞ。

ＧＭ：うむ。そのアザは、実は《生体侵しん入にゆう》というエグザイルのエフェクトで人体に潜もぐり込こんでいるエネミーだ。普ふ段だんは〈隠おん密みつ〉で、ただのアザに偽ぎ装そうしている。

真弓：中に入はいり込こむ？　うげげ、いかにもエグザイルってエフェクトだ（笑）。

才蔵：あー、忍者小説で、そんな感じでグロい忍法見たことある。

ＧＭ：このアザは人々から〝ラーの天てん秤びん〟、エネミー本体は〝アーマーン〟と呼ばれている。エジプト神話に登場する、死者の魂たましいを食い殺す怪物だ。

浄ノ進：……確たしか、天秤で心しん臓ぞうが真実より重いと、その心臓を喰くっちゃうんだっけ。

ＧＭ：そうそう。心臓を喰くわれると魂が破は滅めつし、二度と輪りん廻ね転生できなくなるので、古代エジプト人は、その裁きを極度に恐おそれていたらしい。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：この〝アーマーン〟は、おファラオ様に敵てき対たい的てきなことをすると、まずは警けい告こくとして苦く痛つうを与あたえ、最終的には《ウルトラ・ボンバー》で殺害する。

一同：…………。

真弓：……あ、でも、エネミーってことは、攻撃すれば倒せるんじゃない？

才蔵：おお、それは確かに！

ＧＭ：（首を横に振って）いや、確かに倒すことは出来る。だが、〝ある条件〟を満たさない限り、即座に《リザレクト》することになっている。

浄ノ進：侵蝕率が[image: ]％超えたら？

ＧＭ：そのときは、さすがに《リザレクト》不能だ。

浄ノ進：そこまで攻撃しまくって、倒せるアーマーンは、そいつ一体……とてもじゃないが、手が足りないな。

真弓：でも、勘助たちをなんとか助けないと……。

浄ノ進：……真弓様。逃にげるのであれば今のうちでございます。

真弓：え？　逃にげる？

浄ノ進：いかにも。敵の手は、まだここには及およんでおりませぬ。今のうちに甲か斐い国を逃れることは十分に可能でございましょう。

真弓：そんなの、できるわけないよ！　勘助たちを見み捨すてるなんて！

浄ノ進：真弓様。勘助や人々を人ひと質じちに取られているという見方もできるのですよ。

真弓：あっ……。

浄ノ進：もしも降こう伏ふくしなければ領民の命を奪うばうと言われたら、どうなさるおつもりですか？　そして、あなたが彼らに降るという事は、すなわち日本の破滅を意味します。

真弓：…………。

浄ノ進：軽けい々けいに動いてはならないのです。それをわかっていただけますか？

真弓：ごめんね、あたし、何も考えなしだったよ。

浄ノ進：いえ、そのことさえわかっていただければ、私は真弓様の為ために全力を尽つくします。……今一度訊たずねますが、逃げる気はないのですね？

真弓：……うん！

才蔵：殿は人質を取られては手も足も出ぬ。ならば、その人質をどうにかするのは家臣の役目。そうであるな、浄ノ進？

浄ノ進：わかっておるではないか。

才蔵：この才蔵が、ひとつ、あの金字塔とやらの中を探さぐってくるでござる。

浄ノ進：……やれるか、才蔵？

才蔵：フッ。誰に聞いておる？　才蔵は天下一の忍。雑ぞう作さもないこと！

ＧＭ：才蔵が不ふ敵てきな笑みを浮うかべたところで、このシーンは終了だ。







アーマーン　エジプト神話において、死者の心臓を喰らう魔獣。アメミットとも。ワニの頭部、獅子の身体、カバの脚を持つ。











◆Middle 09◆「アヌビス如によ来らい、〝奇き跡せき〟を起こす」の段


Scene Player ─── 才蔵






　夜の闇に紛まぎれ、疾しつ駆くする者がいた。

　才蔵である。

　彼女は、易やす々やすと武田の番兵の目を欺あざむき、金字塔へと接せつ近きんしつつあった。

　その卓たく越えつした隠おん形ぎようを見み破やぶることは、常じよう人じんには不ふ可か能のうなのだ。




才蔵：さぁ、この才蔵が忍者らしく潜せん入にゆうするでござるよ！

イクフサ：ところで、才蔵ってそんなに〈隠密〉得意だったか？

才蔵：正せい解かい！　【感覚】は、なんとたったの２！（笑）

ＧＭ：（みんなのデータを覗のぞき込こんで）真弓と浄ノ進も同じく【感覚】２、イクフサが４か。……まぁ、頑がん張ばれ天才忍者（笑）。

才蔵：最さい善ぜんは尽つくすでござる。で、いかがすれば？

ＧＭ：うむ。金字塔内部にこっそり潜入するには、目もく標ひよう値ち15の〈隠密〉判定をしてもらう。成功すれば情報が手に入り、失敗したら敵に見つかってＨＰにダメージを受ける。再さい挑ちよう戦せんは可能だが、受けるダメージが増ふえていく。

才蔵：目標値ち15……ちとキツい。

ＧＭ：なお、〈隠密〉判定の前に、潜入に有利な情報をどれだけ仕入れられたかを確認するために、目標値７の〈情報：噂うわさ話ばなし〉判定をしてくれ。達成値が７を上回る２ごとに、次の〈隠密〉判定の達成値にボーナス＋１。逆ぎやくに、２下回るごとにペナルティ１。

才蔵：くっ！　この才蔵、実は【社会】も２しかないでござる（笑）。

浄ノ進：おい天才忍者（笑）。

才蔵：ＧＭに相談なんだけど、〈情報：噂話〉じゃなくて〈知覚〉ではダメじゃろか？

ＧＭ：ほほう、どんな具合に使うの？

才蔵：《無む限げんの瞳》＋《アニマルテイマー》で、お猿さるの佐助に金字塔を外から探さぐらせ、構こう造ぞう的てきに侵入が楽そうな場所の当たりをつける。

ＧＭ：（少し考えて）ふむ。面白い使い方だし、筋は通ってるな。認みとめましょう。

才蔵：ありがたい！　では判定を……（ダイスを振る）なんとか達成値11！

一同：おおっ。

真弓：７を４上回ってるから、〈隠密〉判定に＋２ですね。

才蔵：よし、よくやった佐助！

ＧＭ：では改めて〈隠密〉判定をどうぞ。

才蔵：ダイス数３つで判定。おっ、10が出たんで振ふり足して……よし、達成値16！

一同：おおー！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：お見事。では、巨きよ大だいな金字塔内部に潜入した才蔵が見た光景を説明しよう。




　広大な石室に、百名ほどの領民が集められていた。

　彼らや才蔵は知る由もないことだが、壁かべに描えがかれている荘そう厳ごんな絵画は、エジプト神話の死者の国を描えがいたものである。

　部屋の中央、一段高くなっている場所に、一体の巨きよ像ぞうが出しゆつ現げんする。

　蓮れん華げ座ざに座すわる狗く頭とう人じん身しんの救きゆう済さい仏ぶつ、アヌビス如来である。

　救済を求め、民は口々に叫さけぶ。

「アヌビス様、おファラオ様、私たちをエジプト浄土にお導みちびきくださいませ！」

「オラも、オラもエジプトさ連れてってけろー！」

「南な無む阿あ濡ぬ彌び須す如によ来らい、南無阿濡彌須如来」




真弓：ぶふっ！（笑って突つっ伏ぷす）

才蔵：なにが〝オラもエジプトさ連れてってけろ〟だ！（笑）　眉まゆをしかめて、なんと禍まが々まがしい光景でござろう……とか呟つぶやいておこう。

ＧＭ：やがて、アヌビス像ぞうから声が響ひびく「汝なんじらの願い、聞きき届とどけたり。汝らはこれより神の甘露となり、神々の血肉となり、永遠に生きるのだ！」

才蔵：神の血肉？　なんかもう、非ひ常じように危き険けんな予感がするでござる。

ＧＭ：アヌビス像の目が赤い輝かがやきを発する。同時に像の鼻と口からガスが噴ふん出しゆつし出すよ。

才蔵：ヤバそう！（[image: ]口を手で覆おおう）

ＧＭ：これはオーヴァードには効こう果かがないから大だい丈じよう夫ぶ。アヌビス如来が《治らずの病》を使って、人々を特とく殊しゆな病に陥おちいらせるだけだ。

才蔵：それはよかった……いや、全然よくないっ（笑）。人々の様子をよく観察する。

ＧＭ：うむ。見れば人々は見る間に干ひからびていく。そして、彼らの口からはキラキラと輝かがやく煙けむりのようなものが立ち昇のぼる。

才蔵：うげっ、ミイラでござるか。




　領民の口から湧わき上あがった煙状じようの〝何か〟は、アヌビス像の横に設せつ置ちされた硝子びいどろ容よう器きに吸すい込こまれてゆく。

　煙はやがて冷え、気体から薄うすい金色に輝く液えき体たいと化した。




ＧＭ：煙が出尽くすと、アヌビス如によ来らい像ぞうが「おファラオ様。甘露の生成、済すみましてございます」と声を発すると、いずこからともなく返答が響ひびいてくる。「役目大たい儀ぎ。我らに必要な分を残し、安あ土づちへと送れ。我ら魔界十字軍にとって欠かすことのできぬ大事な糧かてだ。甘露なくば、我らは現げん世せで力を振ふるうこともかなわぬ」

才蔵：なるほど、魔界十字軍には〝甘露〟が必要、と。

浄ノ進：つまりここって、魔界十字軍の食しよく糧りようを作るプラントなんだな。

ＧＭ：その通り。アヌビスは「領民たちは、甘露を生む生命力がある限かぎり、眠ねむったまま飼し育いくしておきましょう」と言い、部下に命じて昏こん睡すいしている領民たちをいずこかへと運ばせる。

才蔵：あー、すぐに死ぬわけじゃないのね。それはよかった。

ＧＭ：まぁ、人間を甘露という実の生る木として栽さい培ばいしているようなもんだ。彼らの身体がいつまでもつかはわからないけどね。

才蔵：なんと邪悪な外道の術か……。

ＧＭ：そして、最後におファラオ様……つまり信玄とアヌビスは次のような会話を交わす。




「アヌビスよ。勘助の孫まご娘むすめの件けんはどうなっておる？」

「あの者を含ふくめ、一族全員に我が肉より生まれし魔獣アーマーンを埋うめ込こんでございます。万が一にも裏うら切ぎることはないかと。……己おのれの命が危あぶないというに、健気にも女子高生たちの命の保ほ証しようを求めてきたのは意外でしたがな」

「笑止。まことにもって情なさけは敵よのぅ」




真弓：勘助ー！

才蔵：なるほど。勘助め、心こころ憎にくいことを。

ＧＭ：最後に、信玄は次のような言葉をかける。「アヌビスよ、儀式が終わったのならば、再び身を隠かくせ。そちが倒たおれれば、アーマーンは死に、甘露の生成にも支し障しようが出る」

浄ノ進：なんと説明的な奴だろうか（笑）。

ＧＭ：「御意」と答えたアヌビス如来像は、崩くずれ去さるようにして退たい場じようする。

才蔵：むっ。どこへ行ったかはわからぬでござるか？

ＧＭ：捜さがしてみるなら、〈知覚〉か〈追つい跡せき〉で判定をしてくれ。目標値は30。

才蔵：30!?　（ダイスを振る）……成功するはずもない。

ＧＭ：では、君にはアヌビスの行方は摑つかめなかった。

才蔵：……ひとまず、殿にご報告に戻もどるでござる。

ＧＭ：では、君が金字塔の外へと向かったところでシーンは終了だ。







南無阿濡彌須如来　そんな念仏は実在しない。

《治らずの病》　ソラリスのエフェクト。非オーヴァードを特殊な病に罹患させる。病状はＧＭの任意であるため、このシナリオでは「昏睡し、生命力を吐き出し続ける」病とした。











◆Middle 10◆「妖狐、神の力を語る」の段


Scene Player ─── イクフサ






　アヌビスによる〝儀式〟は終わった。

　がらんとした石室には、イクフサと骸むくろ火び、二匹ひきの異い形ぎよう。




ＧＭ：というわけで、先ほどの儀式の直後。シーンプレイヤーのイクフサは、儀式を目にしていたということにしてくれ。

イクフサ：おう。……で、何が起こるんだ？

ＧＭ：骸火は、先ほど生成された黄金の液体が注がれた杯さかずきを君に勧すすめてくる。「さぁ、飲むがいいイクフサ。これが、妖怪を超ちよう越えつする方法だ」

イクフサ：うさんくさそうな目で見る。この汁がぁ？

ＧＭ：「南なん蛮ばんでは〝ネクタル〟〝アムリタ〟〝ソーマ〟〝イドゥンの林りん檎ご〟……様々な名で呼ばれているらしいが、効こう能のうは同じだ。飲めば人は神となり、神は永遠の若わかさを得る」

イクフサ：ただの人間の絞しぼり汁じるにしか見えねぇがな。こんなもんで、あの弓を超こえる力が得られるのかよ。

ＧＭ：「アヌビス如来により特別な処しよ理りが施ほどこされている。飲めば、お前に神が宿り、妖怪を超越した存そん在ざい……魔界十字軍の一員となることができよう」

イクフサ：ワシは魔界なんちゃらに興きよう味みはねぇ。ただ、あの弓から自由になりたいだけだ。……甘露とやら、よくよく観察してみよう。

ＧＭ：〈知覚〉か〈情報：魔界〉の、どちらか好きな方で判定してみてくれ。目標値は８。

イクフサ：〈知覚〉で振ふって、達成値10！

ＧＭ：ならば、君は甘露の表面が細かく蠢うごめいていることに気づく。これはアーマーンと同じく、アヌビスの分身ともいえるキャラクターだ。

イクフサ：なにぃ!?

ＧＭ：飲んだ人間に《生体侵入》を仕し掛かけ、《ブレインハック》で精せい神しんを乗っ取る。後は、神の思いのままに動かされる操あやつり人にん形ぎようのできあがりだ。

イクフサ：なるほどな。……おい骸火。ワシぁ味に煩うるさくてな。こんなもん飲んだら、身体ン中に虫が湧いちまわぁ。

ＧＭ：「飲めぬ、というのか？」

イクフサ：抜ぬく手も見せず、杯ごと甘露をブッた斬ぎる！　……テメェみたいな操り人形になるのはまっぴらだっつってんだよ！

ＧＭ：「恐おそれることは無い。俺も、俺の一族すべてを捧げ、この力を授さずかった！　卑ひ小しような妖怪ではなく、蕃神でうすの一柱となったのだ！」その瞳は狂気を宿し、赤く輝いている！

イクフサ：やれやれ、頭までやられちまってるってか。昔の誼よしみだ。ワシが楽にしてやろう。……戦せん闘とうになるかな？

ＧＭ：いかにも。敵は骸火一体。エンゲージした状じよう態たいから戦闘開始だ！

イクフサ：おう！





＊　　　＊　　　＊
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ＧＭ：まず、セットアップで骸火は《ヴァイタルアップ》を使用する。「神を宿した俺の力、とくと味わえっ！」そして、《炎神の怒り》《業炎》その他で攻こう撃げきを仕し掛かける。赤熱させた身体を鞭むちのようにしならせ、イクフサの身体を焦こがし打ちのめす！

イクフサ：防ぼう御ぎよはしない。《復ふく讐しゆうの刃やいば》と《銘めい無き刃》で殴なぐり返かえしてやるぜ。

ＧＭ：ＯＫ。では、こちらの達成値は36、ダメージは19点。装そう甲こうは有ゆう効こうだ。

イクフサ：耐たえられないので《リザレクト》。火傷やけどを意にも介かいさず立ち上がりつつ、《復讐の刃》。達成値は27で、ダメージ17点。

ＧＭ：そのダメージに対しては、《氷雪の守しゆ護ご》を使用して12点軽けい減げん。鬼火の渦うずが、まるで鎧よろいのように骸火を守る！

イクフサ：ちっ。まだ準じゆん備びが整ってないから、大したダメージがでないか。

ＧＭ：「どうしたイクフサ、その程てい度どか？」

イクフサ：はン、すぐに痛いたいのをくれてやらぁ。マイナーアクションで《破は壊かいの爪つめ》を出し、《フルパワーアタック》でブン殴なぐる。達成値は35！

ＧＭ：そいつは《竜鱗》で耐たえよう。骸火の獣じゆう毛もうが鋼こう線せんの如ごとく硬かたくなってゆく。さぁ、ダメージをくれ。

イクフサ：装甲無視エフェクトが欲しいところだな。ダメージは38点だ。

ＧＭ：《竜鱗》で20点軽減して、18点通った。その一いち撃げきは鋼はがねの獣毛を断たち、筋きん肉にくを切きり裂さいたが、致ち命めい傷しようではない。「貴様の刃を以ってしても、今の俺の命には……届とどかんなぁ！」

イクフサ：随ずい分ぶんと勝かち誇ほこるじゃねぇか。だが、神を気取るわりにゃあ、まだまだだな。

ＧＭ：「なんだと……？」

イクフサ：昔のテメェの方が、今よりゃ遥はるかに喰くい応ごたえのある敵だったぜ！

ＧＭ：「ほざけぇっ！」ありったけの激げき怒どを込こめた叫さけびと共に、先ほどと同じ組み合わせで攻撃。達成値は45！

イクフサ：侵しん蝕しよく率りつがそろそろヤバいな。だが、真っ向から打ち合ってやらぁ。《復讐の刃》で殴り返して、ダメージ22点。

ＧＭ：こちらからのダメージは30点。そちらのダメージは《氷雪の守護》で削けずる。

イクフサ：こっちはＨＰ０だが、《リザレクト》して侵蝕率[image: ]％突とつ破ぱ！

ＧＭ：くっ、８点しか削けずれなかったか！　たまらず倒たおれるが《魔獣の証あかし》で復ふつ活かつだ。

イクフサ：……やはり蘇よみがえってきよるか。

ＧＭ：骸火の体内から様々な獣の頭部や四し肢しが生え、おぞましい肉にく塊かいとなって蘇よみがえる。そこには骸火の眷けん属ぞくである妖狐たちの姿も混まざっており、苦痛のうめき声を上げている。

イクフサ：随分と男前になったじゃねぇか、骸火。

ＧＭ：骸火とは異ことなる、おぞましい響ひびきの声が返ってくる。「グルァァァッ！　この荒あらぶる神セトの力を宿した骸火を倒たおすとはなぁ！」

イクフサ：セトだぁ？　へっ。そいつが本ほん性しようってわけかい。

ＧＭ：「貴様の力、確かに神殺しよ！　所詮、骸火などという屑くず妖怪風ふ情ぜいの肉体では限げん界かいがあったわ。貴様を喰くらい、その血と肉を我が物としてくれよう！」

イクフサ：ああン？　屑妖怪だと？

ＧＭ：「貴様ら下げ賤せんを、我ら神の器として使ってやろうというのだ。光栄に思うがよい！」とセトが吠ほえたところでイクフサの行動が回ってくるな。

イクフサ：神だかセトだか知らねぇが、ムカつく野郎だ。また《フルパワーアタック》でブチのめしてやるぜ。（ダイスを振る）攻撃の達成値は30ぴったり！

ＧＭ：回かい避ひはできそうにない、か。《竜鱗》で弾はじく！

イクフサ：できるもんならやってみやがれ！　おおっ、ダメージロールの出目がいいぞ。合計で、53点っ！




　狼おおかみと狐、二匹の獣の影が交こう錯さくした。

　刹せつ那なの攻こう防ぼう。

　そして───




ＧＭ：そのダメージには耐たえ切れん！　こっちの負けだ。倒たおれゆくセトは、ただただ驚愕するのみ。「これが、大妖イクフサの力、か……強過すぎ……る……」

イクフサ：弱ぇ、弱ぇな！　弱っちいクセにワシら妖怪を屑のなんのと舐なめンじゃねぇっ！

ＧＭ：断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、セトは消しよう滅めつする。骸火の身体から黒い瘴しよう気きが立ち昇のぼり、後には骸火本来の身体のみが残される。

イクフサ：口ほどにもねぇな。一いち応おう、骸火に話しかけてみるが、息はあるのか？

ＧＭ：もう瀕ひん死しだけどね。「おお、イクフサ。これは、一体……？」

イクフサ：セトっちゅー神が取とり憑ついてたんだとよ。化かし誑たぶらかす妖よう狐この長おさともあろう奴が、だらしねぇ話だ。

ＧＭ：「確かに、な。南蛮の神は、我々日本の妖怪すべてを道具と考えているようだ」

イクフサ：舐められたもんだなぁ、骸火。……介錯はいるか？

ＧＭ：「ククッ。狗が狐を介錯か。だが、悪くは無い」

イクフサ：口くちの端はだけで笑って、とどめを刺さしてやる。

ＧＭ：君が腕うでを振ふり下おろす直前、骸火が言い残す。「奴らは、言っていたぞ。信長を倒たおせるのはイクフサ、貴様だけだと……」

一同：ええーッ!?（驚きよう愕がく）

浄ノ進：なにやら、超ちよう重じゆう要ような情報が出たぞ！

才蔵：このバカ妖怪に、そんな力があるなんて……ずるいでござる（笑）。

イクフサ：な、なんだとぉ？　しかし……その言葉、噓うそじゃあるめぇな？

ＧＭ：「如何いかなる理由かは知らん。だが、奴らはおまえを恐れている……それは確たしかなこと、だ。奴らが貴様を封ふうじようとするのも恐れるがゆえ」

イクフサ：…………。

ＧＭ：「弓や女子高生を求めるのも、貴様に対たい抗こうせんがため……らしい」

真弓：……そっか。それで、私が狙ねらわれてたんだ。

ＧＭ：「口くち惜おしきは、俺と一族を陥おとしいれた魔界十字軍……そして、〝魔ま王おう〟信長を討うち果はたせぬこと……俺では叶かなえることもできん」

イクフサ：そうだな。テメェはもう死ぬ。……だが、落とし前はワシがつけてやるぜ。

ＧＭ：「ククッ。ならば、奴らが地獄に落ちてくるのを、楽しみに待っていよう」

イクフサ：……あばよ。




　イクフサの腕が振ふり下おろされ───場に、沈黙が下りた。







ネクタル、アムリタ、ソーマ、イドゥンの林檎　いずれも、様々な神話に登場する不死の妙薬である。それは神々を養うための物であり、これが枯渇し神々が衰弱するというエピソードは多数存在する。

《ブレインハック》　エグザイルのエフェクト。《生体侵入》した対象を意のままに操る。

《炎神の怒り》　サラマンダーのエフェクト。運動能力をアップし、ダイスボーナスを得る。

《業炎》　サラマンダーのエフェクト。〈白兵〉のクリティカル値を下げる。

《氷雪の守護》　サラマンダーのエフェクト。ダメージを軽減する。

《魔獣の証》　キュマイラのエフェクト。驚異的な生命力で死の淵から復活する。

セト　エジプト神話に登場する暴風神で、主神に敵対する悪役を務めることが多い。











◆Middle 11◆「道化神ロキ、微び笑しようにて人を惑まどわす」の段


Scene Player ─── 才蔵






　再び、荒あれ寺。

　才蔵の報告を聞いた真弓たちは、魔界十字軍の悪あく辣らつさに戦せん慄りつしていた。




ＧＭ：それでは真弓たちのシーンに移うつろう。シーンプレイヤーは才蔵。君が隠かくれ家がの荒れ寺に戻もどった場面から始まる。誰でも登場できるよ。

真弓＆浄ノ進：登場します。

イクフサ：ワシは、とりあえず様子を見ておこう。

才蔵：では殿と浄ノ進にアヌビスのこととか、見聞きしたことをご報告。かくかくしかじか。

浄ノ進：それを聞いて眉をしかめる。奴らめ、まさか人の命をエサにするとは……。

真弓：……逆さからえばアーマーンに殺されて、従したがっても、金字塔の中に連れて行かれてそんな目に遭あうなんて……酷すぎるよ。

浄ノ進：いずれにせよ、まずはアヌビスを討うたねば、こちらも動くに動けませぬな。それで才蔵、アヌビスはどこにおる？

才蔵：うむ。わからなかった！（笑）

浄ノ進：いばるなっ、とツッコミを入れてはおくが……目標値30はなぁ。

真弓：判定に成功すれば、アヌビスに攻撃が出来るようになるんですか？

ＧＭ：うん。とりあえず、ここで判定をしてみてもいいよ。

真弓：能のう力りよく値の高い〈追跡〉の方で判定……ダメ。

浄ノ進：同じく。

真弓：どうしよう。アヌビスが見つからないと、勘助たちを助けられない～。

ＧＭ：では、不意に物もの陰かげから「困こまっているようだね」と、涼すずやかな声が響く。

真弓：えっ？

ＧＭ：見ると、一体いつ忍しのび込こんだのか、本堂の壊こわれかけた仏ぶつ像ぞうの横に、ひとりの子こ供どもが座すわっている。年としの頃ころは十歳さいくらいで、小こ姓しようの装しよう束ぞくに身を包んだ美少年だ。




　真弓は、その声に聞き覚えがあった。その顔に見覚えがあった。

　南方勇太。大切な従弟いとこだ。

　しかし、目の前の少年がまとう雰ふん囲い気きは、真弓が知る勇太からはかけ離はなれていた。




真弓：まさか……勇太!?

ＧＭ：その声に、少年は薄うす笑わらいを浮うかべて頷く。「ああ、この〝器〟の持ち主は、そんな名前だったね。初めまして〝天野真弓〟」

真弓：もう、びっくりして声もでません。

才蔵：クナイを構かまえつつ、問いかける。森蘭らん丸まるでござるな？

ＧＭ：「いかにも。〝第六天てん魔ま王〟信長様に仕える者にして、魔界十字軍がひとり」

真弓：ふらふらと近ちか寄よっちゃいそう……。

浄ノ進：では、それは押おしとどめましょう。真弓様、うかつに近寄ってはなりません。外見は勇太様かもしれませぬが、魔界十字軍を名乗っております。

真弓：う……。

浄ノ進：くるりと蘭丸に向き直って、まずは訊たずねてみよう。貴き公こう、何をしに来たのだ？

ＧＭ：「手助け、といったところかな？　目下の敵はファラオとアヌビス。だが、そのアヌビスの居い場ば所しよが見つからない……そうだろう？」

一同：…………。

才蔵：（冷たい声で）フン、魔界十字軍のお主が、己の味方を倒たおさんとする者に手助けとな。罠わなが見みえ透すいているでござる。

ＧＭ：「信じられないのも無理はないけどね。……じゃあ、ここで僕ぼくと戦うのかい？　確かに君たちは手て練だれれだけど、たった三人では、ねぇ」

一同：…………。

真弓：才蔵、まずは話を聞いてみようよ。

才蔵：……御意にござる。

ＧＭ：蘭丸はひとつ頷き、ポツリと呟く。「……風林火山」

一同：え？

ＧＭ：「アヌビスを守り隠す陣じんの名さ。そして、金字塔の四つの面を表す名でもある。四面のうち、いずれかにアヌビスは隠れている」口調は軽いが、噓をついている気配はない。

一同：…………。

ＧＭ：「信じるも信じないも自由だ。けど、いずれこの場所もファラオたちに押おさえられるだろう。そのときは、躊ちゆう躇ちよ無く領民たちを人質にとるだろうね」

真弓：（あっさりと）こくりと頷うなずきます。うん、あたしは信じるよ。

才蔵：信じるでござるかっ!?

浄ノ進：ノーウェイトですか（笑）。

ＧＭ：すると、蘭丸はやや驚おどろいたような表ひよう情じようになる。「……話をした僕がいうのも変だけど、君、よく疑うたがいもしないねぇ」

真弓：んん～。少なくとも、勇太は酷い噓は吐つかない子だったから。

ＧＭ：「君とこうして話しているのは〝南方勇太の肉体に取り付いている神〟なんだけど？」

真弓：それは……うん、きっとそうなんだろうね。でも、それでも信じたいよ。勇太の姿をした人が話したことなんだもの。

ＧＭ：「……ちぇ。僕は、なぜだか君のそういう表情に弱い。まったく、〝器〟の影えい響きようを零ぜろには出来ないのが、この秘ひ術じゆつの難なん点てんだな」とか、色々とブツブツ呟つぶやく。「ともあれ、信じるというならそれでよし。あとは君たちの好きにするといい」

才蔵：で、その四面のうち、アヌビスはどこにいるでござるか？

ＧＭ：「さてね。そこまでは僕にもわからない。一度外せば、それで終わりだ。アヌビスは君たちに気づき、人々を殺すだろう」

真弓：うっ。

ＧＭ：ここでルールの説明をします。アヌビスを攻撃するには、四面のうち、正解ひとつを選択して目標値30の〈知覚〉または〈追跡〉判定に成功して隠密状態を見破らなきゃダメ。

浄ノ進：……間違ってるトコを選んでも？

ＧＭ：潜んでいる面以外にはダミーが仕掛けられてるんだよ。

才蔵：二重のセキュリティ！　いやらしいなぁ。

ＧＭ：本物を見つけて一撃で破壊すればよし。破壊できない、もしくはダミーを攻撃した場合、アヌビスは君たちの目論見を察知して、即座に領民への攻撃を開始する。

才蔵：その攻撃は《氷壁》で防げるでござるか？

ＧＭ：（少し考え）攻撃そのものを失敗させるエフェクトだもんな。可能としよう。

真弓：それでも、当てずっぽうで確率四分の一、しかも目標値30……キツイね。

ＧＭ：「ファラオの軍ぐん略りやくは、武田の軍略。武田の戦に通じた人間ならば、ある程度の目星はつけられるんじゃないかな？」

真弓：あ……勘助？

ＧＭ：その言葉に、蘭丸は笑みだけを返す。そして、虚空に溶けるように姿を消した。

浄ノ進：消えた……。

才蔵：不ふ可か思し議ぎな奴でござる。しかし殿、本当に奴の言葉をお信じになるのでござるか？

真弓：（少し考え）うん。今は、それにかけるしかないよ。それに、少なくとも噓は吐ついてないと……思いますが、噓だったらごめんなさい（笑）。

才蔵：それでは、まずは勘助めを説得するところから始めねばならんか。

イクフサ：方針が決まったようだな。じゃあ、荒々しく扉を開けて、ワシも登場するぜ。

真弓：イクフサ!?

浄ノ進：魔界十字軍に降った貴様が、なぜここへ!?　油断無く、人形の準備を始める。

イクフサ：安心しな。奴らとは縁切りよ。

浄ノ進：……なんだと？

イクフサ：ここで骸火のことや、ワシが信長を倒せるらしいということを簡単に説明する。

浄ノ進：お前だけが信長を……倒せる？　なぜだ？

イクフサ：知るもンか。ただ、ワシは天下無双じゃ。倒せぬ奴などこの世におらン！

浄ノ進：ううむ……。得心はいかんが、イクフサを恐れているというのは、連中が口にしたのであれば事実、か。

才蔵：イクフサよ、その骸火とやらの敵討ちをするつもりでござるか？

イクフサ：オメェら人間と妖怪を一緒にするな。死んだら、そいつが弱かったってだけの話よ。

才蔵：むむぅ……。

イクフサ：ただ、魔界十字軍は妖怪を舐めてやがる。それが許せん。南蛮の神風情がワシらを利用しようとするなンぞ、千年早いってぇことを思い知らせてやらぁ。

真弓：なるほど、ね。

イクフサ：それにまぁ、その、なんだ。ゴニョゴニョいいながら、真弓をチラリと見る。

真弓：え、あたしがどうしたの？

イクフサ：ワシを縛る弓を扱えるオメェが連中の手に落ちたら、ワシが困る。

真弓：……ふむ。それは、ええと、つまり……あたしを守ってくれるってこと？

イクフサ：ッ！　都合のいい解釈をすんな！　ワシは、ワシの為にやってるだけだ！

浄ノ進：だが、結果的には同じことだな。

イクフサ：……ちっ。面白くなさそうな顔で、そっぽを向く。

浄ノ進：なにはともあれ真弓様。これで、戦力が増えたのは事実ですな。

真弓：うん。じゃあ、まずは勘助を取り戻しに行こう！







◆Middle 12◆「真弓、まことの軍師を得る」の段


　Scene Player ─── 真弓






　その日、躑躅つつじヶが崎さきの町は霧に包まれた。

　才蔵が生み出した、目くらましの霧である。

　それに乗じて、真弓たちは勘助を連れ出さんとしていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最後のシーンだ。シーンプレイヤーは真弓。勘助は、金字塔の周囲にある将しよう兵へいたちの詰つめ所しよにいるらしい。なお、ここにはオーヴァードはいない。

イクフサ：ふむぅ。ワシは侵蝕率がキツイ。ここは出ずにおくんで、任まかせたぞ。

真弓：うん、任しといて！

才蔵：霧を生み出して、勘助だけを連れ出すでござる。《ワーディング》の演出ね。

ＧＭ：了解。では、彼女だけを連れ出すことに成功する。連れて来た場所は、森の奥おく？

真弓：じゃあ、それで。

ＧＭ：勘助は霧の中を迷い歩かされ、気づくと君たちの前にいた、という感じだな。最初は呆然としているが、すぐに辛そうな表情で刀を抜く。「真弓殿……。どうして躑躅ヶ崎から逃げてくれなかったッスか……？」

才蔵：無む駄だだ、勘助。お主では我われ々われに勝てぬでござるよ。

ＧＭ：「しかし、それでもこうせねばならないッス。理由は……いえ、なんでもないッス」

真弓：勘助……。

才蔵：ＧＭ、勘助に取り憑ついてるアーマーンの居場所を見破るにはどうすればいい？

ＧＭ：目標値８の〈知覚〉判定。成功すれば、アーマーンを発見し、攻撃可能となる。

才蔵：（ダイスを振る）うん、成功。真弓に聞こえる程度の声で囁ささやく。……殿、勘助の首筋から左ひだり肩かたにかけて潜ひそんでいるでござる。

真弓：こくりと頷うなずいて弓を取り出し、矢を番つがえます。

ＧＭ：それを見た勘助は、何か諦あきらめたような表情で目を閉とじる。

真弓：（微笑ほほえみながら）大丈夫だよ、勘助。

ＧＭ：「え……？」

真弓：《オウガバトル》と《レインフォース》を組み合わせて、達成値は26！　攻撃の対象は、もちろんアーマーン。

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない。ダメージは？

真弓：20点です。

ＧＭ：ひとたまりもないな。君の放った光の矢は、勘助の首筋を射い抜ぬく！　次の瞬しゆん間かん、おぞましい悲鳴を上げアーマーンが正体を現し、絶ぜつ命めいする。勘助には傷きずひとつない。

一同：よしっ！

浄ノ進：とりあえずこれで勘助の無事は確かく保ほできましたな。

ＧＭ：まだだ。《リザレクト》で復活。即座に《ウルトラ・ボンバー》を使用するが……。

才蔵：ならばその攻撃を《氷壁》で妨害！

ＧＭ：……ま、そうくるよな。こいつは攻撃の達成値もたかが知れているから、判定はいらない。侵蝕率だけ上昇させといてくれ。

才蔵：了解でござる。

ＧＭ：《ウルトラ・ボンバー》を使用したのは事実なので、アーマーンは［昏倒］し、活動停止。もちろん、間もなく《リザレクト》が起動して再び動き出すであろうことは想像に難くない。

才蔵：そのたびに才蔵が《氷壁》を使うでござる。……侵蝕率が不安でござるが。

ＧＭ：少し会話するぐらいの余裕はあるとしよう。のんびりしてたら、次の攻撃をするよ。

浄ノ進：あまり余裕はありませんぞ、真弓様。

真弓：うん、わかってる。……勘助、大丈夫？

ＧＭ：勘助は、まだよく事情が飲み込めず、ぽかんとしている。「これは……一体？」

真弓：あなたの身体に宿っている怪物への対処法がわかったのよ。

ＧＭ：「拙者、助かったッスか……？」

才蔵：一時的なものでござるがな。

ＧＭ：だが、勘助の表情はそれでも晴れない。「助けていただいたこと、平ひらに感かん謝しやするッス。けれど、拙者だけ助かっても意味がないッス……」

才蔵：やはり、家族にもアーマーンが埋うめ込こまれているでござるか？

ＧＭ：こくこくと頷く。「拙者にとって、母や弟妹は最後の宝たから。それを人質に取られては、手も足も出せないッス」

真弓：ご家族やみんなを助けるためにも、あなたの力が必要なのよ。ここで、かくかくしかじかと状じよう況きようを説明します。

ＧＭ：「アヌビス如来とおファラオ様を倒す？」

真弓：うん。

ＧＭ：「…………」勘助は、じっと君の顔を見つめ、やがて呟く。「敵は神、ッスよ？」

真弓：わかってる。でも、前にもあたしたちは、その神様を倒したんだよ。

浄ノ進：奴らを放置しておけば、いずれ、この日ノ本全土が大きな災わざわいに見み舞まわれるだろう。

真弓：そんなことはさせないよ。少し歴史は変わっちゃってるし、生まれた時代は違ちがうけど、それでもこの国は、あたしの故こ郷きようだもの。

ＧＭ：「故郷、ッスか」




　勘助は、真弓の瞳に、自分と同じ想いを見た。

　己は、故郷の為に敵に降くだった。

　真弓は、故郷の為に敵に立ち向かおうとしている。

　───この方ならば、あるいは……いや、きっと成なし遂とげてくれる。

　勘助は、真弓に夢ゆめを見た。祖そ父ふと同じく、己を託たくすに足る主を見つけたのだ。




ＧＭ：「……わかったッス。この山本勘助、微び力りよくながら、軍師としてお仕えするッス」

真弓：……ありがとう。

浄ノ進：さて、早速だがアヌビスの居場所について教えてもらおうか。

ＧＭ：アヌビスの名が出たので、ここで再びアーマーンの攻撃再開だな。

才蔵：《氷壁》！　ううっ、連発はツラいでござるな。

真弓：あわわわっ。とにかく、武田家のことをよく知っているあなたじゃないと、アヌビスの居場所がわからないの。

ＧＭ：しばし考えを巡らせた後、勘助は口を開く。「四面のうち、〝風〟と〝火〟はないッスね。これらはいずれも、攻める際の兵の動かし方を意味しているッス」

才蔵：ほほう。これでいきなり四つの選択肢がふたつに減ったでござるな。

ＧＭ：「しかし、問題はここからッス。兵を徐しずかに隠して行軍させるという意味で〝林〟か、あるいは不動の守りという意味で〝山〟か……あとは実物を見れば、あるいは……」

浄ノ進：金字塔に近づかねばならぬのか？

ＧＭ：「いえ、遠方からでも見えさえすればかまわないッス」

真弓：……遠くても、あたしの弓なら届く。居場所さえ分かれば、射貫いてみせるよ！

ＧＭ：「……承知したッス。では金字塔全体が見える場所へ向かいましょう」勘助は、肩を抑えて脂汗を流しながら、そう答える。

真弓：い、痛いの？

ＧＭ：攻撃自体は失敗しても、肉体の中でゴリゴリと暴れてるようなもんだからね。しかし勘助は気丈に振舞う。「平気ッス。さぁ、早く参りましょう。この勘助の目を以ってすれば、アヌビスの居場所などたちどころに見破ってご覧にいれるッス！」

真弓：…………。黙って、勘助をおんぶします。

ＧＭ：「ま、真弓様？」

浄ノ進：それくらいのこと、この私が……。

真弓：（首を振って）ううん。あたしにやらせて。お願い。

浄ノ進：（感じ入った様子で）……承知いたしました。

ＧＭ：勘助の身体は、とても軽い。首に回された両手は、これから起こる戦いへの恐怖か、あるいは緊張により、細かく震えている。

真弓：そっと手を重ねます。……大丈夫だよ。さぁ、みんなを、この国を元に戻しに行こう！

一同：おうっ！







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆「天地鳴動し、ファラオ覚かく醒せいす！」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　武たけ田だ金きん字じ塔とうを望む、小高い山の上。

　そこに真弓たちの姿すがたはあった。

　トキジクの弓を引ひき絞しぼり、狙ねらいを定める真弓。




ＧＭ：さぁクライマックスだ。君たちは、アヌビスを狙そ撃げきするための準じゆん備びを整え、小高い山の上までやってきた。

イクフサ：……で、最初はどこから狙うんでい？

真弓：あああ、ＧＭにＹＥＳ／ＮＯ式で質問できる《インスピレーション》取っておけばよかったよ～！

才蔵：確かに、それがあれば一瞬で隠れてる面自体はわかったでござるな。

真弓：ないものを悔やんでも仕方ないんで、パッと決めちゃおう。ん～、じゃあ、いかにも守ってそうだから、〝山〟の面でいい？

一同：（頷いて同意する）

才蔵：間違っていてもすぐに対応できるよう、《氷壁》の構えをしておくでござる。

ＧＭ：〝山〟の面ね。……では、勘助が横から敵の動きを見破るためのアドバイスをしてくれる。これにより、〈知覚〉判定の目標値は13に下がる。

真弓：助かったー！　……けど、13でも高い壁だなぁ。

才蔵：殿、なせばなるでござるよ！




　目を凝らし、金字塔を観察する一行。

　判定の結果、イクフサが達成値17で成功する。




イクフサ：どうじゃ、見破ったぞ！

ＧＭ：うむ。では、〝山〟の面の中央部の石に、何やら怪しい気配が潜んでいる。

真弓：じゃあ、そこを撃ちます！




　真弓の放った矢は、狙い過たず標的の石に突き刺さる！

　だが、石は一瞬だけ輝き───それだけだった。




真弓：……ダミー!?

ＧＭ：いかにも。では、アヌビスは敵対者を察知したので、領民への攻撃を開始する！

真弓：ううっ！

ＧＭ：……もちろん、勘助の中に潜むアーマーンも同時に行動開始だ。

一同：ギャーッ！

真弓：やばいやばいやばい……！

浄ノ進：……攻撃が二回行なわれるのか！

ＧＭ：ＹＥＳ。同一ラウンドとして扱うから、《氷壁》はどちらか一方にしか使えないよ。

一同：…………。

イクフサ：どっちか片方は見捨てることになるか……？

才蔵：いやいや！　勘助への攻撃には《氷壁》、アヌビスからの全体攻撃には《束縛の領域》で対抗するでござる！

一同：おおっ！

真弓：それならみんな助かる！

ＧＭ：おっほー、そう来たか！　ならば乗り切ることができるか。だが、次からは常にアヌビスとアーマーンの攻撃がくるぞ。

浄ノ進：……《束縛の領域》はシーン一回だったな？

才蔵：いかにも。もう使えないでござる。

真弓：とととっ、とにかく、〝山〟は外れ！　残った〝林〟を調べないと！

才蔵：よし、急いで移動するでござる！




　だが、〝林〟の面は、〝山〟の反対側にある。移動のために、一手番を浪費せざるをえない一行。

　アヌビスの攻撃を《氷壁》でいなし、アーマーンの攻撃は浄ノ進がカバーリングで勘助の代わりにダメージを受けつつ、目的地へと向かう。




真弓：〝林〟の面が見える位置に着いたよ！

才蔵：ううむ。このあとに戦闘があることを考えると、才蔵も浄ノ進も侵蝕率がそろそろ限界でござるな。

浄ノ進：確かに。

才蔵：ここは決して失敗できぬ。武田信玄への怒りを力に変えるでござる。奴へのロイスをタイタスにして、即座に昇華。クリティカル値を下げ、《アニマルテイマー》と《無限の瞳》を組み合わせて達成値26！

一同：おおおーっ!?

才蔵：勘助の先読みと、この才蔵の忍の勘、そして佐助の獣の目をもってすれば容易たやすいこと！

ＧＭ：ちっ、見破られたか。では、〝林〟の面の頂上、ピラミッドの頂点にある四し角かく錐すい型がたのキーストーンに擬態しているアヌビスを看破する。

才蔵：殿、あそこにござる！

真弓：才蔵の示した場所に矢を撃ちます！

ＧＭ：ＯＫ。それでは命中判定をどうぞ。

真弓：一いち撃げきで仕し留とめないとダメなんだよね……。ちらっと、勘かん助すけの様子を窺うかがいます。

ＧＭ：彼かの女じよは、君を見ると、額ひたいに緊きん張ちようの汗あせをかきながらも口くちの端はで笑いながらこくりと頷うなずく。「大だい丈じよう夫ぶ。拙せつ者しやは、真弓様を信じてるッス」

真弓：（頷うなずき返す）……うん。それじゃあ、撃うつよ！

浄ノ進：本物のアヌビスは回かい避ひしたりはするのか？

ＧＭ：いいや。防ぼう御ぎよ行動は行なわない。達成値を出したら、すぐにダメージロールをしてかまわない。もっとも、装そう甲こう値もあるし、ダメージへの対たい応おう手しゆ段だんもあるけどね。

真弓：息を調ととのえて、狙いを定めます。《オウガバトル》＋《シューティングシステム》＋《ピンホールショット》＋《レインフォース》で攻こう撃げき。




　遥か先の壁へき面めんに蠢く影を見定める。

　耳に届とどくのは、破われ鐘がねの如ごとき己おのれの鼓こ動どう。

　だが、それもやがて消えた。

　呼こ吸きゆう、衣きぬ擦ずれ、引ひき絞しぼられる弦げん、風音……すべてが消えた。

　弓きゆう禅ぜん一いち如によ。

　そして───




真弓：達成値は41！　ダメージダイス、高い目出てーっ！　よし、高い！　45点

ＧＭ：アヌビスは、《がらんどうの肉体》を使用。ダメージを目もく標ひよう値ちとした判定をする！

一同：うおっ!?

ＧＭ：ていっ！　お、２回クリティカルしたが……ダメだ、ダメージには届とどかん！　光の矢はアヌビスの眉み間けんを貫つらぬき通とおす！　像ぞうは微み塵じんに砕くだけ散ちり、絶ぜつ叫きようとともに黒い瘴気へと変わる。

真弓：やった！　手て応ごたえあり！　勘助と手を取って喜びます。

ＧＭ：……確たしかに、アヌビスは倒たおれた。だが、まだ本命が残っているぞ。

イクフサ：武田信しん玄げん、だな。

ＧＭ：いかにも。しばらくすると、地じ響ひびきとともにピラミッドが揺ゆれ動うごき、大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。「おのれ、我わが忠ちゆう実じつなる僕しもべを……アヌビス如によ来らいを……許さん、許さんぞぉぉぉ！」

イクフサ：へへっ。どうやら〝おファラオ様〟のお出ましのようだな。

才蔵：あのピラミッドごと飛んでくると見た！（笑）

ＧＭ：うむ、途と中ちゆうまでその予想は正しい。轟ごう音おんとともにピラミッドは空中に浮うかび上あがり、君たちがいる山の方へと飛んでくる。

才蔵：げげーっ、あ、あれはーっ……いや、ネオ安あ土づち城じようだって飛んでいるんだから、これくらいでは驚おどろかないでござる。

ＧＭ：「我われこそは武田信玄。ファラオの眠ねむりを妨さまたげる者どもよ、死の翼つばさに触ふれるがよい！」そう宣せん言げんすると同時に、君たちの頭上でピラミッドが変形を始める。

一同：変形っ!?（笑）
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ＧＭ：ピラミッドが一度バラけて、その石のひとつひとつがカシャカシャとひとりでに組みあがってゆく。やがてそれは、ひとつの巨きよ大だいな顔面を形作る。

イクフサ：顔面ッ!?

才蔵：こ、これは予想していなかった！

ＧＭ：その顔を見て、勘助が叫さけぶ。「ああっ。あの御ご尊そん顔がんは間ま違ちがいなく信玄公！」

一同：えええーっ!?（爆ばく笑しよう）

イクフサ：〝間違いなく〟じゃねーだろ！（笑）

浄ノ進：ふ、不覚だ。変形するくらいまでは想そう像ぞうしてたんだが。予想以上だ（笑）。

真弓：え、あの、これ……本体？　ドット絵？

ＧＭ：いかにも。このピラミッド自体がファラオ信玄本体。「わしは城しろ。わしは石いし垣がき。わしは堀ほり！　神は味方、人は敵なり！」

才蔵：わしは城!?　……ざ、斬ざん新しんでござる！（笑）

イクフサ：なにが〝わしは石垣〟だ。信玄の名言を凌辱しよって！

浄ノ進：なんか、どこぞのシューティングゲームのボスキャラみたいだ。

ＧＭ：「わしはファラオ。すなわち、死の神オシリスであり、天空神ホルスであり、太陽神ラーである者！」

才蔵：魔まか界い衆しゆうにここまでの力があったとは！

浄ノ進：大丈夫だ、才蔵。敵てきが神であろうと、あのような威い容ようを誇ほころうと、トキジクの弓と、イクフサの力とを恐おそれていることには違ちがいない。

才蔵：……うむ。そうであったな。いずれはネオ安土城を落とさねばならんのだ。あれしきに怯ひるんでいるわけにはいかんでござる。

真弓：うう……あんなのと戦わなきゃいけない……んだよね。

イクフサ：おい真弓。ビビッてんじゃねぇだろうな。

真弓：強がりながらも、ちょっと顔はこわばってます。だ、大丈夫だよ！

イクフサ：おう、その意気だ。

ＧＭ：敵は、宙ちゆうに浮うかぶ信玄の巨大な顔が一体。さらに、その周囲に石いし造づくりの黒い球体が四つ浮かぶ。こいつらは全員異ことなるトループで、それぞれの表面に〝風・林・火・山〟とある。

浄ノ進：〝風林火山〟って陣じん形けいだろっ！　なんなんだ、その不ふ可か思し議ぎパーツはっ!?

ＧＭ：「陣じん形そのものを活かつ性せい化かさせた存そん在ざい……これぞ我が領りよう域いき〝エジプト武田軍〟」

才蔵：〝スフィンクス二十四将しよう〟も憤ふん慨がいものでござったが、〝エジプト武田軍〟とは（笑）。

ＧＭ：喜んでくださったようで恐きよう悦えつ至し極ごく。では戦闘開始だ！




◆第１ラウンド
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ＧＭ：セットアッププロセス。信玄は《ヴァイタルアップ》を使用してＨＰ上じよう昇しよう。

イクフサ：《クイックダッシュ》で間合いを詰つめて、一足先に信玄にエンゲージしておくぜ。

ＧＭ：ちいっ、これでは、このエンゲージから抜ぬけても後ろのエンゲージに入ることができん。

イクフサ：それも見み越こしてのこと。信玄、オメェの相手はワシだ！

ＧＭ：では、巨大な石せつ塊かいでできた顔が動き、豪ごう快かいな哄こう笑しようを放つ。「がーっはっはっは！　この身みの程ほど知しらずが！」

浄ノ進：ドット絵の割わりには描かき込こみが緻ち密みつなんだな、ファラオ信玄（笑）。

ＧＭ：そんじゃトループたちのセットアップ行動が始まるよ。信玄が「疾はやきこと風の如ごとく！」と大だい音おん声じようを轟とどろかせると、トループ〝風〟が《赤方偏移世界》を使用。これにより、このラウンドの信玄のイニシアティブ値は17に上昇する。

一同：早っ！

ＧＭ：次に、「静かなること林の如く！」だ。トループ〝林〟が《絶ぜつ望ぼうの領りよう域いき》で精せい神しん的てきなプレッシャーを君たちに与あたえ、ラウンド中、あらゆる判定に４個このダイスペナルティ！

一同：げーっ！

イクフサ：４個、４個か！

ＧＭ：まだ続くぞー。「侵しん掠りやくすること火の如く！」……トループ〝火〟が、自ら炎ほのおを発し、灼しやく熱ねつの球体となって襲おそい掛かかってくる。《極大消滅波》。

浄ノ進：〝火〟はサラマンダーで《極大消滅波》か。よしっ、予想通り！

ＧＭ：嬉うれしいのか？（笑）　つーわけで対象は後ろの三人。

真弓：でも、《極大消滅波》だけならば生きてるかも。

ＧＭ：まだまだ！　信玄が《力の法ほう則そく》でダメージ追加するんで、合計27点！

才蔵：侵しん蝕しよく率りつに余よ裕ゆうのある才蔵が、《炎陣》で真弓様をカバーリング。んで、《リザレクト》で復ふつ活かつでござる。

真弓：ありがとう！

浄ノ進：私わたしも《リザレクト》。うむ、これで[image: ]％を超こえてしまったな。

ＧＭ：そして最後に「動かざること山の如ごとし」。トループ〝山〟は《フルディフェンス》を使い、信玄をカバーリングする態たい勢せいに入る。これでセットアップは全員終しゆう了りようだな。

イクフサ：受けタイプのキャラか。厄やつ介かいだな。

真弓：頑がん張ばってあたしが範はん囲い攻撃でトループを減へらさないと……。

ＧＭ：では、一番早い信玄が動く。まずはイクフサを撲ぼく殺さつしてやろう。《ナイトライダー》＋《スピードレーサー》＋《大地の加か護ご》。〈運転〉による体当たり攻撃！




　信玄の姿が崩くずれ、夥おびただしい量の石塊が虚こ空くうに浮かぶ。

　次の瞬しゆん間かん、石塊は巨大な逆ぎやく三角かく錐すいの形を成し、イクフサを串くし刺ざしにせんと襲い掛かった！




イクフサ：どわぁぁぁっ！　なンじゃこの攻撃は！（笑）

ＧＭ：達成値は……う、派は手でな演えん出しゆつの割わりに低い。達成値27しかいかないや……。

才蔵：《氷ひよう壁へき》。フフフ、そのような攻撃、この才蔵の霧きりで散らしてくれよう。達成値49!!

ＧＭ：ちっ、無む効こう化かされたか「なんだ、この霧は！　怪あやしげな技わざを使いおって！」

才蔵：おまえに怪あやしげなどといわれたくないでござる！（笑）

真弓：次はあたしだね。

ＧＭ：くっ、装甲無む視し攻撃がくるか。

真弓：いえ、まだ[image: ]％を超えてないんで《クリスタライズ》は使えません。いつもの組み合わせに《ギガンティック・モード》を追加して、達成値は40ぴったり！

ＧＭ：（ダイスを振ふりまくる）〝風〟〝林〟〝火〟は回避失敗。〝山〟は信玄をカバーリングしつつ受けを試みて……げげっ、受けは得意なくせに判定失敗!?

浄ノ進：今日もダイス目が振ふるわないなぁ、キミは（笑）。

ＧＭ：おだまりっ！　そら、ダメージ来い！

真弓：あ、また出目がいい。38点です。

才蔵：さらに《力の法則》でダメージ21点追加でござる！

真弓：わ、合計59点？　結けつ構こういいかも！

ＧＭ：結構どころじゃねぇぇぇっ！（[image: ]トループのポーンを次々と倒たおしてゆく）

真弓：お？

ＧＭ：……風は死にました！　林は死にました！　火も死にました！　山はどうですか！　もちろん死にました！　エジプト武田軍、一撃で全ぜん滅めつ！（爆笑）

一同：おおおー！

浄ノ進：やはり真弓様は凄すごい！　今の一撃といい、武田二十四将といい、並なみ居いる武田軍を次々と一撃で葬ほうむり去さっておられる！

才蔵：（シリアスな声で）女子高生……つくづく恐おそろしいでござるな。

真弓：いや、その。今のはともかく、二十四将は勝手に全滅したわけで……（笑）。

ＧＭ：だが、発生した事象だけを見ると真弓は恐ろしい広こう域いき殲せん滅めつ兵器にしか思えん。「なるほど、謙けん信しんがやられるわけだ。残るは総そう大だい将しようのみか。……だが、面白い！」

浄ノ進：私は、信玄とイクフサがいるエンゲージに移い動どうしつつ、自分の指先から血を人形に振ふり掛かける。《血族》と《血の従じゆう者しや》で、達成値は30。

イクフサ：それを見て、呼よびかける。山住、来よったか！

浄ノ進：いかにも。お主ひとりではいかにも分が悪かろう？

イクフサ：（ニヤリと笑って）舐めるんじゃねぇや。じゃが、好きにするがいい。

才蔵：才蔵は行動済ずみでござる。さぁイクフサ、早く敵を討うつでござる。

イクフサ：ワシに命令すんじゃねぇぇと吠ほえつつ、信玄に飛とび掛かかる。マイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《破壊の爪つめ》しつつ、《フルパワーアタック》。

ＧＭ：来たか、超ちよう血けつ統とうキュマイラの全力攻撃！

イクフサ：一気に叩たたき潰つぶしてやるぜー……っと、出目が振ふるわなかった。達成値30。

ＧＭ：それは、《砂すなの盾たて》＋《フォームチェンジ》で受けに成功してる。吹ふき荒あれる砂すな嵐あらしと石塊が、君の攻撃を逸そらす！

イクフサ：ちっ、厄介な。だが、それでもダメージは47点だ。

ＧＭ：なにっ？　ちょっと効きいたな。「……我が金こん剛ごう石せきの守りを貫き通すか！」

イクフサ：なに、まだまだ本気じゃねぇんだぜ？

ＧＭ：「面白い！　我が武田軍の全力で討うち滅ほろぼしてくれよう！」

浄ノ進：武田軍の全力って、もう、信玄だけじゃん（笑）。

ＧＭ：う、うるさいっ！




◆第２ラウンド
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ＧＭ：さて２ラウンド目。トループが全滅しているんで信玄の行動値は11に下がり、皆みなさんへのダイスペナルティも消えますよ、と。

一同：はーい。

ＧＭ：そして信玄は《サポートデバイス》を宣言。彼かれを構こう成せいする石の表面が、エジプトで王おう権けんを示しめす金きん属ぞく、すなわち煌きらびやかな黄金に包まれてゆく！　これでダイス数が増ぞう加か。

浄ノ進：こちらは《フルインストール》！　血に眠ねむる力を活性化させ、こちらもダイス数増加だ。

真弓：セットアップ終わったんで、あたしの番ですね。《クリスタライズ》で装甲無視効こう果かをつけつつ、弓で撃うちます。達成値は39。

ＧＭ：それくらいなら受け止め……げふっ、達成値33。受け失敗……。

真弓：ダメージ42点です。ビシバシと矢を撃ちまくります。

才蔵：そして才蔵からも《力の法則》。12点追加でござる。

ＧＭ：54点の装甲無視か。あぱーっ、痛いたい！　なんで受けに成功できないんだよ俺おれはっ！

真弓：勘助たちをあんな目に遭あわせた報むくいだよ！　えいっえいっ！（弓を撃ちまくる仕草）

ＧＭ：「やめて、やめて！　わしは一度死んだ老人！　もっと労いたわって！」

浄ノ進：おい信玄（笑）。

ＧＭ：おっと、すみません。カッコいいファラオ信玄はそんなことなど言いません（笑）。さて、それはともかくこちらの番か。ううむ。どうしようかな……（考かんがえ込こむ）。

浄ノ進：んんー？

真弓：どうしたんですか？

ＧＭ：いや、攻撃をするかロマンを追求するかで悩なやみ中。トループが生き残ってたんなら、迷まよわず実行してたんだけど……。

才蔵：ふふふ、信玄公。攻撃するとよいでござる。才蔵が《氷壁》で打ち消すから！

ＧＭ：むかっ。ここはロマンを選せん択たく。しかる後に、才蔵を殺す！（笑）

才蔵：げげーっ。

浄ノ進：で、何をするんだ？

ＧＭ：《パーフェクトサクセス》＋《リトルハッピネス》と「コネ：手て配はい師し」を組み合わせて、アイテムを調達する。

真弓：戦闘中に……アイテム調達？　初めて見た（笑）。

イクフサ：しかもエフェクトまで使って、かなり本気だぞ。

ＧＭ：調達するアイテムは、新しい超ちよう巨きよ大だいピラミッド！　データは巨大ロボット！

一同：ええーっ!?（爆笑）

イクフサ：そんなんアリかっ！

ＧＭ：「これぞ、羽柴秀吉はしば・ひでよし殿どのから指南いただいた秘ひ奥おう義ぎ、一夜ピラミッドー！」今回は敵の演出としてＧＭ権けん限げんでアリってことでよろしくね。〈調達〉技ぎ能のうは10、目標値は60！

才蔵：（念ねん仏ぶつのように）失敗しろ失敗しろ失敗しろ……。

ＧＭ：小こ賢ざかしい！　見ろ、達成値65！




　砂さ塵じんを巻まき上あげ、地平線の彼方かなたから無数の労働者たちがやってきた。

　運んでいるのは、美しく輝かがやく白き巨きよ石せき。

　労働者たちは、一いつ糸し乱みだれぬ動きで石を積み上げ……そして、それまでの物に倍するほどの大きさの金字塔ピラミツドが完成した。




一同：出来たーっ!?

ＧＭ：すごい、あたし、ホントに出来ちゃった！

浄ノ進：自分で驚おどろくな（笑）。

ＧＭ：（腹はらを叩たたいて喜ぶ）ふぉっふぉっふぉ。かくして、一夜どころか一いつ瞬しゆんにしてピラミッド完成。「見よ、これぞ武田の力！」

才蔵：くっそー。攻撃であれば《氷壁》で妨ぼう害がいできたのに！

ＧＭ：これに搭とう乗じようすると攻こう撃げき力りよく・装甲値ともに固こ定てい値ちが30まで上昇します。まぁ、乗のり移うつるにはマイナーアクションが必要なので、次のラウンドまで待たなければならないわけだが。

イクフサ：……いかんな、あれに乗のり込こまれたらワシの攻撃が通用しなくなる。

真弓：イクフサ、装甲値は無視できないものね。

ＧＭ：一夜ピラミッドに搭乗さえ出来れば、信玄は最強無む敵てきになれるんだっ！

浄ノ進：……いや、それは既すでになんだか負けフラグっぽいぞ。「ナニナニできれば勝てる」って言い方は、それが出来ずに負けるパターンだ（笑）。

ＧＭ：だまらっしゃい！

イクフサ：ンじゃ、それまでにブチ倒たおすとするか！

浄ノ進：できるだけ装甲値無視の攻撃を加えまくろう。次は私の番なので、まずは従者に攻撃させる。《渇かわきの主》と《かりそめの剣けん士し》で攻撃。

ＧＭ：《渇きの主》ってことは……装甲無視な上に受けも無む効こうか！

浄ノ進：いかにも！　達成値は33で、ダメージ29点の装甲無視！

ＧＭ：ぐっ。猪ちよ口こ才ざいな……だが、確かく実じつに痛い。

浄ノ進：そして、私本体はメジャーアクションで二体目の従者を呼よび出だしておこう。攻撃にしろカバーリングにしろ、手数が重要だ。

才蔵：次は才蔵でござるが……この才蔵、攻撃能力はないので、とりあえず待機。

イクフサ：なら、いよいよワシの攻撃じゃな。《フルパワーアタック》！　ええと、侵蝕率が上がりすぎて、追加分のダイスが足りん。

真弓：（ダイスの山をイクフサの方へ押おしやる）これ、出目がいいんで使ってください（笑）。

イクフサ：ありがとよー。それじゃあ、骸むくろ火びのタイタスを昇しよう華かしてクリティカル値を下げる。……あやつはワシが倒すはずじゃった。それを、わけのわからぬ身体に変えおって！

ＧＭ：「考え直せ、イクフサ！　貴様は神の肉体が欲ほしくないのか!?」

イクフサ：テメェらはワシが怖こわいンじゃろ？　生憎あいにくじゃが、ワシは、ワシを恐おそれるような木こっ端ぱどもに付つき従したがう趣しゆ味みはないわい！　攻撃の達成値は77！

ＧＭ：（ダイスを振る）とても受け止められない！

イクフサ：ダメージのダイスもいいぞ。81点！　石の装甲があろうと痛かろうて！

ＧＭ：「ゴバァァァッ！」




　イクフサの豪ごう腕わんが唸うなった！

　刃やいばが斬きり、爪が裂さき、拳こぶしが砕くだき、牙きばが穿うがつ。

　妖よう狼ろうの死の舞まいは、信玄の巨大な面を蠟ろう細ざい工くのように削けずり崩くずしてゆくのだった。




ＧＭ：たまらんたまらん、つか、耐たえ切れん！　「頼たのむ、わしの死は３ラウンド隠かくせー！　そうすれば、そうすれば新しいピラミッドに移うつれる！」

イクフサ：いいから早く死ねっ！（笑）

ＧＭ：ちぇ、ケチ。……ＨＰが０以下になったので、《魂たましいの練成》を使って復活だ。崩くずれ去さったかに見えた信玄だが、黄金の輝かがやきに包まれると同時に、元の姿を取とり戻もどした。

イクフサ：ちっ。神とぬかすだけのこたぁあるな。

ＧＭ：そして、憎にくいイクフサに《復ふく讐しゆうの領域》で、貴様にも63点のダメージをお返しじゃ。

イクフサ：ぐはっ！　侵蝕率は[image: ]か……とりあえずタイタス昇華で復活。

真弓：けど、これで切り札を使わせたよ！

才蔵：畳たたみ掛かけるでござるよ！　……といいつつ、才蔵が攻撃しても無意味なので、とりあえず待機を解かい除じよしてメジャーアクション放ほう棄き。これで２ラウンド目終了でござるな。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：そして第３ラウンドの開始、と。

才蔵：はっはっは。なにやら、謙信を相手にしたときよりも楽勝ムードでござるなぁ。

ＧＭ：それはどうかな？　侵蝕率を見てみろ。

イクフサ：確かに、ワシはもう侵蝕率がヤバい。それに、タイタスで立ち上がってはみたが、一夜ピラミッドとやらに乗られたら攻撃が通用しなくなる。

才蔵：むむっ。それは確かに。

真弓：とにかく、信玄より先に動いて倒たおさないと！

浄ノ進：しかしそれができるのは真弓様だけなのですよね。イニシアティブ的に。

真弓：あ。ホントだーっ！　どどど、どうしようっ!?　もうダメかもーっ！（笑）

浄ノ進：いきなりヘタレないでくださいっ（笑）。

才蔵：大丈夫、さっきまでと同じ程てい度どの攻撃が出来れば問題ない……ハズでござる！

ＧＭ：そうはさせるかい。セットアップで《奈な落らくの法則》！




　信玄の巨大な口が、地じ割われの如き音とともに開いてゆく。

　轟ごう、と吠ほえた。

　烈れつ風ぷうとともに、猛もう烈れつな殺気と覇は者しやの気き迫はくが真弓たちの身体に叩たたきつけられる！




ＧＭ：これで君たち全員、このラウンド中のクリティカル値は１点上昇だ！

一同：うぇーっ!?

ＧＭ：そちらの達成値が下がれば、こちらの受けもしやすくなる。……さて、これでセットアップは終了。まずは真弓の行動からだな。

真弓：だ、大丈夫、かな……。今の《奈落の法則》を受けて、軽く怯ひるんでいます。

イクフサ：じゃあ、背せを向けたまま大声張はり上あげて真弓に呼よびかけよう。おい真弓ぃっ！

真弓：いきなり名前を呼よばれたんで、ちょっとビックリ。え、な、なにっ？

イクフサ：もたついてんじゃねぇ。根こん性じようを見せてみやがれ。神がナンボのもんだってんだ。

ＧＭ：「妖よう怪かい風ふ情ぜいが、よう吠ほえるではないか！」

イクフサ：（力強く）死人は黙だまってろっ。

ＧＭ：「ぬぅぅっ!?」

イクフサ：所しよ詮せん、こいつは本当の信玄みたいにデカイ漢おとこじゃねぇ。ちっぽけな己を図体で覆おおい隠かくした小者よ。恐れるほどのこたぁねぇのさ！

真弓：イクフサ……。

イクフサ：その弓、外してみやがれ。この場で喰くい殺してやるからな！

真弓：（こくりと頷うなずいて）うん！




　殺意の暴ぼう風ふうの中、イクフサの声は真弓の心に響ひびいた。

　乱らん暴ぼうな言葉だが、飾かざり気けのない分、想いはよく伝わる。

　───励はげましてくれたんだね。ありがとう。

　真弓の心から、すっと恐きよう怖ふが消えた。




真弓：武田信玄へのロイスをタイタスに変えます。昇華して、クリティカル値を７に。

ＧＭ：……やはりそう来るか。

真弓：矢を番つがえて、信玄の顔の中心へ撃うち込こむ！　達成値は……36！

ＧＭ：それしきの攻撃、受けるのは楽勝だーっ！（大量のダイスを振る）

一同：…………。

ＧＭ：（ダイスの出目を確かく認にんしながら）……おや？

浄ノ進：あらあら。天さんってば、例によって出目がおよろしくないんじゃなくて？（笑）

ＧＭ：そんなことはない！　そんなことはないぞ！　クリティカルしたダイスを振り直して……ぎぃぃぃっ!?　なンでクリティカル値８で20個振ふって、達成値が12なんだよっ！（笑）

才蔵：（同どう情じよう気味に）つくづく、出目が悪いでござるなぁ……。

ＧＭ：同情すんなーっ！

才蔵：そうか。では、同情してやらない！

ＧＭ：馬ば鹿か野郎、俺をもっと労いたわれ！　慰なぐさめろっ！

一同：どっちだっ！（爆笑）

ＧＭ：ええい、ともあれ最終的な達成値を出そうじゃないか。〈白兵〉レベルと防御修正足して24。受け、失敗！　あおぅっ！（両手で顔を覆おおう）

真弓：よし！　それじゃあダメージは４Ｄ＋23！

才蔵：才蔵も《力の法則》で援えん護ご！




　光ひかり輝かがやく矢が、風よりも早く飛ひ翔しようする。

　狙ねらうはただ一点、〝信玄〟を構成する石塊群ぐんの中ちゆう枢すう部ぶ。




真弓：ダメージ42点！　装甲無視！

才蔵：更さらに14点！

ＧＭ：56点、装甲無視!?　かくなる上は……「……おや？　突とつ然ぜん、わしの身体に三つ目のシンドロームが宿った？　奇跡？」

浄ノ進：宿らねぇよっ！（笑）

ＧＭ：「誰だれか、誰だれかわしに塩を送ってくれぇぇっ！　アイ・ウォント・ソルト！」

イクフサ：お前は何を言ってるんだ？（笑）

浄ノ進：それに塩を手にしたところで、どうにかなるのかよ！

ＧＭ：いや、なんというか、心が和まんか？　敵から塩だぞ（笑）。

才蔵：果てしなく無意味な発言でござるな。

真弓：（[image: ]突つっ伏ぷして笑っている）

浄ノ進：（にこにこしながら）信玄君。僕らは謙信君じゃないから塩は贈おくれないよ？（笑）

ＧＭ：ぐぅぅ。まずは《ショックアブソーブ》で20点弾はじいてダメージを36点にまで軽けい減げん！

浄ノ進：やはり持ってたか。

ＧＭ：だが……《魂の練成》で回かい復ふくした残りＨＰは30点！　だめだ、倒たおれた！




　無数の石塊をものともせず、光の矢は武田金字塔の中ちゆう枢すうへ到達した。

　すなわち、ファラオが眠る黄金の棺ひつぎ。

　その棺を光の矢が貫つらぬく。

　棺に無数の亀き裂れつが走り───絶叫が響ひびき渡わたった。




ＧＭ：「ごぁぁぁぁっ！　わしが、わしが崩くずれる？　わしが落らく城じよう？　わしが敗北？　武田の軍ぐん略りやくが、我がエジプトが、貴様らごとき下民に敗れるというのかぁぁっ!?」

イクフサ：へっ。何が武田だよ。信玄に乗のり移うつってるだけの小者が！

真弓：……でも、それももう終わりよ。早く武田信玄を解かい放ほうしなさい！

ＧＭ：「おのれ、おのれ、おのれ女子高生ぃぃぃっ！　されど、甘かん露ろを作る場はここだけにあらず！　神は我のみにあらず！　いずれ来きたる神しん罰ばつを恐れるがいぃぃぃっ！」




　絶叫。

　それは神の威い光こうからは程ほど遠とおく、むしろ哀あわれですらあった。

　黒い瘴しよう気きが立ち昇のぼり、虚空に消え去ってゆく。

　戦国の世に復活したエジプト神、ファラオ＝オシリス＝ホルス＝ラーの最期であった。




真弓：（息をつき）倒した、ね……。

ＧＭ：さて。ファラオの断だん末まつ魔まの悲鳴が消えると、宙に浮ういていた石塊も瞬またたく間まに砂さ塵じんと化してゆく。その砂塵の一ひと握にぎりが、寄より集あつまり、君たちの前で人間の姿を形作る。

才蔵：むむっ？

イクフサ：いつでも飛びかかれるようにはしておくぜ。

ＧＭ：その必要はない。そこに現あらわれたのは、厳げん格かくな雰ふん囲い気きをまとった老ろう武ぶ将しよう。その目は澄すみ、老成した叡えい智ちを感じさせる。

才蔵：まことの信玄公、でござるか？

ＧＭ：いかにも。彼は、君たちに感かん謝しやするかのように頭を深々と下げ、虚空へと消えてゆく。

一同：…………。

浄ノ進：死によって正気に戻もどられたか。

ＧＭ：そして、消えゆく信玄は、朗々たる声で歌を詠む。

真弓：辞世の句くですね。

ＧＭ：その通り。ええと……。

一同：…………。

ＧＭ：…………（[image: ]シナリオを確認しつつ、小首を傾かしげる）。

イクフサ：どうした？

ＧＭ：（微笑ほほえみながら）……調べたのに、書かき留とめ忘わすれた。

一同：えええーっ!?（爆笑）

ＧＭ：慌あわてるな！　ここは即そつ興きようで辞世をでっちあげるから！　ええと……（親指をグッと立てつつ満面の笑みを浮かべて）「アディオスさようなら、女子高生！」

一同：ひでぇぇぇぇっ!?（爆笑）

真弓：あ、あでぃおす……なぜスペイン語？

才蔵：そんな辞世があるかーっ！

ＧＭ：山さん頭とう火かの自由律俳句を気取ってみました。

イクフサ：時代が違ちげぇぇぇっ！　山頭火は昭和初期だ！

真弓：でも、あたしはきちんと応えるよ！　（親指を立てる）アディオス、武田信玄!!

イクフサ：オメェまでノるなっ！（笑）

ＧＭ：返礼感謝！　……さて、ともあれ、ファラオが滅ほろんだことで、その本体である武田金字塔は君たちの目の前で急速に崩ほう壊かいを始める。




　中空に浮いた石塊は崩れ、細かい塵と化してゆく。

　その塵の一粒つぶ一粒は、人々から搾さく取しゆした生命の源みなもと……すなわち甘露が固形化したものだ。

　さらさらと風に舞まい、塵は静かに大地に降ふり注そそぐ。




ＧＭ：その塵が砂さ漠ばくに降り注ぐと、たちまちのうちに草木が生おい茂しげってゆく。そして、金字塔の地下で昏こん睡すい状じよう態たいにあった人々も、同じように息を吹ふき返かえし、目覚め出すよ。

才蔵：なるほど、甘露を取り戻したことで復活するわけでござるな。

ＧＭ：かくして、君たちの活かつ躍やくにより、甲か斐い一帯は魔界十字軍の手から解放された！







《がらんどうの肉体》　エグザイルのエフェクト。判定に成功すると、受けたダメージをすべて消去する。

わしは城～　武田信玄の残した言葉で、「人は城、人は石垣、人は堀」というものがある。

オシリス　エジプト神話における冥界神。

ホルス　エジプト神話における天空神。

ラー　エジプト神話における太陽神。

《赤方偏移世界》　バロールのエフェクト。重力を操作し、行動の速度を上げる。

《絶望の領域》　オルクスのエフェクト。シーンの対象にダイスペナルティを与える。

《極大消滅波》　サラマンダーのエフェクト。範囲にリアクション不可のダメージを与える。

《フルディフェンス》　一般エフェクト。攻撃を捨て、リアクションにダイスボーナスを得る。

《ナイトライダー》　オルクスのエフェクト。〈運転〉判定にダイスボーナスを得る。

《スピードレーサー》　オルクスのエフェクト。〈運転〉のクリティカル値を下げる。

《大地の加護》　オルクスのエフェクト。組み合わせた攻撃の攻撃力を上昇させる。

《パーフェクトサクセス》　一般エフェクト。組み合わせた判定のクリティカル値を最大で４低下する。

《リトルハッピネス》　一般エフェクト。〈調達〉判定にダイスボーナスを得る。

コネ：手配師　〈調達〉判定にダイスボーナスを得るアイテム。

巨大ロボット　『アウトランド』Ｐ162に記載されたアイテム。

一夜ピラミッド　秀吉の「墨俣一夜城」の逸話にちなむ。

わしの死は３ラウンド隠せ　信玄は、己の死を三年隠せと遺言したとされている。

《奈落の法則》　オルクスのエフェクト。自分以外のキャラクターのクリティカル値を１上昇させる。

例によって出目が～　このＧＭ（筆者）は、ここぞというときに出目が悪いというイメージがある。気のせいである。

塩を送ってくれ　上杉軍が、塩不足に悩んだ武田軍に大量の塩を贈ったという逸話がある。

山頭火　種田山頭火。昭和初期の詩人。形式に囚われない自由律俳句で知られる。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆「甲斐国、新生す」の段だん


Scene Player ─── 真弓






〝おファラオ様〟が倒れて、数日。

　悪なりとはいえ統とう治ち者しやを失い、混こん乱らん状態に陥おちいった甲斐だったが、正気に戻もどった旧きゆう・武田の遺い臣しんや、勘助たちの尽じん力りよくにより、再び秩ちつ序じよを取り戻しつつあった。

　武田信玄は、織お田だ信長が仕立てた〝偽にせ者もの〟ということになり、甲斐の信長軍へ対する不信感が高まる結果を生んだ。

　そして、真弓たちが旅立つ日がやってきた。




ＧＭ：さて、全員、自じ律りつ判定も無事に終わったところでエンディングだ。なお、勘助は、ここで一いつ旦たん別れて甲斐の建て直しに協力するということとなった。

真弓：勘助、お別れかぁ……。

ＧＭ：「拙者、この地に留とどまり、家族を支ささえるつもりッス。胡う乱ろんな者どもが来たとしても、拙者の兵法を用いれば、容よう易いに撃げき退たいできるッスよ！」

才蔵：（疑うたがわしそうな声で）〝容易〟かどうかは怪あやしいもんでござるなぁ（笑）。

真弓：でも、アヌビスを倒たおせたのも、勘助が協力してくれたからだよ。

才蔵：それもそうでござったな。

ＧＭ：「……皆みな様さま、残念ですが、拙者はここでお別れッス。拙者を、そしてこの国を救ってくださったご恩おん、一生忘わすれないッス」

真弓：そっか。……寂さびしくなるね。

才蔵：元気にやるがよいでござる。お猿さるの佐助は、名残なごり惜おしそうに「キィキィ」とわめいてる。

ＧＭ：ところで、イクフサはどうしてる？

イクフサ：別れの挨あい拶さつには興きよう味みが無いんで、近くの大木の枝えだの上に寝ね転ころがってるぜ。

真弓：まったく、こういうときくらいきちんと挨拶すればいいのに。

イクフサ：ンな大たい層そうなことせんでも、縁があンなら、また会えるだろうよ。

ＧＭ：それを聞いた勘助は、「イクフサ殿どのらしいッスね。そうそう、この勘助の眼がん力りきで見み抜ぬいたことなのですが……」と、急にヒソヒソ声で耳打ちを始める。

真弓：ん？

ＧＭ：「イクフサ殿は悪あく党とうではありますが、外げ道どうではないと見たッス。色々と不安はございましょうが、仲間として信しん頼らいに値するかと」

真弓：あはは。うん、大丈夫。よく知ってるよ。

イクフサ：じゃあ、そのやりとりを耳みみ聡ざとく聞きつけて怒ど鳴なりつける。おいチビ助、聞こえてンぞこら！　ワシぁ仲間になった覚えはねぇっ！

浄ノ進：真弓様。私は奴やつを観察してまいりましたが、やはり危き険けんな存在です。大悪党です。

才蔵：うんうん、まったくでござる。

真弓：いや、そこまで言わなくても。

浄ノ進：……ですから、真弓様。あなたの御お力ちからで、奴めを正しき道に導みちびいてやるべきかと。

イクフサ：おい、何言ってンだ山住。

浄ノ進：聞こえた通りだ。イクフサよ、お主が我らと共に旅することは許ゆるしてやる。だから、命がけで真弓様をお守りするのだぞ。

イクフサ：何言ってやがる！　ワシは、真弓を喰うのと、信長と喧けん嘩かするのに近道だからテメェらについてってやるというだけの話だぞ！

才蔵：真弓様も浄ノ進もお人好しでござる。才蔵的には、あいつは信用できないでござるよ。

真弓：そんなことないって。イクフサは頼たよりになるよ。

イクフサ：大木をゆさゆさ揺ゆらしながら悔くやしがる。ワシは、テメェを喰くうんだよ！

真弓：トキジクの弓を掲かかげて、ひらひらと振ってみます。

イクフサ：……クソッ！　勝手にしやがれ。いつか必ず喰っちゃる。

ＧＭ：「はは、改めて拙者が言うことでもなかったッスね」




　勘助に釣つられて、皆みなの顔にも笑みがこぼれる。

　そのとき、風が吹ふいた。

　水無月に相応しい、湿り気が宿っている。

　熱ねつ砂さの神が滅ほろびたことで、甲こう州しゆうに正しい季節が蘇ったのだ。




才蔵：さて、すぐにでも信長を討ちにいきたいところでござるが……。

真弓：ファラオは、「甘露を作るのはここだけではない」って言ってた。つまり、ここ以外でも酷い目に逢ってる人たちが大勢いるんだよね。それは放っておけないよ。

才蔵：日本各地の甘露の供給源を破壊すれば、奴らの力の源を断てるやもしれぬでござるな。

浄ノ進：ああ、次はいかなる南蛮の〝神〟が現れるのでしょうな。

イクフサ：何であろうと、ブン殴れば済む話よ。

浄ノ進：まったく単純な奴め。次は、くれぐれも敵の甘言に踊らされるでないぞ！

イクフサ：はン。あんな妖怪を舐めくさった連中になぞ、もうなびいたりしねぇ。

真弓：（指折り数えながら）甘露の工場を壊して、信長を倒して、勇太を取り戻して、未来への戻り方を見つけて……ああ、早く日本に帰りたいよぅ。

才蔵：おっ。ここはやはり……（イクフサと浄ノ進に目配せする）。

イクフサ＆浄ノ進：うむ。

一同：ここは日本だぜ？（ですが？＆でござるよ？）

真弓：ああもう！（笑）

ＧＭ：「真弓様も大変ッスねぇ……。ですが、どうか諦めずに頑張って欲しいッス！」

真弓：うん、あたし頑張るよ。勘助も、どうか元気でね。




　別れの挨拶は終わり、真弓たちは歩き出した。

　十歩ほど進んだところで、勘助が声をかける。

「そうそう、真弓様。わたし、あなたにまだお伝えしていないことがありました」

　いつもと異ことなり、丁てい寧ねいに改まった口調。

　振ふり返かえるとそこに、眼がん帯たいを外した勘助が立っていた。

「〝春はる菜な〟。……それが、わたしの真の名です」

　顔には、年とし頃ごろの少女らしい、あどけない微笑み。

　真弓は口元をほころばせ、満面の笑みで応こたえた。




真弓：……ありがとう、春菜。また会おうね！

[image: ]







◆Ending 02◆「神々の黄昏たそがれ、始まる」の段


Master Scene






　ネオ安土城、天てん守しゆ閣かく。

　梅雨時の雨を見ながら、信長はひとり酒しゆ盃はいを傾かたむけていた。

　蕭しよう々しようと降る雨も、覇は王おうの素す肌はだに近づくや否いなや蒸発する。




ＧＭ：では最後に、ひとつマスターシーンが挿そう入にゆうされる。

イクフサ：信長？　信長だよね？

真弓：すごく嬉うれしそうだ（笑）。

ＧＭ：ああ。ご期待通り信長と、そして蘭らん丸まるが登場する。




　不意に柱の影かげが伸のび、人の形を成した。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、森蘭丸である。

「殿。女子高生たちの手により、甲斐が落ちましてございます」

「信玄入道は？」

「城と運命を共にされたとの由」

「で、あるか」

　部下の死に、さして心を動かされた風も無い。

　その様子を見、蘭丸はにいと笑みを浮うかべ、言葉を続けた。

「ヒュドラ、ヴィーナス、スフィンクスども、セト、アヌビス、オシリス、ホルス、ラー……僅わずかな間に、これだけの神々が討うち滅ほろぼされました」

「不死不ふ滅めつを謳うたう神どもが、華はな散る如くに死によるのう」

「『この世に生を享うけ、滅めつせぬもののあるべきか』……そういうことでございましょう」

　蘭丸と信長、いずれの言葉にも、どこか愉ゆ快かいそうな色がある。

　そのとき、ネオ安土城が揺ゆれた。

　信長である。

　信長が、轟ごう々ごうと哄笑わらっているのだ。

　城を響どよもし、城じよう下かを震ふるわせ、それはあたかも、家臣にして強きよう壮そうなる神々の滅ほろびを寿ことほぐかのようであった。

　やがて、笑声は止んだ。いつの間にか、雨も止んでいた。

　信長は、空を見上げた。

　覇王を畏おそれるかのように雲は割れ、冷たい月光が天守閣のふたりを照らし出す。

　信長は、その熱き瞳ひとみに喜き悦えつと憤ふん怒ぬと渇かつ望ぼうとを浮かべ、傲ごう然ぜんたる口調で宣言した。

「戦国ラグナロク、遂ついに始まるか！」







　　　あとがき




　と、いうわけであとがきです。

「こんなの戦国時代じゃねぇぇぇっ！　ｏｒ『ダブルクロス The 2nd Edition』じゃねぇぇぇっ！」とツッコミ入れた方、どうもすみません。でも、私わたしはこういうのがやりたかったんです。

・戦国時代が好きだ！　武ぶ将しようとか歴史とか、カッコいいから！

・ダブルクロスが好きだ！　面白いゲームだから！

　このふたつの衝しよう動どうにつき動かされるまにブレンドし、田中天・独どく自じのスパイスを効きかせてみたところ、出来上がったのか、このジパングでございます。

　ツッコミ入れつつも、「こんなネタで笑うなんて悔くやしい……でも面白い！」と、少しでもあなたが思ったなら、私の勝ち、ということで（勝ち負けの問題ではない気もしますが）。




　さて、ここから先は各話の解かい説せつをさらっと行ないます。

　まだ本ほん編ぺんを読み終えずにあとがきを読んでいらっしゃる方にとってはネタバレ満まん載さいですので、ご注意あれ。「もう読んだぜェ[image: ][image: ][image: ]！」というナイスなあなた、または「ネタバレされるのが快かい感かんなのよォ[image: ][image: ][image: ]！」というアブノーマルなあなたは、先へ進んでください。




（警けい告こく！　警告！　ここより先ネタバレ有り！）




▼第一話「女子高生、時をかける!!」の巻まき

　……えーまぁ、なんと申しましょうか。

　かの偉い大だいなる上杉謙信うえすぎ・けんしんが、美の女神ヴィーナスに憑ひよう依いされて魔ま界かい転生した挙あげ句く、織お田だ信長の配下として「日本ローマ化計画」を進行する……というお話。

　本編にありますように、セッション中は爆ばく笑しようとツッコミの嵐あらしでした。作業中、収しゆう録ろくした音声データを聞き返しながら、何度ＧＭ（俺おれだよ）の発言に「アホか！」とツッコミ入れたか数え切れません。

　なお、本来魔界洗せん礼れい〝名〟ならば、〝斎さい藤とうヒュドラ〟や〝上杉ヴィーナス〟となるはずですが、語感とわかり易やすさ優ゆう先せんで、本編のような表記といたしました。厳げん密みつに考えると道三も謙信も仏ぶつ教きように帰き依えした際さいの道号なので、「仏ほとけなのか神なのかどっちやねん」と言いたくもなりますが、ここは寛かん大だいな心で「そういうものか」と思っといてください。

　オリジナルのステージということもあり、ヒュドラ道三やヴィーナス謙信というアクの強い（アクしかないとも言う）敵てきキャラクターを通じて、「どんなイカレ世界なのか」を伝えるかに執しゆう心しんしました。その甲か斐いあってか、全員、「何がなんだかわからんが、とりあえずこいつヴイーナス謙信は倒たおさなければヤバイ！」という使命感にかられ、ノリノリで戦ってくれました。そういう意味では成功です。




▼第二話「女子高生、金きん字じ塔とうに挑いどむ!!」の巻

「上杉謙信が出たならば、次は宿命のライバル武田信玄たけだ・しんげんだよな」

　それくらいの軽い気持ちで信玄をボスにしてみたのですが……。

　気づけば、武田信玄が〝浮ふ遊ゆう要よう塞さいＳＨＩＮＧＥＮしんげん〟と化していました。しかもエジプト。〝お館様〟ならぬ〝おファラオ様〟。おふざけも大たい概がいにしろと。

　言うまでもないことですが、一話の謙信公と同じく、信玄公は知ち略りやく・武ぶ勇ゆう・人身掌しよう握あくに優すぐれた英えい傑けつです。現げん代だいに到いたるまで多くの人から慕したわれていることからも、それは明白。

　ただ、それほどに凄すごい人物であるからこそ、アレンジした際のギャップが際きわ立だつというものです。ややアレンジが過すぎたような気もしますが、すべては「魔界十字軍」という連中の悪あく辣らつさを描えがく為ために必要な演えん出しゆつとお考えください。




　なお、今回の主人公である天野真弓は、弓を自分のメインウェポンに選びました。これまでの『ＤＸ２』リプレイを考えると、珍めずらしいことといえるでしょう。

　ファーストリプレイの檜ひ山やまケイト、『オリジン』の高崎隼人たかさき・はやと、『アライブ』の七村紫し帆ほ、『トワイライト』の天花寺大悟てんげいじ・だいご……いずれも、刀とう剣けんあるいは素す手でで敵をガツンと爽そう快かいにブッ飛ばしてくれる連中でした。

　まぁ、『ジョジョの奇き妙みような冒ぼう険けん』の吉良吉影きら・よしかげばりに、空気を爆ばく弾だんに変えて戦う国見以蔵くにみ・いぞう（『ストライク』シリーズの主人公。プレイヤーは……俺）という例もありますが。

　舞ぶ台たいが戦国なら、日本刀の方が映はえるんじゃないか、ですって？

　いえいえ、それがそうでもないのです。

　古来、弓は英えい雄ゆうの武ぶ器きでした。

　源げん平ぺい合戦において鏑かぶら矢やで扇おうぎの要を射い抜ぬいた那な須すの与よ一いちはあまりにも有名ですし、時代を遡さかのぼって『保ほう元げん物語』においては、〝鎮ちん西ぜい八はち郎ろう〟こと源みなもとの為ため朝ともが強弓を用いて居い並ならぶ敵を次々と射い殺ころす様が迫はく力りよく満点に描えがかれています。特に為朝は、三～四メートルもある弓に二メートル近い矢を番えていたとされるほどの剛ごうの物。あくまでも当時の物語表ひよう現げんに基もとづく数すう値ちではありますが、彼かれがいかに人ひと並なみ外れた英雄と考えられていたか、その程ほどが窺うかがえます。

　彼の活かつ躍やくぶりに魅みせられた者は数知れず、江え戸ど時代には彼を主人公とした『椿ちん説せつ弓ゆみ張はり月づき』という一いち大だい冒ぼう険けん活かつ劇げきが曲きよく亭てい馬ば琴きんの手によって著あらわされました。

　ことほど左様に、弓の技わざは、武ぶ士しにとって馬の技と並ならんで重要なものだったのです。

　そのことを考えると、むしろ、弓こそが〝戦国時代〟を象しよう徴ちようするに相応ふさわしい武器といえるのかもしれません。




　さて、そろそろ紙し幅ふくも尽つきてまいりました。

　この場を借りまして、本書を出しゆつ版ぱんする為にご尽じん力りよくくださったスタッフの方々に感かん謝しやを述のべたく存ぞんじます。

　次に、イラスト担たん当とうの獅し子し猿ざる先生へ。私の想そう像ぞうを遥はるかに超こえてカッ飛んだ（そして凄すさまじく格かつ好こ良よくて迫力満点）イラストの数々をご提てい供きよういただき、ありがとうございました。

　そして、このトンデモダブルクロスに笑顔でつきあってくれたプレイヤーの四人に「ありがとう、これからもよろしく」の言葉を。殊ことに、プレイ時はもとより、原げん稿こう執しつ筆ぴつ時にも数多くの支し援えんをいただいた細野君郎氏には、格かく別べつの感謝を申し上げます。

　最後に、読者の方々へ。あなた方が読んでくれることが、我われ々われにとって最大の喜びです。




　さて、ジパング①はこれにて幕まく。

　次じ巻かん、いかにして真弓が現代への帰き還かんを遂とげるのか（あるいは遂げられないのか？）、その顚てん末まつにご期待ください。


二〇〇八年十一月二十八日　田中天
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